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　──あなたが言っているようなものは、何もかも存在しない。悪あく魔まもなければ地じ獄ごくもない。あなたの魂たましいの方が、肉体よりもはやく死ぬだろうから──

（フリードリヒ・ニーチェ《ツァラトゥストラはかく語りき》）








Prologue

　　───序章








　僕が“〝僕”〟を認にん識しきした時、広がっていたのは赤い闇やみだった。ゆらゆらと脈動するその闇が、自身の血と太陽の光だと分かり、僕は目の開く様になったばかりの雛ひなそのまま、おずおずと目を瞬まばたかせた。

　白い天てん井じようが柔やわらかな陽光に照らされて、清潔さに爽さわやかさを付け加えていた。視覚を取り戻もどすと、残りの五感も急速に覚かく醒せいしてゆく。仰あお向むけになった僕の身体は、寝ね巻まきらしき綿の衣服を身に着け、柔らかなベッドと白く滑なめらかなシーツに抱だきとめられていた。わずかにツンとした消毒液エタノールの匂においと、洗い立てのシーツの洗せん剤ざいの香かおりが鼻び腔こうに滑すべり込んでくる。規則的な電子音が傍かたわらから響ひびき、足音や何らかのアナウンスの声がとても遠くに聞こえた。

　周囲を見回そうと首を動かすと、首筋から肩かたにかけ、引き攣つるようなかるい痺しびれがはしった。

「っ──ぁう……」

　反射的に喉のどから漏もれ出たのは、砂すな触ざわりさえ感じられそうな擦かすれた呻うめき声だった。喉が渇かわいて、呼吸がうまくできない。声こ音えとも吐い息きとも区別できない風の音を響かせながら、ゆっくりと咽の喉どと身体の状態を慣らしてゆく。

　凝こり固まった筋肉の悲鳴のほかにも、胸の上──鎖さ骨こつの下辺りに何かが突つき刺ささっている感覚がある。痛みは小さいが、強い異物感があった。歪いびつに唇くちびるを噛かみ締しめながら状じよう況きようを確かく認にんすると、左側には、一目見てそうとわかる心電図計や、よく分からない箱状の機器が並べられ、そこから延びた幾いく本ほんものコードが僕の胸やら頭やらに貼はり付けられていた。

　鎖骨の下に感じた異物感の正体は透とう明めいなチューブで、僕の身体から伸のび出たチューブは吊つられたビニールパックに繋つながっていた。チューブとパックを繋ぐ小空間チヤンバーに、透明な液体がポタポタと滴てき下かされている。ただの点てん滴てきでなく、昏こん睡すい状態の患かん者じや等らに使われる高こう濃のう度ど輸液装置──中心静じよう脈みやくカテーテルというやつだ。ほんのつい最近──といっても六月くらいの事だから二ヶ月近く経たっているが──観た医い療りようドラマに出て来たのを覚えていた。

　カテーテルを刺し激げきしないように反対側を向くと、先まず目に入ったのはサイドテーブルに載のっかったフルーツの盛り合わせだった。二つ並んだパイプ椅い子すの背後で、白いカーテンが日差しを和やわらげていた。枕まくら元もとに、コードに繋がれたボタンがある。口紅かリップクリームの容器ぐらいの大きさで、一方の端はしにボタンがあって、もう一方にコードが繋がっている。どこをどう見てもナースコールに見えた。

　僕の今置かれた環かん境きようを判断するのは、もはやこれらだけで事足りた。

　此こ処こは、明らかに病院の一室だ。僕はいつの間にか入院していたらしい。高栄養剤ざいを胸に流し込まれているあたり、少なくない時間をこのベッドの上で眠ねむっていたのだろう。

　けれど置かれた環境は分かっても、運ばれた状況はいまひとつ掴つかめなかった。

　何で僕は、こんな所で眠っているのだろう……

　目を閉じ、一番新しい記き憶おくを思い出そうとする。長い眠りの為ためか、頭の中は霧きりがかったように茫ぼう洋ようとしていた。霞かすんだ映像の中、それでも真っ先に思い浮うかんだのは、涙なみだを流す少女の顔──

「──ミオ」

　ひび割れた自分の声に違い和わ感かんを覚えながら、それでも紡つむぐことの出来たその名前に、強きよう烈れつな懐なつかしさを感じた。

　はじめて自分から告白して付き合うことになった、長い黒くろ髪かみの少女。鋭するどく繊せん細さいな輪りん郭かくの、感情を押おし殺した細ほそ面おもての白貌。澄すんでいるというには透明すぎる、切れ長の眼めに宿った、真冬の湖水がごとき光。そんな見慣れた、見ていた時間がもっとも長い淡たん白ぱくな表情を押し退のけ、ぼろぼろと涙を流す泣き顔が、僕の脳のう裏りを占しめていた。

　──謝あやまらなければ。

　思考や理性とは関係なくやってきたその想おもいに、これまで僕が抱いていたような違和感はない。その正体を知った今、僕は自然とその熱を──“〝感情”〟という精神の熱を受け入れた。

　彼女に、西にし周あまねミオに謝らなければならない。

　それは当然の帰結として、思考も感情も一いつ致ちしていた。

　僕がミオを傷つけたのだ。たとえそれが、彼女自身が望んでいたことであるにせよ……

　傍らのナースコールを握にぎろうと右みぎ腕うでに力を入れたが、まるで作り物を動かすような実感のなさだった。怪け我がもあるのだろうが、かなり筋肉が痩やせているのだろう。布団ふとんから腕を抜ぬこうとしただけで、じんわりと汗あせが滲にじみ出してきた。

　腕を持ち上げるという、たったそれだけの作業に四苦八苦していると、ドアの開く音が聞こえた。静せい寂じやくを壊こわすのをおそれるように、そろそろとした音だった。

　深く息を吐きつつ首を動かすと、今しがた思い返したばかりの少女が、目を見開いて立ち尽つくしていた。

「────っ、あ」

　現実のミオは、声を忘れたように唇を開けては閉めを繰くり返していた。その間、見開いた眼はただの一度も瞬かなかった。

「どうしたんです、ミオさ──」

　立ち尽くしたミオの横から、ひょいと顔を覗のぞかせたいま一人の少女──僕の妹である相あい坂さか良りよ雨うは、となりのミオ同様に目を見開いた。けれど声帯まで驚きよう愕がくに麻ま痺ひすることはなかったらしく、「兄さんっ！」と叫さけんで病室に駆かけ込んできた。

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶ？　わたしが分かる？」

「……ああ。分かるよ、良雨」

　ぺたぺたと顔を撫なで回す良雨に微笑ほほえんで返事をした。彼女は詰つめていた息を吐いて「よかった～」とへたり込んだ。ベッドの端に預けた彼女の頭を撫でてやりたかったが、持ち上げるだけで重労働なので勘かん弁べんしてもらうことにした。

　良雨の向こうで、いまだ病室に足を踏ふみ入れようとしないミオに目を向ける。彼女は僕が目を向けただけで、身体を震ふるわせて身を退いた。

「……ごめん、ミオ」

　僕が謝ると、ミオは息を止めて身を硬かたくした。ぴくりとも動かないミオの身体の中、視線だけが激しく揺ゆれていた。

「……なんで、カズヤが謝るの？」

　ミオは、俯うつむいて僕から視線を逸そらし、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「悪いのは全部、私じゃない……」

「この体ていたらくの事？　これは大げさだよ。あれくらいで、こんな重じゆう傷しよう患かん者じやみたいにされるなんて──」

「『あれくらい』？　『あれくらい』って──」

　顔を上げたミオは、切れ長の眼に涙を溜ため、形の良い眉まゆを歪ゆがめながら僕を睨にらんだ。

「慰なぐさめはやめてっ！　全部、全部私のせいでしょう？　あなたが悩なやんだのも、あなたが苦しんだのも、あなたが傷付いたのも！　あなたが、そんな……！」

　必死に叫ぶミオは、自分の声で僕の言葉を聞こえないよう拒きよ絶ぜつしているように見えた。それはそのまま、彼女の部屋や学校の屋上での再現だった。

「……だって、本当に悪いのは君じゃないじゃないか」

「……自分のせいだって言うの？」

「君だって、巻き込まれただけだろう？　そして君を助けようとしたのは僕の選せん択たくだ。そのことで、いつまでも自分を責めないでくれ」

「…………何を言ってるの？」

　険しい顔をしていたミオは、表情を和らげ──いや、毒気を抜かれたように脱だつ力りよくさせ、やがて訝いぶかしげに問い掛かけた。

「何を、何を言っているの……？」

「なにって──」

「ねぇ、兄さん」

　僕とミオとで視線を行き来させていた良雨が、おずおずと僕の服を引っ張った。

「兄さん。なんで兄さんが入院しているか、分かる？」

「？　右腕をナイフが貫かん通つうして、出血多量で意識を失ったからだろう？」

　僕がそう言うと、良雨は驚おどろいた顔で目を見開いた。

「兄さん……まさか……」

「どうしたんだ？」

　そんなに驚く事なのだろうかと疑問に思っていると、良雨は神しん妙みような顔をして布団を捲まくった。布団の下から現れた僕の腕はやせ細っていたが、そこにあるのだろうと思っていた包帯──負傷を示すようなものは、何にもなかった。

「──どういう……？」

「兄さん。いまはもう十一月の下げ旬じゆん……冬よ。兄さんが前に入院してから、もう三ヶ月も経ってる」

　今度は僕が驚く番だった。

　三ヶ月？

　確かに陽の光が夏にしては妙みような色合いだと思っていたが、僕はそんなに眠っていたのか？

　……いや、良雨はいま、なんと言っていた？

「……前の入院？」

　良雨はこくっと小さく頷うなずき、顔を強こわ張ばらせて僕を見つめるミオに、ちらちらと目を向けながら、

「兄さんは、事故に遭あったの。十月の終わり頃ごろに……本当に覚えてないの？」

　と言った。

　どさっ、とミオの握っていた鞄かばんが床ゆかに落ち、その鞄が横よこ倒だおしになる前に、持ち主の膝ひざも崩くずれ落ちる。病院のリノリウムの床にへたり込んだミオは、完全に脱力しきった無表情で僕を見上げていた。

　ミオの瞳ひとみから、堪こらえられていた涙が零こぼれ落ちた。



　　　Inter Cut



『いやはや、何とも愉ゆ快かい──興味深い事になりました』

　電話越ごしにも分かる、笑いを織り込んだ男の声が漏れ出した。

　殺風景な部屋だった。簡素な机と何ど処こにでもありそうなワークチェア、頑がん丈じようさだけが目立つ鉄骨剥むき出しのベッド。部屋の隅すみ、備え付けのクローゼットの横に、段ボール箱が二つ置いてあった。八畳じようはある部屋にあるのは、たったそれだけである。無地の遮しや光こうカーテンの隙すき間まから入り込んだ月光が部屋の中をうっすらと照らすが、埃ほこりのない床が無機的な印象をさらに強くした。

『“〝忘ぼう却きやくなくして幸福はない”〟なんて言いますが……ふふっ、あの場合はどうなのでしょうね。とても興味深いですよ』

「悪あく趣しゆ味みだな」

　ベッドの端に座すわり、携けい帯たい電話を耳に押し当てる人物が、軽けい薄はくな声の主を淡白に言い表した。電話をしているのは、一人の少年だった。

　女性と見み間ま違ちがえそうな、柔やわらかで整った容姿の少年であった。薄うす暗くら闇やみでぼんやりと光る亜あ麻ま色いろの髪かみ。鼻び梁りようや眼がん窩かには、少年の柔らかさから男性の鋭さが目立ち始めていた。黒く細いメタルフレームの眼鏡の奥おくには、複雑な色合いの榛はしばみ色の瞳が象眼されていた。

『悪趣味、とは酷ひどいですね。傷付きます』

　少年の鼓こ膜まくを震わせる声は、内容とは裏腹にまったく傷付いてなどなさそうだった。むしろ愉快そうな響ひびきを強くしていた。

『“〝我々”〟は、飽あくなき探求者、観察者です。人間の美しさ、気高さを、何よりも愛しているのですよ？　“〝人間賛歌”〟が“〝我々”〟のポリシーです。どちらかといえば天使ですよ。少なくとも私たちは』

















「人間を愛しすぎた天使は、烙らく印いんを押されて地に落とされる」

　少年は、部屋の中を眺ながめながら言った。もっとも、部屋にあるのは最低限の家具と、重く漂ただよう暗くら闇やみしか存在しなかった。

「悪あく魔まに、なるんだ」

『ほう？　中々興味深い意見ですね？』

「大昔の教皇様の決定だ。僕の意見じゃない」

『ふむ……まぁ、それはそれで一興です。悪魔ほど人を愛し、人に寄り添そってきた存在もありませんからねぇ。まぁ、ひとまずはそんな感じです。また何かご注文がありましたらご一報を──ああ、そういえばお姉さまのご様子はいかがです？』

「……いまは眠ねむってる」

　ぎりっ、と携帯電話を握る少年の手に力が込められた。

『そうですか。また御ご要よう望ぼうがありましたらお薬などご用意しますので。それでは、失礼いたします』

　少年の様子を知ってか知らずか、終始能天気な口調のままに電話は途と切ぎれた。少年は不通音を繰り返す携帯をベッドの上に放ほうり投なげ、自分の身体もベッドに投げ出した。シーツが乾かわいた音を立ててはためく。仰あお向むけになった少年は、暗闇の貼はり付いた天てん井じようをじっと見上げた。

　何ど処こか現実離ばなれした雰ふん囲い気きの少年だった。彼の眼まな差ざしは、実存的な何かに向いているようには見えなかった。現実にはない何かを探している者特有の、茫ぼう洋ようとした瞳だった。眼鏡やごく一いつ般ぱん的てきな学生服は、そんな彼を辛かろうじて現実に繋つなぎ留とめる為ための舫もやいや重しのようだ。

「…………！」

　唐とう突とつに、少年が身を起こした。捉とらえ処どころのなかった表情が、はっきりとした焦しよう燥そうに彩いろどられる。

「姉さん……！」

　部屋の一角、何もないはずの壁かべを凝ぎよう視しする。ベッドから飛び下りて廊ろう下かに飛び出した時、隣となりの部屋から悲鳴が上がった。魂たましいの慟どう哭こくとでも称しようすべき、痛切な叫び声だった。

　隣の部屋を開いた少年の視線の先には、嵐あらしのような光景が広がっていた。

　先ほどの少年の部屋とは、雲うん泥でいの差がある内装の部屋だった。凝こった造りの装そう飾しよくが成されたクローゼットや化け粧しよう台だい、華はなやかな柄がらのカーテンなど、手間も工く夫ふうも凝らされた部屋だったのだろう。しかしいまは、ベッドの上を中心に、どんどんとその内装も荒あれ果はててゆく。

「いや否いやイヤいや嫌いや々いやイヤ嫌いやイや厭いやイや厭々嫌々イヤいやいやいヤぁああああああああああ……いやぁああああああああああああああアアアアアアアアアアあぁああ嗚あ呼あ阿亞アアア！」

　ベッドの上で頭を抱かかえ悲鳴を上げるのは、少年に良く似た容姿の少女だった。波打つ長い亜麻色の髪。柔らかな女性らしい輪りん郭かく。年の頃ころは少年よりもいくらか歳とし下しただろう。性別はあれどとてもよく似通っているが故、その差異もより明めい瞭りようだった。

　彼女は頭を抱え髪を振ふり乱し、必死に何かを拒絶していた。手短にあるもの──枕まくらやシーツや本などを周囲に投げ付けていた。定まった目標があるわけではない。少年と同色の瞳は濃のう密みつな恐きよう怖ふで昏くらく濁にごり、どんな光景も映ってはいなかった。

「セイ！」

　少女の様子を確かく認にんするや否いなや、少年は少女の名を呼んでその身を強く抱だき締しめた。暴れまわる少女の腕うでが、彼の身体のいたるところを叩たたき、掻かき毟むしり、あるいは爪つめを立てて握にぎり締めた。

「ツっ……」

　少年の顔が痛みに歪んだ。自分の指を少女の口に含ふくませて──噛かませているからだった。少女が誤あやまって自分の舌を噛まぬよう、右親指を即そく席せきの口金マウスピースとしていた。あっという間に皮ひ膚ふが破れ、血が滲にじみ出してくる。下手をすれば指を噛み切られかねない状じよう況きようで、それでも少年は必死になって暴れ回る少女の身体を抱き締め続けた。

　やがて、くぐもった悲鳴が収まっていき、徐じよ々じよに少女の瞳に光が戻もどってくる。暴れまわっていた彼女の身体が、死体のようにぐったりと脱力する。少年はそんな少女を、変わらぬ強さで抱き締め続けた。

「……ありがとう、コウ。もう、大だい丈じよう夫ぶだから……」

　落ち着きを取り戻した少女は、そっと少年の指を自分の唇くちびるから引き抜ぬいて、放心気味に礼を呟つぶやいた。

「……また、怪け我がさせてしまったわね」

「別にいいさ。いつかみたいに首や肩かたを噛まれるよりは、ね」

　淡たん々たんと、『コウ』と呼ばれた少年──葛くず峰みね昂こうは言った。焦燥や痛覚に歪んでいた顔は、自分の部屋に居た時点と同じに戻っていた。彼の指からは血が滴したたっているのに、その表情は笑え顔がおのようにも泣き顔のようにも、怒おこっているようにも悲しんでいるようにも見えながら、実際にはどれとも似通っていない、何ともぼんやりとした表か情おだった。そしてそれは、少女が彼の指を再び口に運んでも変わらなかった。

「ぁん────」

　少年が『セイ』と呼んだ少女──葛峰聖せいは、自分が傷付けた少年の指を、優やさしく口に含んだ。時折小さくのどが動くのは、流れ出た血を飲み込んでいるからであろうか。

　互たがいに似通い整った容姿を持つ彼と彼女のその様は、倒とう錯さく的てきな美や背徳的な興奮とも無む縁えんに、完結した神聖さがあった。完かん璧ぺきに整えられた、儀ぎ式しき的てきな調和。変えようもない、完成された祭礼。

「──ねぇ、コウ」

　自分で傷付け自分で癒いやした“〝弟”〟の指を、真しん紅くに染まった唇から名な残ごり惜おしく引き抜くと、聖はその手に自分の手を重ねて己おのれの頬ほおへと運んだ。

　昂の手は少年にしては繊せん細さいな印象だったが、それでも聖の手と比べれば違ちがいは明らかだった。似ていても、似ているからこそ、その違いも明らかだった。聖はそんな昂の掌てのひらに頬ほお擦ずりし、無む邪じや気きそうに笑いながら話を続けた。

「“〝彼”〟が目を醒さましたみたいね？」

「……分かるかい？」

「ええ。伝わってきてるわ。あの黒くろ尽ずくめは気に入らないけど……ふふっ、確かに『興味深い』わね。予想外の展開だったけど、確かめるにはちょうどいいわ。あの忌いま々いましい女は、適当に遠ざけてやったし……楽しみね。本当に楽しみだわ」

「……そうだね」

“〝姉”〟の成すがままに身を任せ、昂はその表情に見合った、茫洋とした声で返事した。無気力とも投げ遣やりなのとも違う声。近い表現を探すなら、それは幼児の呟きに近いものかもしれない。言いたい事、伝えたい事が在り過ぎて、結局いずれの意味も意思も相そう克こくし均一化されてしまった、途切れ途切れのぼそぼそ声──

「──ねぇ、コウ」

　聖の目元に、再び流れた昂の血が滴って、頬へと赤い一筋を刻んだ。見ようによっては、それは彼女自身が流した涙なみだのようにも見えた。

「──して。何もかも吹ふき飛ぶくらいに……滅め茶ちや苦く茶ちやにして」

　少女に呼びかけられ、少年は微笑ほほえんだ。それは何処に出しても恥はずかしくないような、微笑みのための微笑みだった。
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　何かがずれている、うまく噛み合わない──そういった感覚は、僕にとってはごく日常的なものだった。

　誰かとごく普ふ通つうに談だん笑しようしている時、笑っている自分の内側には、笑っている自分を眺める自分がいた。その自分は至し極ごく冷静で、人の話に合わせて表情を変える僕の身体を、なんとも不可思議な思いで見み詰つめている。

“〝そこは笑う所なのか？”〟

　そんな感じだ。そして同時に、

“〝何な故ぜそんなに冷めているんだ？”〟

　との疑問も浮うかび上がる。

　一いつ致ちしない二つの自分──時々それは三人になったり四人になったりもした──を抱えた僕は、そんな風に自分の中に居い座すわる違い和わ感かん、不ふ一いつ致ちの正体を見み極きわめようとした。僕の内側で“〝自分”〟を仕切る、不可視の衝つい立たてを手て探さぐりしてきた。自分が噛み合わないことの違和感は、とてつもなく重大な欠けつ陥かんのように思えたのだ。少なくとも僕の周りの人々は、僕みたいな悩なやみを抱えているようには見えなかった。

　……結局、僕のこれらの悩みはなんとも単純明快で当たり前のものだったのだが、それはひとまず置いておく。

　そんな風にして自分の中の違和感には一家言のある（そんなに威い張ばれたことではない）僕が、周囲に対して違和感を覚えるというのは、新しん鮮せんである反面、不気味なものでもあった。



　　　※　※　※



　退院日は平日だったので、僕は一人で家に帰ることになった。着き替がえやらなんやらは父が前日に持ち帰ってくれたので、ほとんど着の身着のままだった。

　市民体育館くらい広いロビーには、予約や精算を待つ人々が、ペンギンの集団生息地みたいにひしめき合っていた。老ろう若にやく男なん女によ様々な人々が居たが、ほとんどの人が温かそうな格好で着き膨ぶくれていた。

　外に出ると、正面から吹いて来た寒風で、身体がぶるっと震ふるえて硬こう直ちよくした。小こ脇わきに折おり畳たたんだままだったウインドブレーカーに腕を通し、襟えりを立ててファスナーを首まで上げる。何気なく息いきを吐はくと、吐いた息が白く染まった。

　ロータリーでバスを待っていると、冷たいプラスティックのベンチに腰こし掛かけた僕の足元で、風に巻かれた枯かれ葉がかさかさと音を立てた。顔を上げれば、そこにあるのは業務用氷のようにぴんと張はり詰つめた高い空だった。横を見れば、制服を着た中学生くらいの女の子が、マフラーに顎あごを埋うめて目を閉じている。

　何ど処こを見ても、僕の周りは冬を示す記号であふれていた。

　バス、電車、バスと乗り継つぐ間、まるで幼よう稚ち園えん児のように窓に張り付いた。駅前や商店街には、仰ぎよう々ぎようしい赤と白の飾かざりがきらきらと耀かがやいていた。クリスマスチックなその飾りに「気がはやいなぁ」と苦く笑しようしたが、道路の電光掲けい示じ板ばんには「12月３日」の文字がくっきりと灯ともっていた。窓に映った僕の顔は、微び妙みように歪ゆがんでいた。

　ようやく──とは言ってもかなり快調な交通状況だったが──我わが家に辿たどり着いた時、その変わりの無さにほっとした。頬の筋肉を引き攣つらせる冷たく乾かわいた風や、眺ながめるだけで涙を誘さそう透すき通り過ぎた空が季節を主張しても、この家だけはきっちりと僕を待っていてくれたのだ、と。

「ただいまー」

　ドアを押おし開けて、幾いく分ぶん大きめの声で帰りを告げた。けれど最初に返ってきたのは「お帰りなさい」という言葉ではなく、甘あまく機き嫌げんのよい猫ねこの鳴き声だった。

「なぁ～お」

　廊ろう下かの突つき当たりから一目散に駆かけて来たのは、茶色い毛並みの、ちょっと小こ柄がらな猫だった。たたきに上げた僕の足に背中を擦こすって、しきりに僕の顔を見上げて鳴いた。

「……抱だいて欲ほしいのか？」

　戸と惑まどいながら抱き上げると、彼──もしくは彼女──は僕の手を舐なめ、目を細めて身体を丸めてしまった。いかにもリラックスしたように、僕の腕うでの中で身体を柔やわらかくする。

「彼なりにお礼が言いたいんだろう」

　見上げると、父が階段の半ばから僕を見下ろしていた。昨日から徹てつ夜やしたのか、不ふ揃ぞろいな無ぶ精しよう髭ひげに、金田一耕助みたいなぼさぼさ頭という姿だった。

「お礼？」

「お前が彼を抱かかえて動物病院まで走って行ったからね。命の恩人だと思っているのだろう」

「──ああ。じゃあ、これが良りよ雨うの言ってたスサノオか」

　父の説明で、ようやく合が点てんがいった。

　僕同様に大おお怪け我がをして、ずっと入院していた子猫を、良雨はしきりに話題にしていた。僕が帰ったらスサノオも喜ぶだろう、と。

　こうして実際に目にするまで、猫のことなんて忘れていた。実際いまも、僕の腕の中の猫が、この家で飼われているのだと、僕の家族だと実感がわかない。抱いたスサノオは、柔らかくて温かい。けれどその温かさは、どこか他人行ぎよう儀ぎなものだった。

「──珈琲コーヒーでも飲むか？　退院したばっかりで疲つかれたろう？」

「ああ、うん、まずは部屋に行くよ。いろいろと確かく認にんしたいから」

　気き遣づかうような言葉を聞きたくなくて、早口気味に言って父の横をすり抜ぬけて二階へ上がった。何かもの言いたげな視線を感じたが、きっと気のせいだ。

　自分の寝しん室しつに駆け込むように入って、腕の中のスサノオを連れてきた事を後こう悔かいした。しわひとつないベッドの上に下ろしてやると、彼はそれが不満だったらしく、すぐに床ゆかに飛び下りて足にまとわり付いた。

　溜息をひとつ吐つき、スサノオは擦り寄ってくるのにまかせることにした。歩きにくいが、彼自身は精せい一いつ杯ぱい甘えているだけなのだ……僕自身に覚えのない恩義に報むくいろうとして。

　ひとまず、部屋の中を見回してみた。机の上に、それなりに分厚い封ふう筒とうが置いてあった。手にとって中を見ると、数冊のノートが入っていた。一冊取り出して開くと、綺き麗れいで読みやすい字で、公式やらグラフやら数列やら、その説明が詳しよう細さいに書かれていた。ここ一ヶ月──僕が入院していた期間だけでなく、二学期が始まってからの授業内容の詳細だった。見慣れたその字を眺め、なんだか申し訳なく、悲しく思えてきた。このノートを作るのに、“〝彼女”〟はどれだけの苦労をしたのだろう。

　自分のノートと照らし合わせようと、机の横に置かれた鞄かばんを手に取った。家族は勝手に鞄に手をつけなかったようで、学生鞄の合成皮が、閉じたままの形で固くなっていた。中をごそごそと掻かき回していると、サイドポケットに奇き妙みような感覚があった。細長い、棒状の何かが入っているようだ。

　何だろうかと取り出して──目を見開いた。

　出てきたのは、一本のナイフだった。

　全長は二十センチほど。柄つかには黒いなめし革がわが巻かれ、鞘シースも同様に黒い革かわ製せいだった。年代を感じさせる強きよう靭じんな雰ふん囲い気きが、持っているだけで伝わってくる。

　僕は驚おどろいて立ち尽つくし、黒いナイフを凝ぎよう視しした。

　記き憶おくにない、身に覚えがないものだったからではない。むしろ見慣れていた。このナイフを使ったときの感触も、まだ生々しく手に残っている。

「…………」

　ぼすんっ、とベッドに倒たおれこむように腰掛けた。膝ひざの上に上ってきたスサノオが、丸くなって欠伸あくびをした。

　鞘さやのストッパーを外し、ナイフを引き抜く。綺麗な鏡面に、僕の顔がわずかに歪んで映り込む。いかなる汚よごれも曇くもりも、見み出いだすことは出来なかった。

　柄の握にぎりは、計ったかのように僕の掌てのひらに馴な染じんだ。意識とは無関係なレヴェルで、僕の手はナイフの感触に安心していた。ずっと触さわり慣れていたように。

「…………」

　馴染みの無いスサノオの身体の温かさと、見慣れていたナイフの冷たい耀かがやき。対比的なその触しよつ覚かくと視覚とが、出口を失った鼠ねずみみたいにおろおろと、僕の中で彷徨さまよった。



　退院して三日後。学校に復帰することになった。

　良雨と一いつ緒しよに家を出、すっかり記憶と様変わりした通学路を歩く。その過程ほどで、僕は自分が秋を飛び越こえたことを、否いや応おう無なく納なつ得とくし始めていた。

　骸がい骨こつの腕みたいなイチョウの木の枝や、兎うさぎの目みたいに真っ赤に染まった南天の実。そういった象しよう徴ちよう的てきな光景よりも、僕と同年代の学生が、マフラーを巻いたり手て袋ぶくろをしたりコートを羽織ったり……そういう記号的小道具が、冬という解コタエを僕に突きつけた。そして、そんな彼らの誰よりも厚着しているのは、他ほかならぬ僕なのだ。

「寒くない？」

　象牙色アイボリー・ホワイトのウインドブレーカーを羽織った良雨が、歯切れも悪く問い掛かけて来た。

「ああ……さすがにこれだけ着ていればな」

　学ランの下にはセーターを着て、家にあるので一番長いマフラーをぐるぐると首に巻いた。おかげで上半身がもそもそとして動きにくい。ちなみにこれらに追加してももひきまで用意されたが、男子高校生のささやかな意地で、断固として拒きよ絶ぜつした。

「……ねぇ、兄さん」

　呼び掛けの言葉よりは、良雨の微妙な声こわ音ねに振ふり向くと、彼女はなんとも複雑な表情をしていた。あえていうなら、その表情に一番多く含ふくまれている成分は……悲しみ、だろうか。

「……兄さん。ミオさんを恨うらんでる？」

「……恨むも何も……僕がミオを恨む理由なんて、ないよ」

　ほとほと疲れた声で僕は返事した。

　これまでで何に違和感を覚えたかと言ったら、僕とミオの関係だった。誰も彼も、まるで罅ひびの入ったグラスを扱あつかうようだ。遠巻きに眺めるか、指先でおそるおそる触ふれるのがぜいぜいといった具合なのだ。

「だいたい……ミオが僕を押して、僕が倒れて、そこに不注意な車が左折してきて──事故じゃないか。普通なら、僕が転んで皮を擦り剥むくくらいで終わっていた筈はずだろう？」

　僕が目を醒さまして数日後、僕を轢ひいたという人物が菓か子し折おりを持ってやって来て、へこへこと頭を下げてきた。腹や頭を気にしだした中年の男性で、頭を下げ慣れている雰囲気を持っていた。姿勢も言こと葉ば遣づかいも丁てい寧ねいだったが、なんだか謝あやまられている気がしなかった。それなりな会社の部長で、僕を撥はねたその日は徹夜明けで急いでいたのだと説明された。あまりに流りゆう暢ちように説明していたので、もしかしたら原げん稿こうを書いて暗記していたのかも知れない。『横断歩道の信号が赤に変わって、それで慌あわてて左折したところに君が倒れこんで来たのだ』と一気に喋しやべり終えて謝った後、

「しかしあれだね。君を車道に押した女の子は、あれは君の彼女かな？　案外、私の車が見えていたのかもね。いや、前方不注意だった私も悪かったんだけど、付き合う女性はちゃんと考えた方がいいよ？」

　被ひ害がい者しやが後こう遺い症しようもなくて示談で済み、病室に居たのも僕だけだったためか、余計な事までべらべらと喋ってくれた。彼が儀ぎ礼れい的てきな誤あやまり文句を繰くり返しながら病室を出て行った後、僕は渡わたされた菓子折りを、中身も確認せず部屋のゴミ箱に放ほうり込んだ。

「それは……うん。そうなんだけど……」

　良雨は呼吸以上、言葉以下のもごもごとした空気の塊かたまりを吐き出した後、結局何も言わずに押し黙だまった。

　僕も口を閉じ、歩く事に集中した。この遣やり取りも、入院中に何度も繰り返したことなのだ。

　良雨の中学と僕の高校への分かれ道に至ると、そこには一人の少女が待っていた。彼女は、仕し掛かけたばかりの案山子かかしみたいに、きっかりとした直立不動の姿勢を保っていた。

「……おはよう」

　僕らが近づいてゆくと、彼女はゆっくりと──本当にゆっくりと顔を上げた。

　病院で目覚めてから、およそ二週間ぶりに顔を合わせた西にし周あまねミオの顔は、あの時から輪をかけて憔しよう悴すいしたものになっていた。

　もともと白かった肌はだはさらに色抜けし、血の気がほとんど感じられない。唇くちびるも蒼あお白じろく、わずかにカサ付いていた。僕を見上げる切れ長の目は、僕の記憶よりもさらに細く絞しぼられていたが、それは疲ひ労ろうが彼女の瞼まぶたを重くしているからであるように感じられた。

　ありていに言って、まるで本物の幽ゆう霊れいみたいな有様だった。いや、もともと幽霊めいた、幽ゆう玄げんな美しさを持った少女なのだが、いまは儚はかなく脆もろい印象だけが目に付いた。

「……おはようございます、ミオさん」

「…………おはよう、良雨さん……」

　遠えん慮りよがちに挨あい拶さつをした良雨に、ミオは息いき継つぎのようにか細い返事をした。良雨はそんなミオを見て唇を噛かむと、僕の背中を無理やり押おして、ミオの真正面に立たせた。

「ミオさん。兄さんはこの通り、のほほんとして健康そのものです。昨日だって、ご飯をおかわりしてました。だからもう大だい丈じよう夫ぶです。何の問題もないです。無問題モーマンタイ。のーぷろぶれむ。オールオッケーです──兄さん」

　良雨は僕のいたるところを突いたり叩たたいたりしてミオに示した後、耳元でこそっと、

「──ミオさんを、助けてあげて」

　そう言って、自分の目的地へと駆け出した。後ろを振り返らぬ、逃にげるような全力疾しつ走そうだった。

「…………」

「………………」

　良雨が去った後、僕はミオになんと言って良いのか分からなかった。ミオも、それは同じようだった。

「……学校、行こうか」

　きわめて現実的で無個性な提案をすると、ミオは小さく頷うなずいた。

　並んで歩き出す。ミオは俯うつむいて僕の顔から目をそらし、自分からは何も話そうとはしなかった。

「……大丈夫？」と僕は訊きいた。もちろん、僕の目にもミオが大丈夫だなんて見えやしなかった。人に『大丈夫？』と訊く時は、すでに訊かれる人の大丈夫具合は底を尽きかけてる。

「……ええ」

　ようやく返ってきた彼女の声は、まったく大丈夫そうじゃなかった。

「……ミオ。僕は君を恨んでなんかいない。いつまでも気に病やまないでくれ」

「……それは、あなたの記憶がないからよ」

　ミオはちらっと僕を見、すぐに視線を正面に戻もどした。

「覚えていたなら──あなたは私を憎にくむわ」

「…………」

　何を言っても無む駄だだった。というより、ミオは最初から僕の話を聞く気なんてないようだった。『何も言ってくれるな』と、その横顔が無言で語っていた。その頑かたくなな彼女の顔は、時間が失われたというよりは、時計の針が逆回転してしまったような気分にさせた。

　学校に辿たどり着いた時、僕の違い和わ感かんは頂点に達した。自分の記憶では半月ぶり、現実に学校を休んだ期間は一ヶ月、記憶と現実のズレは三ヶ月……考えるだけで頭が痛くなる。

　登校する生徒の何割かが、僕の姿を悟さとって、ぶしつけな視線を投げてきた。

　僕もミオも、前だけを見て進んだ。下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえ、階段を駆かけ上がり、廊ろう下かを突つっ切きり、自分のクラスへと真まっ直すぐ向かう。好こう奇きの視線、同情の視線を置き去りにして行く。けれど自分のクラスに辿り着いた時、振り払はらおうとしたそれらを、僕は真正面から受け止めることになった。

　目。

　眼。

　瞳。

　眸。

　いくつもの視線が僕に注がれる。反射的に向けられたのだろう。どれもこれもが、つくりものの硝子ガラス玉みたいだった。少し遅おくれて思考が反映されると、ようやく教室内の目玉は各おの々おのに動き始めた。あるいはいまだ好奇に満ち、あるいは同情に翳かげらせ、あるいは疑問を帯び、あるいは何となく眺ながめていた。

　──いいかげんにしてくれ。

　周囲の大げさな反応に、さすがにうんざりしてきた。自おのずと隠かくし切れない溜ため息いきを吐はき出していた。

「──大丈夫ですか、カズヤ？」

　溜息を吐つき終えて顔を上げると、僕の知らない少女が声を掛けてきた。

　高校生らしからぬ、俗ぞくっぽく言えば金の掛かっていることを窺うかがわせる制服を着ていて、ごく一いつ般ぱん的てきな黒い制服の中にあって、やたらに目立っていた。けれどそれ以上に、かるく波打って背中を流れる亜あ麻ま色いろの髪かみや、明るい榛はしばみ色の瞳。稀き少しようなそれらの特とく徴ちように加え、とても整った容姿だった。会ったとしたら、そうそう忘れる事など出来ない少女だ。

「ええと……すみません。あなたは──」

「ああ、今学期の記き憶おくが思い出せないのでしたね。では────改めてはじめまして。わたしは葛くず峰みね聖せいと申します。葛ノ湯の葛に、山の峰々の峰、神聖の聖と書きます。二学期の初めに転校してきました。よろしくお願いします」

　少女は、そう名乗ってにっこりと笑った。気安い笑え顔がおだったが、やはり覚えのない名で、僕はかえって戸と惑まどってしまった。

「葛峰、さん？」

「聖、で結構です。前までのあなたにもそう言って、あの時のあなたもそう呼んでくれたのですから」

　申し訳なく思う僕に、彼女はそう言って訂てい正せいしたが、そんな言葉がやはり違和感となった。

　名前を呼び捨てにする女の子なんて、良雨とミオくらいのものだ。目の前の少女を「聖」と名前で呼ぶ自分が、まったく想像できない。僕と彼女は、名前で呼び合うくらい仲が良かったのだろうか。それともこの違和感は、葛峰聖そのものに感じているものだろうか。

　僕を眺める葛峰──聖は、相変わらずにこにこと笑っている。けれどその目は、まったく笑っていないように思えた。同情や好こう奇き心しんはなく、かといって愉ゆ悦えつや嗜し虐ぎやくからでもない、純じゆん粋すいな興味からくる観察者の眼。まるで自分が、檻おりに入れられた実験動物になったような気分になる。

「ねぇ、カズヤ。あなたは──」

　にじり寄ろうとした聖の前に、ミオが無言で立ちはだかった。

「ミオ？」

　僕からはミオの表情は見えないが、身体全体から緊きん張ちようした雰ふん囲い気きが伝わってくる。一いつ切さいの事象も事情も撥ね返すと云いわんばかりの彼女の後ろ姿に、僕は驚おどろいて声を掛かけたが、彼女は返事をせず、目の前の聖に向き合い続けた。

　邪じや魔まされた聖は、これと言って気分を害した様子もなかった。それどころか、そんなミオを、僕以上に興味深げに見み詰つめ、

「……ベルリンの壁かべね。それともジェリコの壁かしら？」

　と嘯うそぶいて、くるりと後ろを向いた。彼女の髪と制服とが、ふわりと舞まい踊おどる。

「ひとまず退散しますね。ラッパが鳴るのを楽しみに」

















　くすりと笑う横顔を向け、ケレン味あふれる謎なぞめいた言葉を残し、聖はいたって軽い足取りで僕らから遠ざかっていった。

　ラッパが鳴る？

　その意味を吟ぎん味みしようとした僕を、ミオがすごい力で引っ張った。華きや奢しやなミオには、考えられないような力だ。もう一度廊ろう下かに出て、人のいなさそうな柱の陰かげまで引き摺ずられた。

「ど、どうしたんだ、ミオ？」

「……彼女とは、もう話さないで」

「彼女……葛峰聖と？」

「ええ。あと、彼女の“〝きょうだい”〟の、二年生の葛峰昂こう。彼とも、決して会わないで」

「……何で？」

　理由を聞いても、ミオは伏ふし目めがちになって唇を噛むだけだった。その顔を見て、僕はそれ以上問えなくなってしまった。まるで、致ち命めい的てきな心臓の痛みを我が慢まんしているかのような顔だった。僕の袖そでを掴つかむ手も、いまだ石のように固く握にぎりこまれ、そして微かすかに震ふるえていた。

「……お願い」

　か細い、震えた声。聞き取るのがやっとだが、それだけに必死さが伝わってくる声。それだけ言ってしまうと、ミオは再び黙だまり込んだ。噛み締しめた唇は、今にも血を流しそうなほどだった。

「……分かった。理由は聞かない。葛峰聖とは話さない。彼女の兄妹きようだいの葛峰昂とも話さないし会わない……それで、良い？」

　了りよう承しようすると、ミオはゆるゆると息を吐き、小さな小さな声で「ごめんなさい」と言った。

　ミオのお願いに頷いたのを、僕は後こう悔かいした。僕が首を縦に振ふったことで、彼女は気が休まるどころか、余計にその表情を硬かたくしていた。その張はり詰つめた顔が、いつ圧力に耐たえかねて崩くずれてしまうのか、崩れた時にはどうなってしまうのか……そう考えると、僕は無理やりにでも彼女を問い詰めるべきだったのかも知れない。

　困こん惑わくと後悔で身を焦こがしていると、間延びした予よ鈴れいがスピーカーから響ひびいた。

「……行きましょう」

　僕の袖を放してミオが言った。僕もそれに付いて行く。彼女は二・三歩足を進めては、後ろを振り返って僕を確かく認にんした。

　彼女の度を過ぎたように見える罪悪感が、胸をざわつかせた。

　僕が記憶を失っていることが、彼女の罪悪感を強めてしまっているのだろうか？

　だとしたら、僕は早く記憶を取り戻すべきなのか？

　それとも…………
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　僕とミオは、ずっと一いつ緒しよにいた。比ひ喩ゆではなく、ほぼ言葉通りに。



　朝は一緒に登校した。彼女はわざわざ遠回りして、僕の家まで迎むかえに来た。一度新聞を取りにでたら、塀へいに寄り掛かっているのを見つけて、急いで家の中へ招き入れた。握った彼女の手は、芯しんまで冷え切って氷のようだった。



　学校では、授業はともかくとして、休み時間はいつも隣となり合っていた。本を隣り合って読むのは、一学期の間にもしていたことなので不思議ではない。周りから聞いたところでは十月も十一月も同様に過ごしていたらしいから、日常的な光景といえる。けれど、漂ひよう白はくされたような冬の日差しを受けて窓まど際ぎわで読書をしていても、ミオは全然読書を楽しんでいなかった。

　最初の数ページを、捲めくっては戻し、捲っては戻して、同じ場所を行ゆきつ戻りつしていた。そしてそんな往復の合間にある僕の顔を、何度も何度も確認していた。



　帰りの時も、学校から家までぴったりとくっ付いてきた。

　受けられなかった中間試験を補修として受けたときも、ずっと教室で待っていた。下校時間ぎりぎりまで掛かって、すでに真っ暗になった教室に鞄かばんを取りに戻ると、闇やみに溶とけ込みかけた人ひと影かげを見つけて悪お寒かんを感じてしまったほどだ。本も読まず、ただただじっと座すわっていたらしく、立ち上がった彼女の足の動きはぎこちなかった。



　病的とさえ言えそうな行動ばかりだった。

　僕はそんな彼女に、うっとうしいとか、煩わずらわしいとか、そんなことを思いもしなかった。そんな隙ひまもなかった。そんなことを思うよりも先に、ミオ自身の方が心配になった。

　まるで十じゆう字じ架かを背せ負おった咎とが人びとか、はたまた荒こう野やに放ほうり出された烙らく印いん者。そんな悲ひ愴そう感かんを纏まとって、彼女は自分自身を削けずっていた。傷付け続けていた。簡単に、息をするように自分を傷付けてしまえる部分だけは、僕の知るミオと、まったく同じだった。



　　　※　※　※



　僕とミオが登校する際の歩調は、自然とゆっくりなものになっていた。僕らと同じ制服の学生たちが、次々と僕らを追い抜ぬいてゆく。みんな寒さから無口になって足を動かしていたが、そんな彼らがお笑い芸人コメデイアンに思えるくらい、僕とミオを包つつむ空気は重く静かだった。

　横目に、ミオの姿を確認する。

　彼女は前を向いて歩いている。隈くまが浮うかんだ目は、眠ねむ気けとは無む縁えんに細められていた。道にある小石すら見み逃のがさないといった雰囲気だ。血の気の抜けた唇くちびるは引き結ばれ、細い眉まゆをきりきりと張り詰めている。

　僕からはミオの左側が見えるわけだが、一番気になったのは左ひだり腕うでだった。厚い長なが袖そでに隠されがちだが、それでも包帯が巻かれているようには見えない。

『今日も大だい丈じよう夫ぶだ』とほっとする反面、危あやうさも感じた。

　自傷というのは、自分を保つ為ために行うものだ。病やんだ状じよう況きように流されて歪ゆがみかけている自分を、それよりは幾いく分ぶんかマシな痛みで押おし留とどめようとする。その事を、僕は目の前の少女と付き合って識しることが出来た。

　だからこそ、新しい傷がないことに不安を覚えた。

　自傷を克こく服ふくしたなら何の問題もないが、そうでないのなら明らかに無理をしているのではないか？

　訝いぶかるものの、僕にはそれを正しく判別できない。判別できる記憶がないのだ。そう思うと、やはり自分の中の喪そう失しつが悔くやまれた。

「……なに？」

　前を向いていたミオが、僕の視線に気付いて顔を向けた。周囲を見回していた際の鋭するどい眼光は吹ふき飛んで、脅おびえるような光が瞳ひとみに宿っていた。

「……」

　問い掛けるべきかどうか迷った。たった一言、「なんでそんなに苦しんでいるの？」と。それだけの言葉に、僕は真しん剣けんに悩なやんだ。

　これ以上、ミオが苦しむ姿は見たくなかった。だから一刻も早く、彼女を苦しませているものの正体を確かめたいと思った。

「……その髪かみ留どめ」

「え？」

「考えてみたら、僕の記憶にあるものとは違ちがうな、と思って」

　短くも深く悩んだ挙句、僕は現状維い持じを選んだ。

　ミオには笑っていてほしい。ささやかで儚はかなくて、不器用だけど柔やわらかな微笑ほほえみを見たいと願う。けれど下手に質問しても、彼女は口を閉ざして黙り込むだけだろう。逆にそのせいで、もっと自分を責めるかも知れない。だからこそいまは、何てことない質問をするしかなかった。

「……似合わない、でしょう？」

　ミオは薄うすく笑った。けれどその笑いは、僕が見たいと思った笑え顔がおじゃなくて、嘲あざけりに満ちた自らへの憫びん笑しようだった。

「いいえ、お似合いなのかもね。こんな私には、こういう不ふ吉きつな花がぴったりなのよ」

　露ろ悪あく的に指し示した彼女の髪留めは、赤い花──彼岸華リコリスをあしらった物だった。

　紋もん章しようか家紋みたいに平面でも分かるよう再構成アレンジされ、真しん紅くの花弁が放射状に広がっている。金属細工の細長い雌めしべが、さらに赤い花を包むように飾かざられていた。

　赤い花の髪かみ飾かざりが彼女の横髪に飾られる様は、夜に浮かぶ朱あかい灯ともし火びのようだった。

「……うん、似合ってるよ。彼ひ岸がん華ばなはやさしい花だから、君にぴったりだと思うよ」

　僕がそう言うと、ミオは自じ嘲ちように細めていた目を見開いた。本当に驚いたみたいで、退院してからこちら、一番飾っていない素すの顔が現れていた。

「……彼岸華は、とってもやさしい花だと思う」

　続く言葉は、自然と出てきた。

「彼岸に咲さくから縁えん起ぎが悪いって言うけど、わざわざその時期に咲くのは、還かえって来るヒトたちを迎えるためじゃないのかな？　だとしたら不吉じゃなくて、慈じ愛あいの花なんだよ。それに──」

　するっと流れる言葉の列に、違い和わ感かんはなかった。むしろ心ここ地ち良よかった。どこかで、同じような台詞せりふを聞いた気がした。どこで聞いたのかは、思い出せないのだけれども。

「それに僕は、彼岸華が好きだよ。とても綺き麗れいな花だと思う。その髪留めも、君に似合ってる。とても綺麗だ、と思うよ」

「…………」

　ミオは口を閉ざして立ち尽つくした。

「ミオ──」

　どうしたんだと問い掛かけようとしたが、言葉は続かなかった。

　ミオの目から、涙なみだが流れた。

　ぽろっ、と一粒つぶ流れたら、あとはもう留まる事を知らなかった。

「何か、僕は──」

「ちがう、の……私はっ…………カズヤは、なんにもっ……だから…………」

　ミオは手の甲こうで涙を拭ぬぐうのだが、涙は次から次へと溢あふれてくる。身体も声も震ふるえて、息苦しそうにしゃくりあげていた。

　急に泣き始めたので、僕はおろおろとしてしまった。周りに人影はなかったが、人目がなくても悪い事をしたように思えてくる。ひとまずハンカチを取り出して渡わたそうとすると、ミオは僕の腕うでを横に避よけ、縋すがるようにして僕の胸に顔を押し付けた。

「あ──」

「ごめんっな、さい……少しだけで……少し、だけっ……ッ、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいっ……ごめんなさい……」

　謝あやまりながら、ミオは泣き続けた。涙のせいで呼吸も苦しいだろうに、謝罪の言葉をいつまでも続ける。

「…………」

　ミオの言う「ごめんなさい」は、謝罪というよりは糾きゆう弾だんの言葉に聞こえた。「全すべて自分が悪いのだ」と、自分に言い聞かせているかの様だ。

「ミオ……」

　泣かないでくれ、と思った。

　謝らないでくれ、と願った。

　けど、どうすれば彼女の涙を止めることが出来るのか、混乱しきった僕には見当もつかなかった。せいぜい、彼女を安心させるよう、背中に手を置いてあげるくらいだった。

　冷ややかな日差しの下、ミオは熱い涙を流し続け、いつまでもいつまでも謝り続けていた。



　　　３



「そりゃ、あれだろ。やっぱ、髪留めを褒ほめられたからだろうなぁ」

「大切な物なのか？」

「大切な物だろうさ。大切な人からのプレゼントだからな」

「大切な人？」

「お前だ、お前」

　呆あきれた溜ため息いきとともに胸を小こ突づかれ、僕はすこし咳せき込んでしまった。

「ごほっ……覚えてない」

「ホントか？　ホントに覚えて──ないんだろうなぁ、やっぱ」

　長年の悪友でもある高たか見み明あきらは、見てる方が寒くなるようなむき出しの腕と足を組み、厳いかつい顔をさらに歪めて嘆たん息そくした。

「マイペースなのは相変わらずだし、授業にもなんとか付いて来てるから実感薄いんだよな」

「ミオのおかげだよ。かなり作り込んだノートを貸してくれたから」

「……ふぅん」

　ひとまず同意を示す為の呟つぶやきだった。

　運動場とテニス場を仕切る金かな網あみのフェンスに背中を預けるのは、今のところ僕と明だけだ。クラス男子の半分は、合同授業のクラス男子の半分とサッカーの試合中で、休きゆう憩けい中の生徒は日当たりの良い水飲み場の近くで固まっていた。

　感情の抜けた眼めで僕をじっと見ていた明は、ゆっくりと視線を運動場の方へと移動した。色落ちしたボールが蹴けられては飛んでいくのを追っている様にも見えるが、目を向けているだけで視みてはいなかった。

　僕も何となく、見るともなしに運動場の中心に目を向けた。どちらかといえばインドア派で、ぜい肉も筋肉も落ちた僕からすれば、激しい運動を見ているだけでも息切れしそうな気分だったが、眺ながめるべきものも他ほかに見当たらなかった。

「……忘れたかったのかも、な」

　ひゅぅうう、と北風が吹き、僕はジャージの襟えりを立てて首を引っ込めた。そのせいで、明の呟き声をうまく聞き取ることが出来なかった。

「なんて言った？」

「んん？　単なる愚ぐ痴ちだ。気にしなくてもいい」

　ひらひらと手を振ふって誤ご魔ま化かす明だが、僕が彼の顔を見み詰つめ続けると、明はバツが悪そうに頬ほおを掻かいた。

「まぁ、あれだ。お前、西周を恨うらんでるか？」

「またそれか。良雨にも聞かれた。覚えがないんだから、恨むも何もない。むしろ僕は、僕のせいでミオが苦しんでるんじゃないかと心配なんだ」

「その勘かんはほぼ当たってるな。お前が入院してる間の西周は……尋じん常じようじゃなかった。クラスで孤こ立りつするようなら力になってやろうと思ってたが……」

「やっぱり、嫌いやな噂うわさが流れたのか？」

「いんや？　多少は後ろ指を指さされたが、西周があんまりにも切せつ羽ぱ詰つまった顔してたから、逆に慰なぐさめられたぐらいだ」

　明はそう言って肩かたをすぼめた。大げさな言葉選びの割りには、会計報告でもするような事務的な口調だった。

「ひどいもんだった」と明は言った。そして、はじめて寒そうに二の腕を手の平でこすった。「すごかった。自分を追い込むために学校に来てた感じだ。陰かげ口ぐちを叩たたかれたし、面おも白しろがるような視線を投なげ掛けられたが、根こそぎ活力を奪うばわれた様子と、それでも『殺してくれ』と言わんばかりの縋るような眼で、すぐに悪口やら何やらはおさまった。そりゃそうだ。即行その場で頚けい動どう脈みやく掻っ切りそうなヤツを追い詰つめるわけにもいかないだろうさ。俺が情報操作するまでもなかった。現代高校生のなけなしの良心を確かく認にんできたわけだが、まったく喜べなかったね」

　まるで明自身が普ふ通つうの現代高校生じゃないみたいな言い草だが──事実その通りなのでとくに言うことなく黙だまっておいた。

「一番初めに逆戻りＵターン。いや、真っ逆さまに飛び墜ちたフオール・ダウンって言う方が正しいか？　とにかく最悪だった」

　──悪いのは全部、私じゃない……

　病院でのミオの、からからに渇かわいた呟きを思い出した。

　──ごめんなさい、ごめんなさい……

　今朝のミオの、涙まじりの謝罪が木こ霊だました。

「……僕のせい、なのかな。やっぱり」

「そう思うんなら、お前が西周を助けてやれ」

「良雨いもうとにも、同じこと言われた」

「良雨ちゃんも、責任感じているんだろさ。お前が事故ったって知ったとき、彼女、西周にすごい剣けん幕まくだったからな」

　その表現も、かなり控ひかえめなのだろうな、と思った。良雨のミオに対する態度は、励はげまそうというよりは申し訳なさそうな感じだった。きっと言葉に出してはいけないような事まで言ってしまったのだろう。そしてその事を、ひどく後こう悔かいしている。

「……こんな時にみさき先せん輩ぱいが居てくれたら助かったんだけどな」

「沙さ姫きの部べ先輩？」

「忘れたのか──って忘れてたんだったな。西周、先輩に憧あこがれて頼たよりにしてたからな。夏に、お前と西周と俺とみさき先輩──あと杉すぎ野のも居たっけな──で海行って、それ以来ちょくちょく会ってた……色々と相談もしてたみたいだ、ぜ？」

　沙姫部みさき先輩。女の子なのに兄貴分みたいなその人を、これまで思い出しもしなかったのが不思議だった。先輩には、あの日にもお世話になっている。お礼をするとも言ったのだ。もっとも、お礼をするべき先輩の誕生日は、とっくに過ぎてしまっているのだけど。

「……行方ゆくえ知れずなのか？」

「ああ。何ど処こ行ったんだろな。一ヶ月くらい前から、急に居なくなっちまった」

　明が心細そうにぼやいた。

　そうこうしていると、五限の終わりを告げるチャイムが鳴った。当番だからと片づけに向かう明と別れ、ぶらぶらと校舎へと戻もどった。昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえていると、体育館へ続く渡り廊ろう下かから女子の集団が戻ってくるのにかち合った。

　ほとんど無意識にミオの姿を捜さがしていると、同じクラスの女子が、きょろきょろとする僕に話し掛けてきた。

「相あい坂さかくん。西周さんなら居ないよ」

　保健委員をしているそのクラスメイトはそう言うと、ちょっと言い難にくそうな感じでおずおずと、

「授業中に倒たおれたの。わたしが保健室に付き添そった。ぐったりとして、ほとんど意識がなかったわ」

　と続けた。



　息を整えながら保健室の扉とびらを開くと、年配の養護教諭の先生がびっくりした顔で僕を見た。

「……危き篤とく患かん者じやに駆かけ付ける身内だって、そんなに蒼あおい顔しないわよ？」

「西周さんはどこですか？」

　僕を落ち着かせようといった冗じよう談だんなのかもしれないが、あいにく冗談に冗談で返す余よ裕ゆうが僕にはなかった。

　先生は苦く笑しよう混じりに、カーテンの掛かかったベッドを指差した。

　カーテンを開けると、そこには蒼白い顔をしたミオが目を閉じて眠ねむっていた。顔色こそ悪いが、呼吸はおおむね安定していた。

「過労と栄養不足、それによる貧血ね。ちゃんとご飯を食べていないのじゃないかしらね。本当なら、点てん滴てきのひとつでも打ちたいところなのだけど」

　先生は毛布の掛かっていないミオの左ひだり腕うで──傷きず痕あとの浮うき上がった手首の内側に指を当てて脈みやく拍はくを測り、手にしたクリップボードへなにやら思案げに書き込んでいった。

　僕は、ミオの左腕から目が離はなせなかった。もともと痩やせ気ぎ味みで、どちらかといえば華きや奢しやなミオだが、いまの彼女の腕は、僕の見知ったものよりもさらに細い。肉が落ちるというのは、本当はこういう事を言うのだ。僕も入院中に自分の腕が細くなっているのに驚おどろいたが、ミオの場合には大げさでもなんでもなく、本当に折れそうだった。贅ぜい肉にくも筋肉も痩せ落ちて、自分の重さにさえ耐たえられるかどうか。

　長い髪かみやマフラーで隠かくされがちだった首元も、今の僕の腕うででも簡単に手た折おれそうだった。目に見えない部分も、これだけ見れば簡単に想像が付く。こんな彼女がいままで動いていたのが、途と轍てつもない奇き跡せきに思えてくる。

「摂せつ食しよく障害──拒きよ食しよく症しよう気味なのかも知れないわね。もともと、そういう傾けい向こうがあるのだし……」

　呆ぼう然ぜんとする僕の横で養護教諭が説明気味に言う。きっと、彼女の左腕に目をやっているのだろう。

「心配なのはわかるけど、ひとまず君は教室に戻って着き替がえてきなさい。彼女はどこにも消えたりしないから」

　養護教諭がそう言って僕を保健室から押おし出し、自分も廊下に出て職員室へと向かって行った。ミオの家へでも、連れん絡らくしに行ったのだろう。

　保健室の扉を数秒ほど見詰め、頭を振ってその場を後にした。けど、ミオの姿は頭から離れず、後ろ髪を引かれる感覚もしっかりと張り付いていた。

　誰もいなくなった更こう衣い室しつで着替え、教室に戻った。すぐに担任がやって来る。こんな時に限って、担任はろくでもない話題をだらだらと長ったらしい喋しやべり方で続けた。

　だんだんと焦しよう燥そうが湧わき上がって来る。あんな状態のミオを置き去りにしてきたのが、とんでもない間ま違ちがいに思えてきた。明が言っていたことの意味を肌はだで感じられた。

　僕は甘あまく見ていた。予想していたよりも、もっともっと事態は深刻だったのだ。

　日直が帰りの挨あい拶さつをすました瞬しゆん間かん、椅い子すを蹴け飛とばす勢いで廊下に出た。

　いますぐ、彼女に問い質たださなければならなかった。ミオが自分を追い込むその理由を──

「──理由を教えてあげましょうか？」

　背中から忍しのび寄ってきたその言葉に、僕は反射的に足を停とめて振り向いた。

　葛峰聖が、立っていた。

「いったい何が、西周ミオを苦しめているのか。あなたが喪なくしてしまった大事なものは何か。全部教えてあげましょうか？」

　にっこりと笑って聖は言う。

「…………」

　彼女の笑え顔がおを見て、正面から向き合って、僕はミオが彼女に関かかわるなと言った理由が分かった気がした。

　明るく笑うその顔の中で、瞳ひとみだけが温度を失っていた。それこそカメラのレンズの、磨みがき込まれた硝子ガラスの塊かたまりみたいだ。綺き麗れいだし透すき通っているが、人に備わるには異質すぎる。それはただただ、光を透とう過かするだけなのだ。

　──とてもよく、見知った瞳だった。

「……残念だけど、関わっている暇ひまはないんだ」

　気にはなったが、今はもっと気になることがあった。再び前を向き、保健室へ走ろうとした──が、それはあっさり撤てつ回かいされた。



「──B.R.A.I.N.complex」



　魔ま法ほうの呪じゆ文もんのように。

　だんだんと騒さわがしくなってきた放課後の廊下に、その単語は白々しいくらい重々しく、禍まが々まがしく僕の耳に届いた。

「西周さんの許もとに行くのは、待った方が良いと思いますよ。だって彼女を苦しめている理由が“〝相坂カズヤあなたその存も在の”〟だったら、事態はもっと悪化しますからね」

　僕は何も言えなかったし、一歩も動けなくなっていた。ゆったりと優ゆう雅がな足取りで近づいてくる聖から眼めが離せないのもあったし、彼女の言葉は、まさしく僕が心配していた事そのものだった。

「理由、聞きたいですか」

　確認するように、葛峰聖が繰くり返した。



　　　Inter Cut



　暗い々い森の闇やみ。

　四方八方に広がった樹木の枝し指しが空を覆おおい、濃のう密みつな生命の闇が漂ただよっている。木々が吐はき出して己おのれの腕かいなに留め置く、生なま温ぬるい暗くら闇やみだった。仄ほのかに差し込む塵ちりまじり月光は、闇に比べてあまりに冷たく、あまりに無機めいていた。

「────はぁ、はっ──はぁっ……」

　螺ね旋じ曲まがった木立の合間を、彼女は息を切らして走っていた。長い黒くろ髪かみを激しく揺ゆらし、前へ前へとひた走る。

　彼女の先には、ぼんやりと浮かび上がる少年の後ろ姿。標準的な学生服を着た少年は、なんら急いでいるようには見えない。ごく普通に歩いているだけだ。けれども彼女と少年の距きよ離りは、遠ざかってゆくばかりだった。

「──待って！」

　ぼんやりと見える少年の背に、彼女はあらん限りに手を伸のばす。必死に叫さけび、追い縋すがる。

　──────ぎしっ──────

　急激に足が止まる。つんのめることも出来ずに、彼女自身の慣性によって左腕が引っ張られる。思わず膝ひざを地に着け、右手で身体を支える。そうしてる間にも、少年の背はどんどんと遠ざかって行ゆく。

　彼女は、自分の左腕を拘こう束そくしているものを確かめようとした。己の腕を見下ろしたとき、切せつ羽ぱ詰つまった彼女の顔に、ようやく変化が訪おとずれた。

　驚きよう愕がく。そして恐きよう怖ふ。

　彼女の左腕を拘束していたのは、幾いく本ほん、幾いく重えもの糸だった。暗闇の中、糸は硬こう質しつにきりきりと光り、固く縒よられている事を暗示する。

　端はしが何処なのかは判然としない。糸は深い木立の奥おく、闇の深しん奥おうから伸びていた。ただし、いま一方の端は、はっきりと彼女の眼にも映った。

　糸は、彼女の傷口に喰くい込んでいた。左腕から流れる彼女の血で、糸は赤く染まっている。あまりにも固く、分け難く結び付き、傷と糸は区別がつかなかった。

「あ、ああ……」

　彼女の左腕に刻まれた傷は、ひとつ残らず口を開き、糸を伝わって血が滴したたり落ちる。それは或あるいは、糸そのものが血で形造られたかのようですらあった。

　唐とう突とつに、糸が震ふるえる。

「ああっ！」

　切られるような──彼女にとっては馴な染じみの深い──痛みが、左腕から侵しん蝕しよくしてくる。彼女は噛かみ殺した悲鳴をあげ、痛覚を遮しや断だんするように左ひだり肩かたを強く握にぎり締しめた。

　──ソレガ、求メテイタモノジャナカッタノ？

　張はり詰つめた糸ワイヤーが震えるのに似た、心臓の筋すじを直接爪つめで弾はじかれるような危あやうい響ひびき。それすらも傷を苛さいなむのか、彼女は身を震わせながら何とか片目を開いて後ろを振ふり返る。

　──痛ミコソヲ、求メテキタノジャナカッタノ？

　……ずる……

　鋭するどい爪の切っ先を思わせる声とともに、糸を伸ばし絡からめ捕とる闇の隙すき間まから、ずるずると生々しい何かを引き摺ずる音が聞こえてくる。

　やがて闇の暗幕カーテンからまろび出てきたのは、面おも影かげにあどけなさを残した、中学生ほどの少女だった。小作りで細ほそ面おもての顔は柔やわらかそうな輪りん郭かくを描えがき、思わず突つついてしまいたくなる。しかし、それら可か憐れんな容姿とは裏腹に、セミショートの黒髪の隙間から覗のぞく切れ長の眼めは、スーパーに並ぶ魚の目みたいに生気が感じられなかった。あたかも精せい巧こう無比な人形に、目玉だけは生命の残ざん骸がいを押し込んだ印象だ。

　少女を認めた彼女は、身を退いて少女から遠ざかろうとした。が、彼女の左腕は傷と癒ゆ着ちやくした糸で雁がん字じ搦がらめに固定されている。蜘く蛛もの巣に囚とらわれた蝶ちようのように、わずかな身み動じろぎしか許されなかった。

　──痛ミガ、救イダッタノジャナイノ？

　少女が、いま一歩足を進める。塵まじりの淡あわい光が、紺こんのブレザーをうっすらと浮かび上がらせる。滑なめらかな動きで右みぎ腕うでが持ち上げられた。白い指先が、ぴんと張られた糸を、その動きの滑らかさとは正反対の無造作な手付きで爪つま弾びいた。

「っ──────！」

　恐おそるべき浸しん透とう性を持った、骨の髄ずいに錐きりを捩ねじ込まれるような痛みが四し肢しを駆け巡めぐる。身体を丸めて堪たえる余裕はなく、彼女は背筋を弓ゆみ形なりに反らして、声ならぬ悲鳴を上げた。それは声を上げて痛みを紛まぎらわすことも敵かなわぬ、痛覚に振しん動どうする神経の軋きしみそのものだった。

　──ソレガ、男ニ絆ほだサレテソンナ有様。情ケナイッタラナイワネ？

　ずり……ずりゃ……ずちゃ……

　少女の歩みとともに、水すい棲せい爬は虫ちゆう類るいが這はいずるような生々しい音が漂ってくる。少女が何かを引き摺っているのだろうか？　けれどもその何かは、闇に紛れて確かく認にんできなかった。

「……私、は──」

　──救われたから、救いたいのよね？

　彼女が顔を上げると、すぐ側かたわらに、また別の少女が立っていた。こちらは高校生ほどだろうか。すらりと背が高く、身に纏まとった余よ所そ行ゆきの服装から、女性らしい体格スタイルが窺うかがえる。黒い長ちよう髪はつが、さやさやと微び風ふうに揺れていた。月光を遮さえぎるように彼女を見下ろしている為ため、その顔形はうまく判別できない。

　けれど、彼女には必要なかった。確認するまでもなく、少女の容姿は判わかっていた。

　──うれしかった。切なかった。温かかった。だから、彼の傷も引き受けたいのよね？

　少女の手が持ち上げられ、彼女の頬ほおに添そえられた。濡ぬれた感かん触しよくを、彼女は感じた。

　よくよく見れば少女の右の脇わき腹ばらからは、夥おびただしい血が流れ出していた。下半身が朱あかに染まっている。

　──卑ひ怯きようなナ女おんな。

　声が二重ステレオに響く。

　彼女のすぐ背後に、幼い少女が影かげ法ぼう師しのように寄り添っているのだ。耳元に掛かかる冷たく濡れた風が、彼女にそれを知らせた。

　──痛いたみミをヲ引ひきキ受うけケたタくクらラいイでデ、赦ゆるさサれレるルとト思おもっツてテいイるルのノ？

　耳を塞ふさぐことも目を閉じることも出来ず、彼女はその糾きゆう弾だんを受け止めることしか出来なかった。たとえ五感を閉ざすことが出来たとしても、左ひだり腕うでに刻まれた糸の震えが、それを赦ゆるしはしなかったろう。

　──赦ゆるさサれレるルはハずズはハなナいイ。何な故ぜなナらラ、“〝貴女わたしそソのノ存も在の”〟がガ罪つみなナのノだダかカらラ。

　ひたり、と。

　彼女の頬に手が添えられる。二人の少女の左手。ひとつは傍かたわらから、いまひとつは後ろから。片方は冷ややかで、さらにもう片方は火傷やけどするくらいに凍こごえていた。

　──そソしシてテ罰ばつはハ、ほホらラ。すスぐグ其そ処こにニあアるル……

　二つの手が、ゆっくりと彼女の顔を正面に、彼女がいままで走っていた方角へと向き直らせる。

　彼女の目の前のすぐ其そ処こに、一人の少年が立っていた。ぞわぞわと蠢うごめく闇を押おし退のける無機質な月光に照らされ、少年はじっと立ち尽つくして彼女を見下ろしていた。

　彼女の喉のどが「ひっ」と引き付けを起こしたように震えた。

　少年は──全身を血で赤く染めた少年が、身を屈かがめて彼女に顔を近づけた。血ち化げ粧しようをした顔の中、眼がん窩かも口こう腔こうも、ぽっかりとした穴が口を開けている。その小さくも深い穴からは、血と闇とがごぼごぼと音を立てて湧わき出していた。

　────満足かい？　ご同類が出来て……？

　悲鳴。

　すべてを遮らんとする絶ぜつ叫きようは、森の闇に吸い取られて消えていった。



　　　※　※　※



「！」

　彼女──西周ミオは、目を開くと同時に毛布を振り払はらって飛び起きた。すぐに周囲を見回し、自分が学校の保健室に寝ねている事を認にん識しきした。その次に彼女がしたことは、自分の身を確かめることでも、養護教諭の先生を呼ぶ事でもなく、時計を探して現在の時間を確認する事だった。

　見回した限りに時計がないと分かると、カーテンを開けてベッドから抜ぬけ出た。事務机の上に、オレンジ色のくまが描かれた置時計があって、時間は五時限目の終しゆう了りよう五分後を示していた。

　気絶するように眠ねむっていたミオには知りようもなかったが、彼女が目覚めたのは相坂カズヤがこの部屋から出てゆくのとほとんど入れ違ちがいだった。あとほんの一分早く覚かく醒せいしていれば、彼女はカズヤと会えていた筈はずだった。

　ミオは時計を確認すると、顔を青くして保健室を飛び出した。ベッドに寝かせる際にジャージの上着を脱ぬがされていたのだが、そんなことに何の頓とん着ちやくも見せなかった。

　廊ろう下かを走り、階段を駆かけ上がろうとして、早くも中二階の踊おどり場で、ミオはふらふらと足を縺もつれさせた。手すりを掴つかんで転てん倒とうは免まぬがれるが、すでに全力疾しつ走そうのあとみたいな息いき遣づかいだった。

「……っ」

　何とか立ち上がろうとしゃがみ込む身体に活を入れるのだが、反応はかなり鈍にぶい。神経は強こわ張ばったゴムみたいだし、筋肉は水を吸ったダンボールのようだ。

　当然といえば当然で、いまの彼女はほとんど活力が枯こ渇かつしていた。痩やせ細った身体が、贅ぜい肉にくを絞しぼり尽くして、筋肉を分解して生理機能を補っている証あかしだった。食事を摂とっていないのだから、そうなるのも当然だった。

　もっとも──ミオの場合、食事を口にしていないワケではない。より正確には、食事をしても吐はいてしまうのだった。駄だ目めだと思っていても、我が慢まんできるのは食べている時だけ。食べたその後は、すぐにトイレに駆け込んで胃の内容物を吐き出さずにいられなかった。気持ち悪かろうと喉が焼けようと、自分の意思ではどうにもならなかった。

　学校で四六時中顔を合わせながら、カズヤがミオの身体の本当の深刻さに気付かなかったのはその為だった。一見すれば、西周ミオは普ふ通つうに食事をし、身体に何ら新しい切り傷がないことで、ひとまずは安全だろうと思われた。

　しかし実際には、自分の意思とはどうしようもなく自分の身が傷付いてゆくという、その典型例なのだった。身体を痛め付ける方法など、いくらでもあるのだ。

　付け加えれば、彼女は睡すい眠みん障害も患わずらっていた。眠りへの導入そのものはスムーズでも、悪夢ですぐに眼めが覚める。またすぐ寝る。またすぐ起きる。カズヤが彼女の目の前で事故に遭あってから、ひたすらその繰くり返しだった。この一週間は特に悪化し、一いつ睡すいも出来ない夜が続いていた。眠れたとしても、待っているのはより緻ち密みつに、鮮せん烈れつになった夢だった。

「…………最悪ね、私は……」

　ミオは暗く平へい坦たんな声で嘆たんじ、胸むな元もとを握り締めた。それは痛みや苦しみを堪えるというよりは、心臓を抉えぐり出そうとしているような力の入れ方だった。

「──っ」

　唇くちびるを噛み締め、漏もれ出そうになる嗚お咽えつを無理やり飲み込んだ。眦まなじりを鋭くし、泣こうとする自分自身を戒いましめる。自分にはもう、泣く権利もないのだと言う様に。

「……っうう……」

　己おのれの身体を無理やり操あやつって、再び駆け出そうと顔を上げると、階段の途と中ちゆうで、彼女を見下ろす人ひと影かげがあった。

「……健けな気げ、ですね？」

　どこか現実離ばなれした雰ふん囲い気きのその少年──葛峰昂が、青あお息いき吐と息いきのミオを見下ろして、言った。

「そこまでして、彼を守りたいですか？　彼に知られたくないですか？　そんな事をしても、無む駄だでしょうに。そこまでするのは立派だとは思いますが──ご立派過ぎます。貴女あなたは自じ嘲ちようしているのかも知れないですが、道どう化けにしても笑えませんよ？」

「……退いて」

「退くも何も、貴方はこの階段すら上れなさそうじゃないですか。中二階メザニーンで崩くずれ落ちそうになっている。舞ぶ台たいに上がる以前の問題でしょう」

「……」

　青い唇を噛み締め、ミオは何も言い返せないでいた。剥むき出しの二の腕うでや太ももが震えているのは、寒さのせいばかりではあるまい。

「点てん滴てきでも受けた方が良さそうですね。その後で、じっくりと話し合いたいものです」

「……点滴なんて要いらない。そんなものを受ける時間はないわ。あなたと関かかわってる暇ひまもない」

「僕にはあるんです、西周ミオさん。僕には、貴女に聞きたいことが」

　昂が、階段を一段下がった。どこか間の抜けた上うわ履ばきの靴くつ音おとが、ミオの耳に痛いほど強調されて届いた。

「最初、僕の興味は貴女よりも相坂カズヤの方が強かった。けれど──一ヶ月前の事故で状じよう況きようは変わりました。いま、僕は貴女にとても興味がある。とても、とても……ね」

　ぱたぱた、と気の抜けるような足音。けれどそれは間ま違ちがいようのない不ふ吉きつの足音だった。少年の瞳ひとみがそれを告げている。けれどミオはその場から、不規則な呼吸で身を支えるだけで、一歩も動く事ができなかった。

「そう、聞きたいと思っていたんです。自分の意思で、大切な人の命を左右するのはどんな気持ちか、と」

「！」

　きゅっ、とミオの瞳どう孔こうが絞り込まれる。噛かみ締しめられていた唇が戦慄おののき、小さく首を横に振ふる。「やめて」と言わんとするように。

　昂は、寒さに震ふるえる雛ひな鳥どりのようなミオから、一ミリも顔を外さない。瞳も逸そらさない。ミオの反応を余さず飲み込もうと、ミオの姿を映し出している。

「どうでしたか？　彼の胸を押したときの重さは。貴女の腕の中で血を絞り出してゆく身体の軽さは。どうでしたか？　彼が記き憶おくをなくして──」

「やめて！」

　続く言葉は、それまでのミオからは考えられない大きさの声で遮られた。同時に響ひびくＨＲ終了のチャイムに負けないほどの大きさだった。

　しばしの静せい寂じやくの後、遠くからざわざわとした喧けん騒そうが漂ただよい始めた。放課後になったのだ。

「……いえ、何でも答える。どんな事でも応こたえる。だから、彼には何も……」

「……大事なんですね。自分のことより、彼のことが何よりも」

　ほんの数すう瞬しゆん、昂の瞳が揺ゆらめいた。本当にわずかな揺らめきで、ミオが確認する事もできなかったが、それは──

「──けど、遅おそかったようです。僕の姉は、今でも彼にご執しゆう心しんのようですから」

　無表情なまま皮肉った台詞せりふを吐いて肩かたをすくめる昂を見て、ミオは最初こそ困こん惑わくしたものの、その言葉の意味を悟さとって、顔から文字通り血の気が抜けていった。

　力の入らなかった身体を遮しや二に無む二に動かして、ミオは昂を押し退けて、階段を死に物狂ぐるいで駆け上がって行った。



「……これで良いのかい？」

　階段踊り場の床ゆか、というよりは虚こ空くうを見み詰つめて、葛峰昂が呟つぶやいた。独り言というには、感情のこもった言葉だった。

「……うん。そうか。そっちはうまくいったんだね。時間稼かせぎした甲か斐いがある。待ち受けていて正解だった」

　小さく頷うなずいて再び虚空に呼び掛かける昂。誰かと通信でも行っているのだろうか？　けれど勿もち論ろんながら彼は携けい帯たい電話を持っていないし、小型の通信機らしきものを身に着けているようにも見えなかった。

「うん。それじゃあ、ね…………それにしても」

　上階へ続く階段に目を向けたとき、彼の言葉は独り言特有の曖あい昧まいさを含ふくんでいた。何者かとの会話は終わったらしい。

「やはり、似ているよ、君と僕は。でもだからこそ──」

　誰もいない踊り場で、昂はふぅ、と溜ため息いきを吐ついた。ほんの少しだけ表情が緩ゆるみ、そうして垣かい間ま見えたものは──

「──だからこそ、平等にならなければ嘘うそだろう？」

　嘲あざ笑わらうような笑えみを形造りながら、なぜか同情するような眼めで、葛峰昂は言った。








2nd Cut

　　───黙示
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　一人ぽつんと、森の中に座すわり込んでいた。手ごろな切り株に腰こしを預け、咲さき誇ほこる真っ赤な彼ひ岸がん華ばなの群生に、ぼんやりと目を向けていた。

　顔を上げると、周囲は黒々とした、濃のう密みつな木々が壁かべのように僕を囲っていた。天頂には、骨のように白い月。生命の漂ひよう白はくされた、白々とした月光──

「──綺き麗れいな月です」

　静かな、けれど有う無むを言わさぬ響きの声。正面に目を向けると、黒い木立の暗幕カーテンの隙すき間まから、白い人影が客まろび出てくる。

　すらりと引き絞しぼられた躯からだ。悪お寒かんすら感じられる、鋭するどすぎる美び貌ぼう。身に纏まとうのは、白い着物と、数すう匹ひきの黒蝶ちよう。

「こんばんは、相あい坂さかカズヤ」と、その綺麗な少年が言った。

「こんばんは、西にし田だ貴き流りゆう」と、僕が言った。

　西田貴流は、舞まい遊ぶ黒い蝶ちよう々ちようを引き連れ、裸足はだしで彼岸華を踏ふみながら、僕へと近づいてくる。その顔に浮うかぶのは、刹せつ那なだけ垣間見た、解放の微笑ほほえみだった。

「彼岸華の花言葉、知っているかな？」

　僕は首を横に振った。知っていた気もするが、なんだかぼんやりとしてはっきりしなかった。

「“〝追想”〟、または“〝悲しい思い出”〟。『葉見ず花見ず秋の野に・ぽつんと咲いたまんじゅ曼珠しゃげ沙華・から紅くれないに燃えながら・葉の見えぬこそさびしけれ』……花が咲く時期に葉は成らず、葉の成る時期に花は咲かず。そんな有り様が、そんな花言葉をつくったのかも知れないな」

　西田は足元の花を一輪手た折おり、くるくると手で持て遊んだ。

　彼の周りにたむろっていた蝶が、蜜みつを吸おうとひらりひらりと赤い花に誘さそわれる。漆しつ黒こくの翅はねが、月明かりを反射して艶あでやかに碧あお黒く耀かがやいた。

「もしかしたらこの花は、君が亡なくした思い出の一部なのかも、ね」

　僕の前で立ち止まった西田は、そう言って彼岸華を僕の目の前に翳かざして見せた。

　剃刀かみそりのように鋭い花弁に、鮮あざやかな黒くろ夜や蝶ちようがふわりと降り立った。針のような口吻ストローを伸のばし、蝶は蜜を吸い始める。

　ずきん、と頭に鈍にぶい痛みが湧わき上がった。

「拾い損ねてしまったようだが……ふふ、どうやらちゃんと真実を教えてくれる存在がいるようだねぇ。ひと安心だ。そうだろう？」

　花に、次々と蝶が舞い降りては蜜を吸う。

　僕は頭を抱かかえた。頭痛がどんどんひどくなる。脳みそを掻かき回されているかのようだ。

「Welcome to the crazy world.　歓かん迎げいするよ、相坂カズヤ」

　何とかもう一度見上げた先には、夜蝶の黒い目玉があった。その複眼に映り込んだ幾いくつもの相坂カズヤじぶんが、値ね踏ぶみするように僕を見返していた……



　　　※　※　※



「…………」

　目を開けて窓の外を見ると、学校の裏山がすでに見えなくなっていた。ほんの少し目を瞑つぶったら、いつの間にか微睡まどろんでいたらしい。

「どうしました？」

　左ひだり隣どなりに目を向けると、葛くず峰みね聖せいがお嬢じよう様さま然としたゆったりと落ち着いた笑みを浮かべている。彼女の癖くせなのか、ゆるく波打つ亜あ麻ま色いろの長ちよう髪はつの一ひと房ふさを、くるくると指に巻きつけて弄いじっていた。

「……いや。なんでも」

　気を引き締しめる為ための、気分を入れ替かえる為の溜息をひとつ吐き、革かわ張ばりのシートに座りなおした。ソファみたいな柔やわらかさの車内シートは、しっかりと僕の身体を優やさしく受け止める。リラックスしがちな身体に負けぬよう精神の緊きん張ちようを保つのは、なかなかに重労働だった。

「もっと気を楽にして。前にも言ったとおり、危害を加えるつもりはないです。あなたにも、ミオさんにも。ただお話しするだけですよ」

　聖は、悪戯いたずらでも考えていそうな笑みでそう言う。

　僕は曖昧に頷き、もう一度窓の外に目をやった。

　葛峰聖に誘われて学校を出、ひらひらと動く彼女の後ろ髪がみの蝶の髪かみ留どめを見詰めながら後を追って行くと、マンガやドラマでしか見ないような黒くろ塗ぬりの高級車が待ち構えていた。車種は良く分からないが、鼻の先には金色のエンブレムが光り、黒い車体には砂すな埃ぼこりひと粒つぶも見受けられなかった。さらに、黒いスーツに加えて革手て袋ぶくろをした運転手まで付いていた。

　自ら後部ドアを開いて「さぁ、どうそ」と微笑む聖に、危機感を抱いだかなかったわけではない。怪あやしいか怪しくないかで言ったら、問答無用で怪しい。その上、僕は本当に彼女を見知っているのかも判断できかねた。

　それでも、僕は彼女に付いて行った。僕だって、喪なくした記き憶おくの真否を知りたいのだ。自分の情報が欠落しているというのは、何とも落ち着かない。しっかりと立てなくなる気がする。先まず自分を自分自身で立たせる事が出来なければ、誰かを支える事だって、出来はしないと思うから──

「──森で迷子になったことはありますか？」

　急に投げ掛けられた質問に、僕は「え？」と反射的に振ふり向いた。

「時間潰つぶしの、世間話の一いつ環かんです。森で迷子になったことはありますか？」

　聖は再び問いを繰くり返した。

「森？」と僕が問い返した。

「ええ、森です。比ひ喩ゆでも暗あん喩ゆでもなく、木があって草が多い茂しげってひんやりとしている現実の森です」と聖が答えた。

「……小さい頃ころ、父方の実家の田舎いなかで、迷子になった事がある」

　何でよりによって『森』なのかと思いながら、体験としてある事なので肯こう定ていした。

「なんでそうなったのかは覚えていないが……とにかく、森の中で迷子になったんだ。せいぜい一晩くらいのものだったが、発見されて家に戻もどった時にはひどい騒さわぎだった。神かみ隠かくしに遭あったとまで言われてたらしくて、近所の坊ぼうさんまでいる始末だった」

「どんな気持ちでした？」

「どんな？」

「森の中を彷徨さまよう気分です」

「……何なんだったろうな。うまく言い表せない。もう十年くらい経たつしね。けど……うん。まるで夢の中にいるようだった」

「それは……自分が地に足が着いていない、というような感じですか？　切り離はなされたような？」

「──うん。そう、それだ。足が痛くなるくらい歩き回って、それでも、実際に歩いているようには思えなかった。最初のうちは泣いておどおどしていたようにも思うんだけど、最後の方には驚おどろくぐらい落ち着いていた気がする……なんでなんだろうな」

　いつの間にか郊こう外がいを走っているらしく、田んぼや空き地が目立ってきた。東の空に、赤く染まった中で一ひと際きわ赤い三日月が浮かんでいた。空に滲にじみ出す赤い血を凝ぎよう縮しゆくしたような、空の傷口みたいな月だった。

「……それは、“〝寂さびしい”〟と思っていたのではないのですか？」

　聖が、確かく認にんするように問うた。

「寂しい？」

　僕はびっくりして、またしても聞き返してしまった。けど、一度その言葉を認にん識しきすると、ゆっくりと納なつ得とくが広がっていった。

「……ああ、そうか。あれは──“〝寂しさ”〟だ」

　それは天てん啓けいみたいな一言だった。

“〝寂しい”〟と、普ふ通つうは泣いて誰かを呼ぶ。誰かに縋すがる。けど、それはまだ『誰かと繋つながっている』と思えるからだ。それが続くと、急に納得してしまうのだ。その“〝寂しい”〟という感覚、『誰とも繋がっていない』感覚というのは、実のところ当たり前なのだ、という事に。

　そうか。あれが──“〝寂しい”〟、という事なのだ。

「ああ、着いたようですね」

　自分で思っていたよりも問答に集中していたらしく、車外の景色は様変わりしていた。

　森の中、だった。

　すでに日が沈しずんで暗くなっているのだが、この黒々とした闇やみは、そのせいだけではないだろう。ぶ厚い常緑樹の敷しき居いは、すぐに途と切ぎれた。そして拓ひらけて舗ほ装そうされたその先に、黒い建築物が鎮ちん座ざしていた。

　既視感デジヤ・ヴ。けど、以前僕が見た灰色の外がい壁へきよりも、さらに不気味さに拍はく車しやが掛かかっていた。横に広がるその姿が、まるで巨きよ大だいな烏からすが黒い翼つばさを広げて、挑いどむ者の存在を覆おおい隠かくしてしまいそうな風に見える。

　ゆっくり──遠近感が狂くるっているだけで速度は変わっていないのだろうが──と、車は黒い建物に近づいて行く。やがて黒い建物を背景に、夜闇よりもなお深い、黒尽ずくめの男の影かげが像を結ぶ。肌はだ触ざわりの悪い、ざらりとした感覚が湧き上がった。

　車が止まった。聖に続いて車から降りると、薄うすっぺらい笑えみを浮かべながら、その男が近付いて来た。

「おかえりなさいませ、葛峰聖さま。そして──改めてはじめまして、相坂カズヤくん」

　黒いスーツ、黒いネクタイ、黒い革かわ靴ぐつ。公務員の鏡みたいな七三分けの黒くろ髪かみに、黒くろ縁ぶちの眼鏡。プラスティックで型取ったような笑顔の仮面。意図してか意図せずにか、作り物じみた雰ふん囲い気きの男だった。

「……黒くろ威い兼けん互ご」

　それが、この男の名前だった筈はずだ。

「ああ、自己紹しよう介かいの必要はないですか？　ですがやはり、こういう場合は自己紹介した方が良いようにも思いますよねぇ」

　黒威は笑みを深くした。けれどやはり笑みが深くなっても、その薄うす笑わらいの軽さは変わらなかった。

「無む駄だ話はやめなさい」

　腕うで組ぐみをして立っていた聖がとても冷ややかな声で、黒威の言葉を遮さえぎった。表情も少し不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがんでいた。

「さっさと案内しなさい、黒威」

「分かりました」

　気分を害した風も無く、黒威は仰ぎよう々ぎようしく腰こしを折った。

「さ、どうぞ」

　手招きする黒威に聖が続き、少し遅おくれて僕も追った。

　建物の中は、格こう子し状じようの影が白い壁かべや床ゆかを彩いろどっている。人工の明かりは無く、全体的に薄うす暗ぐらいのだが、月明かりがやけに白々しく、明暗の落差の激しさがその薄暗さの根源だった。人の影も気配もまったくなく、それがいっそう物もの寂さびしさを漂ただよわせている。

　振り返ると、黒い外壁とは裏腹に、中からは外の景色が見み渡わたせた。しかしその風景は妙みような強調のされ方で僕の眼めに映る。明るい部分はより明るく、暗い部分はより暗く。絵や写真よりも作り物めいている。

　前回──その時のことは前世の出来事のように思える──来た時と同じ、像や犀さいだって乗り込めそうなエレベーターに乗り込んだ。パネルを操作する黒威から、一番遠い角に立った。僕の内心と同じなのか、聖も僕の隣となりに背を預けた。

　エレベーターは小さく身み動じろぎし、その後はとてもスムーズに下降し始めた。

「……さっきの話の続きですけど……」

　どの話なのかと眼で問うと、

「森の話です」と聖が言った。

「嘘うそくさい黒尽くめがいたら、気分も滅め入いりますしね」

　彼女の言葉は、『嘘くさい黒尽くめ』に聞こえてもかまわないのか、ごく普通の大きさだった。聞こえていないはずはないだろうが、黒スーツを着込んだ男は、振り返ることもせずに黙だまっていた。

「コウの──弟の受け売りなんですけど、“〝森”〟というのは、“〝未知”〟の代名詞なんだそうです。『木を隠すなら森の中』、じゃありませんけど、たいてい森というのは信しん仰こうの対象でもあると」

　静かに頷うなずいた。気を紛まぎらわすのにこういった話は好都合だし、髪かみをいじりながら話す葛峰聖をじっくり観察する事もできる。

「生きた壁が、その内側にあるものを隠してしまうからなんでしょうね。だから森や山は畏い怖ふの対象であり、崇すう拝はいの対象でもあった。“〝未知”〟を包つつみ隠す森を神聖視するのは、当然の流れですよね？」

　受け売りと言っておきながら、流りゆう麗れいに言葉を紡つむぐ彼女は楽しそうだ。弟妹に講義するような、そういう余よ裕ゆうすら感じられた。

「けどその一方で、森に住む人々というのは、どちらかといえば迫はく害がいの対象です。森の民たみ、山の民は、『サンカ』と呼ばれて苦い顔をされた。夷い狄てきと呼ばれた人々も、多くは森とともに移ろう民でした。未知を信仰する一方で、未知に住まう人々は迫害される。何な故ぜでしょうね？」

　笑って僕の顔を覗のぞきこんでくる聖に、少し考えた後で、

「妬ねたみ、かな？」と答えた。

「？　その理由は？」聖が意外そうな顔で聞き返す。

「一見すれば、森や山に住む人々は自由に見える」

「なるほど……妬みそのものね。実際には、戸こ籍せきもなければ保障もない、その日暮らしの人々で、森にどんな危険が潜ひそんでいるのか、それこそ彼らにだって未知だというのに……それでも、彼らは森で生きていくしかなかった。森に分け入った人間というのは、要するに平地から追われた人々だもの、ね。“〝未知”〟にわざわざ踏ふみ込むのは、いつだって切羽詰った人間なのよ」

　彼女はそこまで言うと、急に眉まゆを顰ひそめた。目を細め、いままで自分の髪をいじっていた指に目を向けた。どうやら、力余って髪の毛を二・三本ほど千切ってしまったらしい。

「……そうして森に踏み込んだ人間は、やがて森に取り込まれて抜ぬけ出せなくなる」

　幾いく分ぶん自じ嘲ちよう的てきな笑みへと表情を変え、ふっと息を吐いた。彼女の指に挟はさまれていた髪が、蜘く蛛もの糸のようにふわりと舞まいながら床に落ちた。

　エレベーターが止まった。



　　　２



「もう察してはいるでしょうけど、わたしもまたB.R.A.I.N.complex被験者エグザミニーであり、そのシステムで甦よみがえった再生者リジエネレイターです」

　森の中を歩くように、無数に乱立する円えん筒とうを避さけて歩きながら聖が言った。

　そう──此こ処こも、見ようによっては一種の森だった。

“〝臓器の森”〟。

　硝子ガラスの幹の内側で育はぐくまれ収しゆう穫かくの時期を待つのは、種々取り取りの内臓器官だった。

　単体で脈打つ心臓。

　巨大な蚯蚓みみずのように蠢うごめく大腸。

　豆の様にツルンとした腎じん臓ぞう。

　貝のように沈ちん黙もくした肝かん臓ぞう。

　一度見ていたので心の準備は出来ていたが、準備できていたからと言って慣れるものではない。錯さつ覚かくだとは分かっていても、まるで誰かの体内を歩き回っているような──そんな不気味な圧あつ迫ぱく感を覚えてしまう。白く清潔な光で充みちているが、それは不気味さを際きわだたせるライトアップにしかなっていない。

「西にし周あまねミオさんと同じようにね。もっとも、躯からだそのものを総とっかえでしたからね。時間が掛かりました。肉体年ねん齢れいは十六歳さいですが、ほんとうは二週間後に十七歳なんですよね」

　斜ななめ右前を歩いていた聖が「まいっちゃいますよね？」と肩かたをすくめつつ振ふり返った。

「まぁ、これは以前言った事でもあるんですが……」

「……すまない」

　僕が謝あやまると、聖は意外そうに僕を見返した。

「？」

「そんなことを、二度も言わせてしまって」

　ちらりちらりと、乱立する水すい槽そうに目をやりながら言った。

　こんな所で躯を弄いじくられて、そうでなくても死んだ事まで話すなんて、平静でいられるわけがない。人ひとりの人生を狂わせるのに、十分過ぎる異常事態だ。

　聖は思わずと言った具合に立ち止まり、榛はしばみ色の目を見開いて僕の顔を凝ぎよう視しした。驚おどろきで固まった顔が解かい凍とうされると、彼女は驚くほどの無表情になった。これまでが表情豊かだっただけに、その落差が際きわ立だった。

「……呑のん気き、ね」

　力なく、というより意思なく言った聖は、その表情のまま歩みを再開し、先を歩く黒威の後に付いて行く。

「自分が今、何ど処こに踏み込んだかも知らずに……」

　硝子籠ガラスケースのひとつをすぅと撫なでて聖が言った。

　僕はほんのわずか足を止め、その空の硝子籠に見入った。記き憶おくどおりならその水槽には、人間の中ちゆう枢すうとなるべき器官が、収められていたはずだった……

「さぁ、着きましたよ」

　暗あん喩ゆ的というにはグロテスクな不思議の森の奥おく、いかにも重要で頑がん丈じようそうな鋼鉄の扉とびらの前で、黒威が待ち受けていた。僕が隣に並ぶと、聖は無表情なままに、黒威に頷いて見せた。

　待ってましたと言わんばかりに笑った黒威が、扉横のコンソールを操作する。音も振しん動どうもなく、けれどやたらともったいぶった速度で扉が開いていく。

　薄暗い空間が広がっていた。高さこそそこそこだが、面積はテニスコート半分ほどもある。思わず後ろを見返す。培ばい養ようしているものは生々しいが、概がい観かんはとてもすっきりとして清潔だ。目の前に視線を戻もどす。床は金かな網あみで、空間こそ広いが数々のチューブが這はい回って狭せま苦くるしく感じる。立ち並んでいるのは黒い大小の円柱。

　白く無機質な部屋で実を結ぶ生々しく不気味な果実と、人工の暗くら闇やみで立ち並ぶ無機の円柱群。人格崩ほう壊かいした芸術家の庭園と、御お伽とぎ噺ばなしから抜け出たような冥めい界かいの切り抜き。出来の悪い、苦笑いしてしまいそうな対比図。

　黒威が歩を進め、聖も前進する。僕もそれに続く。扉を潜くぐり抜けた瞬しゆん間かん、震ふるえが来るほどの冷気が身を包んだ。

「中々壮そう観かんな眺ながめでしょう？」

　白い息を吐きながら、腕うでを揺ゆらして演説する黒威。

　押おし黙り、場に満ちる冷気を吸収してさらに冷たい光を宿らせた聖。

　やがてひとつの円柱の前に辿たどり着く。壁に向かった黒威が何らかの操作をすると、黒い円柱はだんだんと透とう明めいになってゆく。そうして現れた、水槽の硝子の向こうに漂う物は……

















「……いまさら……」

　異常ではあるが、ある意味予想通りの代しろ物ものに、僕は若じやつ干かん疲つかれた声で呟つぶやいた。目の前の異常に、いささか慣れてきたのに苦々しい気持ちだった。

　水槽の中に浮うかぶのは、誰もが知っているが、ほとんどの人は見たこともないであろう内臓器官──脳、だった。

　複雑な回路のような皺しわ。下部からはテグス糸のような神経がぶらんと垂れ下がっている。意外に思うのは、その大きさだ。頭の中に収まっていると知ってはいるものの、それでも想像よりもよっぽど小さい。複雑な思考なり感情なりを生み出す存在が、実際は握にぎり拳こぶし二つ分程度の大きさなのだった。

「いまさら、こんなもの見せられても……」

「ああ、勘かん違ちがいしないで下さい。それは、貴方あなたが想像しているものとはまったく違ちがうものです」

　僕の視線を受け止め、黒威は肩を竦すくめてそう言った。

「？」

「西周ミオのものではないわ」

　横合いから、黒い水槽のひとつに身体を預けた聖が割り込んできた。

「西周ミオだった器も官のではない。それは、かつては相坂カズヤの一部だった脳みそモノ、よ」

「………………………………………………は？」

　たった一言発するまで、たっぷりと十秒は掛かかった。

　もう一度、水槽に浮かぶ脳みそを見た。そして身体の後ろで腕を組んで僕を眺める葛峰聖に視線を戻す。

「あなたが死んだ時に取り替かえられた、前までの脳みそが、それ」

　彼女は、少しだけ笑えみを回復させて繰くり返した。けれどその微笑ほほえみは、この部屋に満ちる冷気そのもののように冷ややかだった。

「……僕？」

　呟き、後ろに向き直った。やっぱりそこには、模型みたいに生命のない脳のう髄ずいが浮かんでいる。

「そう。あなたは死んだの。一ヶ月前……もう一ヶ月半だったかしらね。西周ミオに押されて、車に撥はねられて、あなたは死んだ。出血多量によるショック死、と言うやつね。非常に、しっかりと、確かに死んだ。間ま違ちがいようもなく」

「……ばかな」

　冗じよう談だんとしか思えなくて、乾かわいた笑いで吐き捨すてた。

「だったらこの僕は、いったいなんだって言うんだ？」

「だから、取り替えられたの。B.R.A.I.N.complexで作成された脳地図ブレイン・マツプに従って、新たな回路が焼き付けられた、その新しい脳みそに」

　聖は、聞き分けのない子供を諭さとすような口調で言って、僕の頭を指差した。真まっ直すぐと、僕の眉み間けんを狙ねらい撃うっている。

「わたしたちと同じようにね」

「……それこそ、ありえない。僕は生まれも育ちも平へい凡ぼんそのものだ。こんな変な組織だかなんだかに関かかわるような事はない」

「けど、つい最近になって関わるようになったでしょう？」

「でも！」

「信じられないなら──証しよう拠こを見せましょう」

　宥なだめすかすように優やさしげに微笑むと、彼女は壁かべ際ぎわの黒威に向かって頷うなずいて見せた。黒威が満面の笑みで頷き返し、目まぐるしく何かの操そう作さ盤ばん上で指を躍おどらせた。

　にわかに、暗かった部屋に光が踊おどる。いくつものモニターに光が灯ともった。

　映し出されたのは──僕だ。

　目を閉じてゆっくりと呼吸し、目覚める兆候はまったく見られなかった。

「我々の技術も日進月歩でしてね。生後間もない頃ころから埋うめ込む生体情報集積チップも、プログラミングの向上とデータの蓄ちく積せきで、成長した個体へ調整する事が可能になりました」

　映像の中の僕は、貼はり付け台みたいなベッドにうつ伏ぶせに寝ねかされ、いくつもの金具で四し肢しを、頭部をがっちりと固定されていた。様々な角度から、その状態が映し出されている。

「あなたが三ヶ月前に倒たおれて、そうして我々に保護された時点で、迷めい惑わくを掛けた事を詫わびないといけないと思いましてね。ちょうど用済みになった生体情報集積チップがありましたので、情報を初期化して、貴方用に調整し直したんです」

　やがて僕の上に、人形焼の型みたいな機械が覆おおい被かぶさってくる。型の内部には、無数の小さい孔あなが開いていた。

「『製図屋』なんて呼ばれている装置です。あの孔には、情報集積チップを埋め込む為ための『針』が仕込まれています。それが被ひ験けん者しやの神経へとチップを埋め込むわけです」

　黒威の説明に、僕は思わず失しつ笑しようしてしまった。フランツ・カフカの《処しよ刑けいの話》を思い出してしまったのだ。たしかあの話の処刑器具も、ベッドに括くくりつけられた囚しゆう人じんの上に、機械仕じ掛かけの『製図屋』が備え付けられ、囚人の身体に針を突つき刺さすはずだった。

　画像の中の僕は、不気味な機械がぴったりと覆い被さっても、何ら反応を示すことなく眠ねむりこけていた。

「改良型B.R.A.I.N.complexの施せ術じゆつ。八月三日、午前五時きっかりの事です」

　そこで映像が切り替わる。相変わらず映っているのは僕だが、見るに耐たえない姿だった。

　鼻や口に、チューブやら機械のコードやらが差し込まれ、身体の各所にワケの分からない機械の一部が突き立てられている。丸まる坊ぼう主ずになった頭には、ソ連の秘密研究所の遺物みたいなヘルメットが被せられていて、洗脳を受けている真っ最中みたいだ。

　まるで現実感のない光景。けど、そこに映る人物の顔は、確かに僕なのだった。

　頭を振った。ほとんど無意識の行動だった。他ほかの映像が目に入り、そこで首の角度が固定される。その映像は少し遠めから映された物らしく、ベッドの全景が画面に出力されていた。そこに映っている僕の躯には、左ひだり腕うでがなかった。肘ひじ辺りから切断され、血の滲にじんだ包帯が巻かれていた。

「いや、急いで肉体を賦ふ活かつしたんですが、左腕は壊え死しが酷ひど過すぎました。いちいち細かい作業をするのもなんなんで。ばっさりといかせて頂きました」

　僕は思わず左腕を掴つかんだ。確かにある。ちゃんと左手も動く。何処にも継つぎ目なんてない。

「そして、再生です」

　再び映像が変わる。

　いつか見た、巨きよ大だいな水槽が映っている。けれど透明な羊水に浮かぶのは“〝彼女”〟ではなく、僕の顔をした“〝何か”〟だ。切り開かれた腹や筋肉繊せん維いを露あらわにした左腕に、無数の金属製のマジックアームが、血の匂においにつられた肉食魚のように群がっていた。

「今の貴方が覚かく醒せいする、二十日ほど前のことですね。いやぁ、ちゃんと交こう換かん用の臓器を作って置いて良かったですよ。あっはっはっは」

　今度の『僕』は、目を薄うすく開いていた。顔をアップにしている画像を見ると、それは生きている人間の目ではなかった。瞳どう孔こうは拡大し、両方の眼めがてんでばらばらな方向を向いている。

　映像が早回しにされ、腕が取り付けられて腹が縫ぬい直されたところで、かぎ爪づめみたいな指を持った金属の腕が『僕』の頭に爪つめを食い込ませ、赤い光のマーキングに沿って、メスが入れられ──蓋ふたを取るように、『僕』の脳が表出した。

　思わず口を押さえて目を逸そらす。けどその先にあったのは、何食わぬ風に浮かぶ一個の脳みそだった。

「……と、こういうわけです」

　黒威の声とともに、映像は途切れ、モニターのすべてが白一色に変わる。

「……合成映像だろ？」

　からからに乾いた声で、僕は言った。

「趣しゆ味みが悪すぎる……」

　信じられるはずもない。こうして嫌いやな気分を必死に抑おさえる僕が、脳を取り替えられた複製品なんて、どうして信じることが出来る？

　思い出そうと思えば、僕は小学校の運動会だって思い出せる。時代遅おくれのパン食い競争で、ゴールしたところでパンを取り落とし、別段食べたくもなかったが、砂まみれのパンを見て遣やり切れない気持ちになった。

　中学時代の、変わり者の先せん輩ぱいに振ふり回された日々。下校時間ぎりぎりの図書館で捕つかまって、不意打ちのように一方的に告白された事。

　高校に入って、一人の少女に逢あった。彼女と一いつ緒しよにいると、僕はいつも感じていた違い和わ感かんが気にならなくなっていった。

　記き憶おくは、現実のものとして、『相坂カズヤ』という存在を裏打ちしていた。

「『僕が死んだ』なんて、信じられるはずもない！」

「なら……これならどうかしら？」

『しょうがないなぁ』なんて具合の優しい声とともに、聖の指が「パチンッ」と鳴らされる。黒威が、ボタンのひとつをかるく押おした。

　黒と白とが逆転する。

　闇やみが振り払はらわれ、白い光が部屋を満たす。黒い円柱が透明な水すい槽そうへと早変わりする。

　ホルマリン漬づけのサンプル。

　腕うでがある。足がある。肺がある。心臓がある。腸がある。脳がある。肝かん臓ぞうがある。首がある。頭がある。脊せき髄ずいがある。腎じん臓ぞうがある。大だい腿たい骨こつがある。骨こつ盤ばんがある。子宮がある。胎たい児じがある。少年が。少女が。青年が。男性が。女性が。老人が。

　生命と意思と感情を失った残ざん骸がいが、何ど処こまでも何処までも標本として連なっていた。

　作り物だと思いたかった。けれど作り物にしては手間が掛かりすぎる。生きていたモノだと考えた方が、よっぽど手間も掛からないし、並べるのも楽だろう。

　圧あつ倒とうされて後退さる。背中が別の水槽に当たる。おそるおそる振り向くと、肘から先の左腕が水槽の中にあった。とても冷静とはいえない精神状態で、何な故ぜかその腕をじっと観察してしまった。外側がひどく損傷し、筋肉が潰つぶれてぐしゃぐしゃになっていた。かるく開かれた手のその形に、やけに生々しい既き視し感かん──

「──それ。元はあなたの腕だった物、よ」

　いつの間にか近寄って僕の顔を覗のぞいていた葛峰聖が、ゆっくりと丁てい寧ねいに説明した。僕と眼が合うと、聖は満足そうに笑った。何とも楽しそうに、片かた笑え窪くぼを浮うかべ、僕の胸をとんとんと突いた。

「まだ信じられない？」

「……当たり、前だ、ろう？　だいたい、B.R.A.I.N.complexとやらは、完全に記憶を補完するんだろう？　なら、なんで僕の記憶は、無くなっているんだ？」

「それについては、私の方から謝あやまらないといけないですねぇ」

　こちらの内心なんて欠片かけらも読み取っていない軽けい薄はくな声に振り向くと、無数の命無きオブジェを背景に、黒威が笑いながら歩いてくる。

「改良型B.R.A.I.N.complexですが、それなりにまだ問題もありまして……つまりですね、埋め込む直前までの情報を入力して被験者に埋め込んでも、情報集積チップはすぐに機能しないんですよ。スムーズに神経信号を収集するには、神経回路へ馴な染じませる期間が必要なんです。人間の記憶は、新たな回路が出来上がるまでに──樹状突とつ起きが刺し激げきや興奮の繰り返しで延長されて他の神経細さい胞ぼうと結び付き、軸じく索さくを髄ずい鞘しようが被おおってニューロンの回路を太く逞たくましく固定するのに──およそ三ヶ月かかるんです。改良型B.R.A.I.N.complexは、その三ヶ月で成長した神経回路にうまく入り込んで完成されます。カズヤさんが『一次死亡』された時は……運悪く三ヶ月の境目だったんです。ですから、身体情報はともかくとして、記憶の完全な再生は、こちらでも確約できかねました。ミオさんにも、そのように話したんですが……」

「……ミオ？」

「ええ。まぁ、貴方あなたのご両親に事情を話すわけにもいきませんからねぇ。ですから、貴方の再生は、西周ミオさんの了りよう解かいを得て行いました」

　スピード違い反はんをしてしまったけれどしょうがないよね、なんて程度の、まったく罪悪感が無い者特有の喋しやべり方だった。

　肩かたをひとつ竦すくめると、黒威はスーツの内側をごそごそと漁あさり、飴あめの包みを取り出した。「いります？」と僕に示して見せたが、もちろん僕は飴なんて舐なめる気分じゃなかった。黒威は、首を横に振った僕に残念そうな顔をして見せ、包みをひらいて黄色い飴あめ玉だまを口の中に放ほうり込んだ。

「あむ……しかし、こうして記憶を失われてしまったのは、こちらとしても大変遺い憾かんです。ああ、けど安心してください。ちゃんとこれからもアフターケアを──」

「つまり」

　さらに言い募つのろうとする黒威を遮さえぎり、聖が僕の額を指差した。

「逆説的に、あの西田貴流と遭そう遇ぐうしたあとの記憶が無いのは、あなたにB.R.A.I.N.complexが埋め込まれた事を示し唆さしている。だいたい、おかしいでしょう？　事故に遭あったのよ？　車に突っ込まれて吹ふっ飛とばされて、運転手が『殺やっちゃった』と確信するような傷を負って、それであなたの躯からだは傷一つない。違和感を覚えたでしょう？　あなたの周りの人たちに。自分を心配する視線に。あまりに罪悪感を抱いだく西周ミオに。ねぇ？　どうです？」

　甘あまく、余よ裕ゆうを持った口調で諭さとす聖。優やさしげな笑え顔がおの中、榛はしばみ色の瞳ひとみだけがじっと僕を見つめる。その瞳は──熱を失った、金属のような鉱物のような、自らは熱を生み出さない、その瞳は、あまりに見知った、身に滲しみた瞳で──

「う、あぁ……」

　目を逸らし、水槽を回り込んで──逃にげた。

　後ろを見ず、前だけ見て走る。けれどその逃げる先からも、四肢が、内臓が、様々な人ひと形かたが現れては後ろへ流れて行く。

　──なんてところだ。

　異常。普ふ通つうじゃない。なんて滅め茶ちや苦く茶ちやな場所なんだ！

　こんな所に居ては駄だ目めだ。こんな所に居たら食い殺される。逃げなくてはならない！

　しかし、異常を閉じ込め、異常を撒まき散らす柱はどこまでも続く。すでにお前はこちら側に居るのだと。洗礼を受けてしまったのだと。何度も何度も僕に囁ささやいてくる。

「う、うう……」

　視界が歪ゆがみ、足が縺もつれる。たまらず、水槽のひとつに手を突き、床ゆかを見み詰つめてがたがたと身を震ふるわせた。

　そんな馬ば鹿かな。僕は、僕だ。僕は相坂カズヤだ。他の誰だって言うんだ？

「僕は──」

　身体を支える左腕に目をやった。この腕が、付け替かえられた物だって？　だったら、なんでこんな風に違和感なく動く？

　けど、腕を難なく付け替えるなんてことは、この光景に比べれば何てことない事に思えてくる。こんな、悪あく趣しゆ味みなコレクションに比べれば……

「…………え？」

　そうして、手を突いた水槽。そこに封ふうじ込められていたのは、一人の少女だった。一人の少女のカタチをしていた。

　中学生くらいだろうか。セミショートの黒くろ髪かみ。幼さを残した少女の殻からから、女性としての顔かんばせを垣かい間ま見せ始めた、そんな不安定な“〝瞬しゆん間かん”〟が、硝子籠ガラスケースに囲まれて展示──保存されている。

「いかがです？　なかなかのものでしょう？」

　後ろから追いついた黒威が、まるで競売人オークシヨニアのような手て振ぶり身み振ぶりで、僕の目の前の水槽を示してみせる。

「この保存システムも、けっこう最新の技術なんですよ？　フェノール樹脂ベークライトも特別なもので、僅わずかな熱で硬こう化かします。保存体のタンパク質を変質させません。ＭＲＩの断層撮さつ影えいを行えば、死んでしまったその瞬間が撮影されるはずです」

　少女は、透とう明めいな硝子ガラス壁へきと、濃のう度どの粗そ密みつによる歪みのない均一な固形樹じゆ脂しによって、蟲入り琥珀トラツプド・イン・アンバーや水入り水晶ウオーター・イン・クオーツの如ごとく、結けつ晶しようとして抱き止められていた。揺蕩たゆたっていた髪、わずかに開けられた瞼まぶたから覗く瞳。ほんの一瞬が、永遠という重みによって押し固められている。黒威の言葉を信じるなら、この少女の『遺体』は特とく殊しゆな樹脂によって固定・保存されているのだ。

『それ』は、或あるいは芸術的と言ってよい。その少女も、類たぐい稀まれな美び貌ぼうの持ち主だった。幼さの殻が女性としての煌きらびやかさをいくらか隠かくしてしまっているが、それがこの作品の不完全故の美ミツシング・アームとも言えよう。



　──目を覆おおいたくなるような傷きず痕あとがなければ。



「筋肉の断だん裂れつ面て、こうなってるんですよ？　繊せん維いだって事がよくわかるでしょう？」

　少女の左ひだり腕うでは、肘ひじから千切れていた。まだわずかに繋つながってはいるのだが、それにしても糸くずみたいな筋肉繊維が、手の不器用な幼児のあやとりみたいに橋はし渡わたしされている程度だった。しかし、それはまだ良い方だ。少女の躯の下半分、臍へそのすぐ下からはぐしゃぐしゃだった。腸も、子宮も腎臓も、両りよう脚あしも、挽肉のなりかけだ。血が洗われて本来の色を晒さらしているのが、逆に生々しさと痛々しさを見る者に焼き付ける。いっそ取とっ払ぱらってしまった方が情けというものだった。逆光気味となったその少女の輪りん郭かくは人魚ウインデイーネか蛇身女神ナーガを彷ほう彿ふつとさせたが、出で来き損そこないの成なり損そこないに過ぎない。少女の上半身に目立った傷がないだけに、尚なお更さらに陰いん惨さんだった。

『それ』は、あるいは芸術的と言ってもよい。人の心を揺ゆり動かすのが芸術の本質なら、たしかに『それ』は、致ち命めい的てきなくらい芸術的だった。

「いかがです？　きれいな保存状態でしょう？」

　けど、ああ、けれど、僕が目を離はなせないのは、その少女の顔故だった。

　違ちがう。

　違うが、同じだ。

　間ま違ちがいようが無い。間違えられるはずが無い。

「……ミ、オ……？」

　いくらか幼く、あどけなく見えても、『それ』は、目の前の少女の『遺体』は、ミオそのものだ。昔の、幼い頃ころの西周ミオに違いなかった。

「あ、やっぱり分かりますか。いやぁ、いろいろとありまして、死後回収するのが遅おくれましてねぇ。一次死亡の際は、一から再生するしかなかったんですよ」

　誰かが何かを言っている。何を言っているんだろうか。

　いや、そんな事はどうでもいい。

　目の前にミオが居る。傷付いたミオ。人に生なり損なったミオ、が……

　目の前が真っ白になる。

　意識が遠とお退のく。

　躯が傾かたむいて、床が近付いてくるのを、他人事のように眺ながめる。

　鈍にぶい打だ撃げき音おんが、聞こえた気がした。



　　　Inter Cut



「いやぁ、過呼吸で倒たおれてしまうとは。ちょっと刺激が強すぎたですかねぇ。以前の時に耐たい性せい付いたと思ったんですけど」

「……さぁ」

　運ばれていく相坂カズヤを眺めながら、葛峰聖は気のない返事をした。

「しかし、まぁ、記き憶おくの一部が失われてしまったのは、こちらとしても遺憾ですが……ああ、けれど、本当に無くなった訳ではないんですよ。ちゃんと『記録』はされてる筈はずなんです。ただB.R.A.I.N.complexが、『記憶』の補正を学習しきれていなかったので、慣らしの間の記憶が再生されにくくなっていると言うだけでして──」

「どうでもいいわよ。そんな事は」

　空気の読めない台詞せりふの羅ら列れつが煩わずらわしかったのか、聖は幾いく分ぶん強く硬かたい口調で、黒威の言葉を断たち切った。

「どっちにしたって同じなんだから」

「はぁ……」

　黒威はばつが悪そうに頭を掻かいた。気を紛まぎらわすように、懐ふところから飴玉の包みを取り出すと、黄色い飴玉を口の中に放り込んだ。

「……いります？」

　口の中で飴玉を転がしながら、黒威が聖を窺うかがった。

「要いらないわよ」

　吐はき捨すて、聖はその場を後にした。立ち並ぶ残ざん骸がい──そう、それらは生命の揮発した残ざん滓しなのだ──を保存した円柱を避さけつつ、出口へと向かう。

　硬い表情であった。

　いかなる種類のものであろうと、基本的に笑顔であった聖の顔は、今は石せつ膏こうのように硬かった。唇くちびるは真一文字に引き結ばれ、榛色の瞳も熱を失っていた。いかなる心情が彼女をそうさせるのか……それは誰にも分からない。彼女自身にさえ、それは同様やも知れなかった。

「…………」

　聖は、ひとつの円えん筒とうの前で足を止めた。カズヤに突つき付けた、相坂カズヤの残骸が封じ込められた円筒だった。透明な硝子ガラスの向こうで、もはや思し索さくも思考も思し惟いもしない、死んだ配はい電でん盤ばんに似た雰ふん囲い気きの脳のう髄ずいが、プラスチックの飾かざり物のように浮うかんでいた。

「…………今、覆いは外されたりアポカリプス・ナウ」

　少女の白い指が硝子の表面を撫ぜた。

「天使のラッパが鳴った。迷いの霧きりは吹き払はらわれ、偽いつわりの殻は剥はがされた。未知の森に踏ふみ込んだ追われ人は、真実の果実を手に入れた。けど、彼は知らなかったようね。それとも忘れていたのかしら？　真実の果実は、いつだって苦いのよ」

　くすり、と少女は微び笑しようした。機械仕じ掛かけのような微笑ほほえみだった。

　彼女は透明な柱の周りをゆっくりと廻まわり、そこに封ふう入にゆうされた人間の内臓器官の標本を眺め回した。

　少女の視線に晒される、むき出しの脳みそ。少々赤あか味みを持った灰色の、しわくちゃの胡桃くるみの実。握にぎり拳こぶし二つを組み合わせたほどの肉の塊かたまりは、プラスティックのようにのっぺりとした表面とは裏腹に、とても生々しく映る。すでに生命の揮発した“〝物体”〟にもかかわらずそのように見えるのは、見る者の勝手な思い込みからなのだろうか。

「何度見ても、信じられないわよね。こんなモノが心を宿していたなんて」

　信じられないと言うのなら、その光景こそ信じられないものである。制服姿の少女が訪おとずれるには、此こ処こは刺し激げきが強すぎる。

「心なんて、こんなモノに収まってしまうくらい、小さく狭せまいものでしかないのかもね……しかも、とても柔やわらかくて壊こわれやすそうじゃない？」

　手で突けばプリンのように容易たやすく崩くずれそうな神経細さい胞ぼうの塊を眺めつつ、聖は誰かに語りかけるように喋しやべっていた。もちろん、話し相手は彼女の眼めの先にある物にではないようだった。

「後こう悔かいしてるかって？……まさか。これでようやく確かめられる。あんな関も係のは偽りに過ぎないってね……ええ、そうよ。あんな甘あまったれた、何も分かってない馬鹿な恋こい人びと同士みたいな関係は、残ざん酷こくな現実に何の意味もないんだから」

　嘲あざけるような口調。もっとも、その向けられるべき対象は曖あい昧まいだった。会話の主か、彼女の言う『何も分かってない馬鹿な恋人』たちなのか、それとも目の前の精神の抜ぬけ殻がらか、それとも自分自身にか……あるいは、その全すべてを含がん有ゆうした世界そのものか。

「ええ。それじゃ、後で、ね」

　何者かとの会話を終わらせると、彼女は今の今まで眺めていた透明な円柱に興味を失ってその場を離れた。代わりに、そのすぐ近くの別の円筒の前で立ち止まった。それは、彼女が寄より掛かかり、あるいは視界を自らで塞ふさいで、相坂カズヤから隠いん蔽ぺいしていたものだった。その、透明な硝子の内に眠ねむる物体は──

「──そう、あんなのは嘘うそ。欺ぎ瞞まんよ。あんな曖昧な“〝繋がり”〟が、真実の在り方であるはずはない。だから……あの二人だって、同じにならなきゃね？」

　其そ処こに時間ごと凍こおらされているのもまた、少女の遺体だった。亜あ麻ま色いろの髪が広がり、薄うすく開けられた瞼の隙すき間まから、榛はしばみ色の瞳ひとみが覗のぞく。それは、葛峰聖そのものだった。彼女の“〝弟”〟である葛峰昂こうとはまったく違う、それそのものという面おも立だちである。先ほどの少女と比べても、損傷は軽けい微びだった。しかしそれだけに、躯からだの中心に開いた穴と、其処からぶちまけられたモノの醜しゆう悪あくさは、目を覆わんばかりであった。

　葛峰聖は、目を逸そらさず瞬まばたきもせず、鏡写しのようなその遺い骸がいを見み据すえていた。そうすればするほど、彼女の生命は希き薄はくになってゆくように見えた。どんどんと、生命と無生命の境界が希き釈しやくされ、ひとりとひとつは酷こく似じしてゆく。残酷なまでの相そう似じ形けい。

　不意に、聖の唇が弧こを描えがく。低い笑い声が、赤い口こう唇しんから漏もれ出してゆく。

　死者の嗤わらいとはかくなるものか。そう思わせる震ふるえだった。けれど実際に笑えるのは生きる者にしか、人間にしか出来得ないのだった。

　笑い声は途と切ぎれることなく、怨えん嗟さの呪じゆ文もんのように、祝福の聖句のように、凍こごえた空気に冷やされながら響ひびき続けた。








3rd Cut

　　───痛苦
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　引き抜いた刃やいばは、冷たく凍えていた。ひやりと白く輝かがやく刀身には、抜け殻のような僕の顔が映りこんでいる──否いな。ほんとうに、抜け殻なのかも知れない。

　自じ嘲ちようしてみる。けれどその笑えみだって、何の実も無い形だけのものだった。

　顔を上げ、深く長く、息を吐く。目を傷いためるくらいに透すき通った空に、白い息がふわりと昇のぼり、そして木枯こがらしに吹ふかれて千切れ、消えていった。

　さあさあと木々が啼なく。寒風に晒さらされ、イタイイタイと啼き喚わめく。石段に座すわり込んだ僕の足元に、枯かれ葉はが引っかかってかさかさと身を摺すり寄せた。

「……」

　おもむろに足を上げ、ぐしゃ、と枯葉を踏み潰つぶした。とくに意味も無い。とくに意味の無い行こう為いをしてみたくなっただけだ。そしてやっぱり、意味なんて無かった。

　手にしたナイフを目の前に掲かかげ、そして左ひだり腕うでへと近付けてゆく。刃が皮ひ膚ふに当たる。硬く冷たい感かん触しよく。刃の鋭するどさ、刀身の硬こう質しつさ、ナイフの冷たさが、僕を安心させる。邪じや魔まな思も考のを、必要ない感も情のを、吸い取ってくれるようだ。

　引くか、押おせば、皮膚は裂さけ、毛細血管は断ち切られ、血が流れ出すだろう。その事を忌き避ひする気持ちは、何ど処こかへと失うせていた。神社の敷しき地ちを血で汚よごす不道徳も、なんら関係ない。

　分かっているのは、切ってしまえば『すっ』とするだろうということだ。そのことが、これ以上無いくらい確信できた。

　ナイフの柄つかを握る指に、力を込めた。



　　　※　※　※



　目を醒さました僕は、座り心ごこ地ちの良いシートにぐったりと身を預けていた。すでに車は市街を走っていた。車内にいるのは、僕と運転手だけだった。

　家の前で車が止まると、運転手がわざわざ降りて後部ドアを開けた。降りろ、という事らしかった。借り物みたいに──皮肉の利きいた表現だ──現実感の無い自分の躯を操あやつって、現実感あふれるアスファルトの道路に足を着けた。ばたん、とドアを閉めた運転手を見み詰つめたが、彼はロボットみたいな表情と動きで以もつて僕を無視し、さっさと車を走らせて夜の住宅街へと消えて行った。

　家に帰ると、家族は何事も無いように僕を迎むかえた。父は「遅おそくなるなら電話して欲ほしかったな」と愚ぐ痴ちり、母は小学生みたいに「ご飯まだー？」と父を急せかし、良りよ雨うはごく普ふ通つうに「おかえり」と言った。茶猫ねこのスサノオと白猫のアマテラスが「かまってくれ」と僕の足の周りを走り回ったり背中を擦こすりつけ、黒猫のツクヨミはソファの上でマイペースに欠伸あくびをした。

　食事は要らないと断って自室に篭こもって鍵かぎを掛けた。電気を付けないまま、じっとベッドに腰こし掛かけた。

　頭がずきずきし、でかいたんこぶが出来ていた。その痛みが、悪夢じみた光景が悪夢ではないのだと僕に訴うつたえかけていた。

　フラッシュバックする光景。

　何の我が慢まんもなく嘔おう吐としようとした。しかし吐き出すような内容物なんて何もなく、ただ喉のどをひりひりと焼いただけだった。それでも嘔吐感は収まらず、胃液が喉を満まん遍べんなく痛め付けた。

　嘔吐感が引いたところで、部屋の中を滅め茶ちや苦く茶ちやにした。ベッドのシーツを引っぺがし、枕まくらを床ゆかに叩たたきつけ、鞄かばんを壁かべに投げ付け、読みかけだった文庫本を破いて捨てた。そんなことをしたって、身体の内側でのた打ち回る正体不明の灼しやく熱ねつ感は収まらなかった。それどころか、どんどん熱量を上げてゆく。けれど、そうするしかなかった。そうする他ほかになかった。

　部屋の中の形あるものをあらかためちゃくちゃにした後、息を荒あらくして立ち尽つくしていると、視界の隅すみで明めい滅めつする光が目に入った。携けい帯たいの着信だった。床に落ちていた携帯電話を拾い上げると、発信者の名前がでかでかと表示されていた。間かん髪はついれずに床に投げ付け、何度も何度も踏み付けた。原形を留とどめない携帯電話の残ざん骸がいを見下ろし、少しだけ胸が空すいた気がした。

　部屋の隅で丸まって、踏み潰した携帯電話を眺ながめながら、獣けもののように丸まって眠りに就ついた。



　最低限の断りだけ家族に言って、土日はずっと部屋に座り込んでいた。いつ果てる事もなく、荒あれ果はてた部屋を見るともなしに眺め続けた。

　月曜になり、身なりを整えて家を出て、絶ぜつ滅めつ間近の公衆電話から学校へ電話した。退院後の検査で休むと伝えると、担任の教師はすぐに信用した。これまで優等生めいた行いをしていたのが良かったらしい。「通院証明書みたいなものを忘れず貰もらってこいよ。将来の為ためには、出席程度のこともおろそかに出来ないからな」なんて言われ、素す直なおそうに分かりましたと返事した。

「余計なお世話だ」

　受話器を置く間ま際ぎわにそう言っていた。あんたなんかに、僕の何が分かるっていうんだ？

　テレクラやらなんやらの広告シールが貼はり付けられた電話ボックスから出ると、目的地もなく街中を歩き回った。コーヒーショップに入って、頼たのんだコーヒーにはほとんど口をつけずにぼんやりとしていた。真昼間から高校生がそんなところに居ても、誰もが普通のことのように対応していた。所しよ詮せんはそんなものか、と思った。誰も彼も、自分のことで忙いそがしいのだ。

　次の日も、同じように学校に電話して街中をぶらついた。

　映画館に入って封ふう切きられたばかりの映画を観みてみた。別段興味もなかったが、観はじめたらそのまま見入ってしまった。あまりにもひどい映画だったのだ。邦ほう画がのラブストーリーだったのだが、劇的な出で逢あいがあるわけでもなく、衝しよう撃げきのどんでん返しがあるわけでもなく、涙なみだの別れやハッピーエンドがあるわけでもなかった。だらだらとした映像とストーリーが続き、だらだらとしたままぶつ切りになってしまった。資金と資源と労力と、そして時間を無む駄だ使いする為だけの映画だった。素す晴ばらしい。二周目三周目は、目を閉じて足を組み、熟じゆく睡すいして過ごした。

　三日目は、少しだけ遠くまで行ってみた。

　電車に乗って海まで行って、冬の陰いん気きな太平洋を眺め続けた。そんなことをする奇き特とくな人間は、周りを見回しても僕だけだった。昼になって近くのコンビニへ行き、ちょっとした思い付きでビールを手に取った。学ランの変わりにウインドブレーカーを着ていたのだが、それでもさすがに無理だろうと思っていたら、あっさり会計は済んでしまった。あっけなさ過ぎて肩かた透すかしを食くらったが、硝子ガラスに映った僕の姿は、どうみても高校生には見えなかった。皮肉った笑いを浮うかべてみた。硝子の向こうの僕は、飢うえ死に寸前の野の良ら犬いぬみたいだった。

　アルミ缶かんから出てきた液体は、とても人間が飲むようなものじゃなかった。最低だった。大きく振ふりかぶり、堤てい防ぼうの突とつ端たんから海へと投げ捨てた。最低だ。



　そして今日──四日目。

　相変わらず目的もなく歩いていた僕は、ふと思いついて学校の裏山に登ってみた。裏山の頂上はちょっとした広場になっていて、そこからは僕の通う──通っていた学校が眺められた。ちょうど、男子が持久走で校庭をぐるぐると回っていた。ほんの一週間前は、僕も何食わぬ顔であそこに居たのだ。そんな事、もはや前世の記き憶おくだった。

　裏山を、学校と反対側へ下っていった。冬の林には、生命の気配は希き薄はくだった。足元で枯かれ枝や落ち葉が乾かわいた音を立てた。やがて、神社の裏側に抜ぬけ出る。当然ながら、寒々しい境けい内だいに人ひと影かげは見当たらない。閑かん散さん、としている。

　社の周りを歩いていると、板が突つきたてられて石の並べられた墓があった。誰かのペットでも埋うまっているのだろう。たぶん、猫だろう。そんな気がする。重ね並べられた石も、何となく猫の形をしているように思えた。

　その向かいの、社の土台になった石段に腰掛けた。制服のズボン越ごしに、石の冷たさが滲しみ込んで来る。

「……なぁ、死ぬってどんな感じだ？」

　じっと墓と睨にらみ合った後に語りかけてみた。まともな話をするのは久しぶりだった。この四日、家族ともまともに喋しやべっていないのだ。何か言われるのが面めん倒どうで表面上は普通に話していたが、そんなものは会話とは言わない。薄うす皮かわ一枚のその下では、何の意味もないと思っていたのだから。そんな中と外が乖かい離りした行動なんて、もっとも慣れ親しんだ行為だ。記憶のどんな場面よりも、どの瞬しゆん間かんよりも、完全な乖離と孤こ絶ぜつを伴ともなって話題に合わせた。

　少なからぬ内面を色付けした言葉なんて、とても久しぶりだった。

「死ぬとどうなる？　天国があるのか？　地じ獄ごくがあるのか？　それとも何もないのか？　魂たましいみたいな──確かな自分なんてモノが在るのか？　ないんだとしたら……どうなんだ。だとしたら全部、何の意味も価値も無いじゃないか。何もかも、幻まぼろしじゃないか。生きるという事も……死ぬという事だって……」

　──何やってるんだろう？

　僕の何処かの冷静な部分が呟つぶやいた。

　何をやっているんだろう。誰にも言えなかった事を、物言わぬ猫の墓に向かって愚痴るなんて。情けないにも程ほどがある。みじめったらしい。馬ば鹿かみたいだ。

「あったとしたら、この僕は何なんだ？　偽にせ者ものか？　それとも同じなのか？　いや、だいたい馬鹿馬鹿しすぎる。白昼夢だったと考える方が自然だよな？　『相あい坂さかカズヤ』が、一回死んだなんて事は……」

　そして当然ながら、土の下の猫は答えてはくれなかった。九つの魂ナイン・ライヴズがあるんだったら、ちょっと這はい出してきて相手をしてくれても良いだろうに。

「ああ、けど、『相坂カズヤ』なんて人間は居たのかな？　いや、そもそも『相坂カズヤ』というは、どんな人間だったんだろうな？」

　そうなのだ。結局、そこに行き着くのだ。

『相坂カズヤ』とはどんな人間だった？

　それが、その事を、いかに考えずに置き去りにしてきたかが思い知らされるのだ。そうすると、僕は今の僕すらうまく把は握あくできなくなる。真実を知るまでの僕は、いったい何を拠より所に『相坂カズヤ』を規定していた？

『自分とは何か？』

　そんな錆さび付ついて使い古された言葉が、頭から離はなれなくなる。此こ処こにこうして息をしている僕とは何なんだ……？

「……そうやって死ねるのは、幸せかもしれないな」

　死体は考える事なんて出来ないのだから、悩なやみもしないだろう。こうやって何も答えてくれないのと同じように。それとも猫には、はじめから悩みなんてないのか？　はは、何て下らない事を考えているのか。

　傍かたわらに置かれた鞄の中から、黒いなめし革がわに包まれたナイフを取り出した。ナイフの柄は、採寸されたように僕の手に馴な染じんだ。

　左手で鞘さやを掴つかみ、ストッパーを親指で弾はじいて外し、刀身を外気へと晒さらした。露あらわになった白刃は、冬の空気を結けつ晶しようしたように冷ややかで無関心な光に輝かがやいていた。

　冷たく鋭するどい刃やいばを、左ひだり腕うでへと向けて近づける。刃が肌はだに触ふれ、皮ひ膚ふに押し付けられる。まだ、切れてはいない。ナイフに限らす刃は物ものというのは、押すか引くかしないと切れないものだ。それはつまりしっかりと磨みがかれ砥とがれたナイフなら、ほんの少しの力で簡単に切れるということでもある。

　僕は別に、死にたいわけではなかった。ただ、頭の中でぐるぐる回ってのた打ち回る、縺もつれ合った思考なり感情なりを鎮しずめたいだけだった。忘れたいだけだった。その為の方法を、僕は直感的に悟さとる事が出来た。

　線を引けばいい。赤い線を見み詰つめ、それ以外は『真っ白』にしてしまえばいいのだ。そうすれば、たとえ一いつ瞬しゆんしか効果のない対処療りよう法ほうでも、一時だけでも解放されるのだ。

　ナイフの柄つかを握にぎる指に、力を込めた──その時だった。



「やめて！」



　唐とう突とつに、切せつ羽ぱ詰つまった少女の声が響ひびいた。

　顔を、声のした方へと向けた。

　西にし周あまねミオが、立っていた。



　　　２



　息を切らしたミオは、まるで自分こそが傷付こうとしているかの表情で、じっと僕を見つめていた。服装は制服じゃなく、動きやすそうな私服姿だった。平日の午前中だというのに、学校に行く気はないらしい。では何をしていたのだろうかという事は、その顔を見ればすぐに分かった。

「やめて……」

　消え入りそうな声。本音に近い言葉ほど、彼女は声を落とす癖くせがある。

　それが、ミオの心の底からの願いだと分かっても、今の僕には──

「──五月蝿うるさいな」

　としか、思えなかった。

「君だって、こうしていたじゃないか。そんな君が、どうしてそんな事を言えるんだ？」

「あ……」

　僕がそう言い放つと、ミオは顔をゆがめて泣きそうな顔になった。痛みを堪たえる顔だ。己おのれを責める顔だ。罪に脅おびえる者の顔だ。

　僕は、そんな彼女の表情を見て──何な故ぜか、胸がすっとした。

「……ほっといてくれよ」

　ミオから顔をそむけ、再びナイフと、自分の腕うでに集中した。再びナイフの刀身を左腕に突き付けようとすると、ナイフを持った右手は、横合いから必死の力で掴まれた。

「……放してくれ」

　感情の枯こ渇かつした、意思すらも何ど処こかに置き去りにした、擦かすれ軋きしんだ機械的な声が、自動的に自分の喉のどから滑すべり出た。

「放してくれ」

　僕の右腕を握るミオに、もう一度同じ言葉を繰くり返した。

　ミオは顔を横に振って、僕の右腕を両手で抱かかえ込んだ。ナイフが間ま違ちがって彼女の身体を傷付けそうなくらい、身体ごとナイフを握る僕の腕を拘こう束そくする。

「お願い、やめて……それだけは……」

　僕の知る彼女には珍めずらしい、あふれ出る感情を抑おさえきれない、震ふるえて掠かすれた切れ切れカツテイングな言葉だった。僕の知っている、言葉少なに、穏おだやかで静かな声こわ音ねの彼女とは──

「……そうだよな」

　いま、僕はとても嫌いやな顔をしている。それが分かった。口くちの端はしだけ笑えみに引き攣つり、その一方で眼がん窩かの筋肉は、まったく微び動どうだにしていない。

「君だって、“〝西周ミオ”〟ではないのかもしれないのだものな。自分が信じられなければ、自分を大事に思うことだって出来ないものな。だから、せめて生きてる事を、存在する事を確かめる為ために傷を刻んで痛みを求める……とてもよく分かるよ、君が、いままでの君らが自分を傷つけてきた、その心の動きが手に取るように分かる」

　哄こう笑しよう混じりの声が漏もれ出るたび、僕の笑みはますます醜みにくく歪ゆがんでいった。自分で聞くのすら耳みみ障ざわりなその声は、何処かで──何処かで聞いたことのある声である気がした。

　ミオはとうとう涙なみだをこぼし始めた。涙をせき止めていた涙るい腺せんは緩ゆるみ、決けつ壊かいした。唇くちびるを噛かみ締しめ、細い眉まゆを強こわ張ばらせ、それでも涙を押おし留とどめる事は出来ないでいた。

　……それなのに、未いまだ僕の腕を放そうとはしない。むしろ涙を我が慢まんするのをやめたからか、さらに強く握り締めてくる。

「……放せよ。切れば楽になれるんだろ？　たとえ一時、一瞬──刹せつ那なでも、忘れられるんだろう？　だから……放してくれ」

「──いや」

　涙まじりの湿しめって擦れた、けれどはっきりとした否定の声だった。僕の腕を、僕の握るナイフを拘束するミオの手は、まったく緩むことがなかった。

「……放してくれ」

「いや」

「放してくれよ」

「いや」

「放せ」

「いや！」

「放せよ！」

「絶対にいや！」

　振ふり払はらおうと腕を振るおうとするが、ミオは華きや奢しやな身体では信じられないくらいの力で抱えこんでいた。自分の身体が傷つくことなんてまったく構わないとばかりに、被かぶさるようにして僕からナイフを遠ざけようとした。

　──その時の僕の心情を、どう表せば良いのか。

　周りから、音が消えた。光が消えた。目の前の少女だけが、僕の認にん識しきするすべてだった。混こん沌とんとした濁だく流りゆうは、残ったその一つに向かって雪な崩だれ込む。激しく苛いら立だちながら、歓かん喜きを伴うその感情──

「……そんなに否定するなら……」

　振りほどくのを諦あきらめた僕の口から、そんな台詞せりふが吐はき出された。

　じゃりん、と。

　力を抜ぬいた指の隙すき間まからナイフが滑り落ちて、何か決定的な音をたてて転がった。

「そんなに、僕に僕を、傷付けさせたくないというのなら──」

　涙で濡ぬれたミオの瞳ひとみに、ゆらゆら揺ゆれめく僕の影かげが映りこんでいた。

　影が──虚うつろな目と歪いびつな笑みを模かたどった僕の影シヤツテンが、

「──君が僕を傷付けてくれよ」

　と、言った。

「睨にらんでもいい」

　立ち上がり、覆おおい被さるように彼女を見下ろした。

「罵ののしってもいい」

　開いた左手で、逆に彼女の右腕を掴んだ。

「蔑さげすんでもいい」

　脅えを見せ始めた彼女の顔に、

「噛み付いても引ひっ掻かいても踏ふみ付けても……何でもいい。僕を……傷付けてくれよ」

　強ごう引いんに唇を押し付けた。そして、体重を掛かけて押し倒たおした。

「──っ！　んんっ──」

　捻ねじ込んだ舌を伝わって、ミオの呻うめきがこちらの口の中まで響いてくる。何を言おうとしているのかはよく分からない。知ろうという気も起こらない。

　僕の身体の下で、ミオが弱々しく押し退のけようとする。掴んで押さえ付けるミオの腕は、そのまま折れそうなほどに痩やせ細り、さっきまでの力が何処から出てきたのか分からなかった。

「──ぅあ……」

　唇を剥はがすと、ミオは苦しそうに息いき継つぎをした。

「……カズヤ……」

　ぐったりとして僕を見上げるミオ。

　僕は無言のまま、彼女の上着を引き上げた。

「！　いやっ！　こんな、の──」

　抵てい抗こうするミオ。

　──なんで抵抗するんだ？

　いつか、君が言った事じゃないか、と思った。『私を傷付けて』と。僕はその通りにしているだけだ。

「……いいだろう？　君が僕を甦よみがえらせたのは、こうする為だろう？」

「！」

「ああ、そうさ。僕が、君を傷付けてやる。だから、君は……」

　そうだ。君も、僕を傷付ければいい。とても簡単なことだ。とてもとても簡単なことだった。

　もっともっと僕を傷付ければいい。ワケの分からない悩なやみなんて吹ふっ飛とぶくらいの、大きく深い痛みを……

　もう一度、ミオの唇を塞ふさぎ、彼女の言葉を無理やり奪うばった。間近にある彼女の潤うるんだ黒瞳は、塞がれた唇の代わりに何かを訴うつたえていた。片手で彼女の両手首を押さえ付け、もう片方の手で彼女の身体を乱暴に弄まさぐった。ミオの身体が不規則にびくびくと震える。耐たえかねた様に瞳が閉じられた。

　無理やりミオを押し倒し、言葉で嬲なぶり、乱暴に弄もてあそんで、ほんの少しだけ苛立ちが収まった。代わりに、昏くらい満足感の火が灯ともる。

　理解する。

　今僕が、ミオに対して抱いだくこの狂くるおしい感情おもいは────“〝憎にくしみ”〟、だ。



　　　３



　……前までの僕は──一ヶ月前の『相坂カズヤ』は、西周ミオと、どのように睦むつみ逢あっていたのだろう。

　甘あまい言葉を囁ささやきながら、彼女の手を優やさしく握にぎり締めたのか？

　誰にも渡わたさないと、けして放さないと強く抱き締めたのか？

　いずれにせよ──こんな真ま似ねだけはしなかっただろう。こんな……

「………………っ」

　過呼吸気味の荒あらく小刻みな呼吸を繰り返し、僕は背を木の幹に預け──押し付け、自分のやったことから目を逸そらせずにいた。

　ミオが、倒れている。

　長い髪かみが、苦しみ抜いた痙けい攣れんの後みたいに、力なく地に広がっている。横顔に掛かった髪が彼女の顔を隠かくし、その顔色も表情も分からなかった。

　服は乱れに乱れ、パーカーが二の腕や肘ひじ辺りまでずり落ちている。ブラウスのボタンが弾はじけ、深く上下する柔やわらかな胸が露あらわになっていた。スカートが細い足の付け根まで捲まくれ上がって、その様子はまるで──

「……」

　ミオが、ゆっくりと身を起こした。スカートを調ととのえ、胸むな元もとを掴つかんで肌はだを隠す。ほつれた髪が俯うつむいた顔に引っかかって、その様子が余計にここで為なされた事の意味を、これ以上もなく僕に刻み付けた。

「────行けよ」

　ミオから顔をそむけて自分の爪つま先さきを見み詰つめ、強張った唇を震わせながら言葉を搾しぼり出した。

「行けよ！　辛つらいんだよ！　苦しいんだよ！　あんたを見てると！　さっさと……何処かへ行ってくれ……！」

　目を瞑つぶり、拳こぶしを握り、ぎりぎりと歯は軋ぎしりした。

　ミオが立ち上がり、ふらふらと遠ざかって行く足音が聞こえた。足音が聞こえなくなっても、僕は顔を上げる事ができなかった。

「…………は、はは」

　あんな事をしておいて、僕の中には罪悪感と同じくらいに深く根付いた──快感があった。

















　彼女を、他ほかならぬ僕が傷つけた。ミオに“〝相坂カズヤ”〟という存在を刻んだ。この僕が、西周ミオを冒おかした。一人の少女を一方的に組み敷しき蹂じゆう躙りんした征せい服ふく感──それは恐こわくなるくらいの高こう揚ようだった。暗く黒い強きよう烈れつな感情が、高笑いとともに僕の臓ぞう腑ふを焦こがしてゆく。

　──もっと傷付けてやれ。

　──あの女の表か情おを歪ませてやれ。

　──取り返しが付かないくらい滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやれ……！

　凶きよう暴ぼうな想おもいが、いまだ治おさまり切らずに体中を奔はしりまわる。全身をきりきりと蝕むしばんでいく。

「…………は、はは……あハハはははははははははははははハッっハハハハハハははッハハハハ────」

　自分で己おのれの身体を抱きながら、堪こらえようのない笑い声が溢あふれ出た。人気の無い神社の裏で、何ど処こにも届かないワライが──

「──ははハァッ、ハハっは────ちくしょう──」

　景色が歪む。

　瞼まぶたが熱い。

　涙が流れる。

　熱い涙だった。

　体内の熱の全すべてが凝ぎよう縮しゆくしたような。

　一筋流れる度たびに、一粒つぶ落ちる毎ごとに、熱が流出して体温が下がる。血が凍こおってしまったみたいに躯からだが軋きしんだ。心臓の脈動で砕くだけた破片の尖端カツテイング・エツジが、臓腑の隙間に刺さし込まれ、痛みに負けて身体を丸める。落ちた膝ひざが土で汚よごれ、額を湿しめっぽい剥むき出しの地面に押おし付けた。涙なみだの余よ剰じようが鼻び腔こうに流れ込んで、息苦しさに拍はく車しやをかける。

「ちくしょう、ちくしょう、ちくしょ……うう、う……ちくしょ……」

　ミオを押し倒す前よりも、僕はさらにぐちゃぐちゃになっていた。何も分からない。分かろうとする気き概がいも湧わかない。

「…………最低だ」

　それだけだ。分かっているのは、たったそれだけ。僕は、最低だ。

　よろよろと顔を上げると、すべて見ていたであろう、物言わぬ猫ねこの墓が目に入った。

「……最低、だよな？」

　呼よび掛けたが、何も返事はなかった。きっと、わざわざ返事をすることないくらい自明の事こと柄がらなのだ。

　首を廻めぐらし、取り落としたナイフを探した。いまこそ、切実に必要だった。これ以上、こんなごちゃごちゃとしたモノを抱かかえてはいられない。何なのかも分からないぐちゃぐちゃの混ざりモノを追い出してしまわなければ……！

　しかしナイフは、抜き身のシースナイフは影も形もなかった。鞘さやまでも消えている。その代わりに落ちていたのは、色の抜けたこの場にあって、鮮あざやかな真しん紅くの華はなだった。

「……」

　おずおずと、彼ひ岸がん華ばなを模った髪かみ留どめに手を伸のばした。金属で出来たその装そう飾しよく具ぐには、まだ仄ほのかに熱が篭こもっていた。髪を飾かざるだけの道具なのに、持ち主の温ぬくもりが残っている。

「ッ～～～～～～」

　わけの分からない言葉が、勝手に口を衝ついて出た。いや、言葉ですらなかったのかも知れない。

　すべてから見放された神社の一角で、ワケの分からぬ呻き声を、いつ果てるともなく吐はき出し続けた。



　　　Inter Cut



　転げ落ちる勢いで、彼女は石段を駆かけ下りる。胸に抱くのは一本のナイフ。黒くろ革かわで覆われたそのナイフを握り締しめ、西周ミオは脇わき目めも振ふらずひた走っていた。とは言うものの、目的地があって走っているのではなかった。混乱していたし、居た堪たまれないのもあったが、奪い取ったナイフを、一秒でも早く、一メートルでも遠く、相坂カズヤから遠ざけたかったのだ。

「……っ」

　黒いナイフ。それは、元々は彼女の物だった。彼女が、自らを傷付ける為ために使用していた道具だ。その痕あとは現い在まも、彼女の左ひだり腕うでに残っている。

　何な故ぜこのナイフが相坂カズヤの手にあったかは不明だが、彼が何に使おうとしていたのかは、ミオにはすぐに分かった。彼女がしてきた事と、まったく同じ事をしようとしていたのだ。

　ずっと捜さがし回っていたカズヤを見つけた時、ミオは頭の血が下がっていく音をはっきりと聞いた。自分の顔から血の気が引くのを、はっきりと感じられた。

　同時に、傷を刻むその手前で発見出来たことを、さんざん呪のろってきた運命に感謝した。いまならまだ間に合うと、一刻も早くこの忌いまわしいナイフを彼から遠ざけなければと、彼女は必死に走っているのだ。

「あっ──」

　足が地面を踏ふみ外し、盛大に転んだ。落っことしたナイフが、からからと道路を転がっていった。

「っつ……」

　おろし金みたいにざらざらとしたアスファルトに突っ伏ぷし、ミオは歯を噛かみ締めて悲鳴を押し殺した。

　勢いよく転んだので、肘や膝に擦すり傷きずが出来、ずきずきとした痛みを発している。それ以外にも、身体の各所に鈍にぶい痛みがあった。乱暴に一方的に、しかもあんな場所で身体を求められた結果だった。

「…………」

　転んだまま、彼女はなかなか立ち上がらなかった。立ち上がる力が湧いてこなかったのだ。代わりに湧き上がるのは、尽つきぬ後こう悔かいと、底知れぬ罪悪感だった。

　──拒こばみきれなかった。

　その事に、ミオは心臓を掴み出したいほどの後悔を感じていた。

　きっとカズヤは、あの後苦しんだに違ちがいない。自分の感じている後悔など、比べようもないほどに。ミオにはそれが分かった。かつて彼女自身が、カズヤに対して同じ事をしてしまったのだから。

「……カズヤ」

　ミオは呟つぶやき、よろよろと上体を起こした。膝の皮が破けて血が滲にじみ、彼女は顔を顰しかめた。ナイフの転がっていった方向へと目を向けると、そこにあったのは黒革の鞘ではなく、黒い革かわ靴ぐつだった。

　はっとして顔を上げる。

　黒いスーツを着込んだ男が、彼女の取り落としたナイフを持って、ゆっくりと近付いてきた。昼の手前の中ちゆう途と半はん端ぱな時間の為か、それとも空き地の目立つ一角である為か、周囲に人の気配は皆かい無むだった。曇くもり空の下、灰色の世界を歩いてくる真っ黒な男は、ふざけた表情もあいまって現実感が欠けていた。

「♪～～♪──」

　ミオはようやく、周囲に響ひびく口笛に気付いた。いままで自分の考えに没ぼつ頭とうしていて、まったく気付けなかったのだ。音源はもちろんと言うべきか、近付いてくる男からだ。気だるくて投げ遣やりな音程ながら、それでいて妙みような粘ねばりのあるリズムだった。

　洋楽に詳くわしくない彼女には分かりようもないし、口笛なので判別し難がたかったが、それはザ・ビートルズの《ハピネス・イズ・ア・ウォーム・ガン》だった。いくつもの演奏を切り張りし、何度も何度も編集作業カツテイングを行った末に収録された、全体的に陰いん鬱うつな感のあるロックだ。二分半ほどの短さだが、ある種の“〝歪ゆがみ”〟を孕はらんだ独特のリズムで、軽い酩めい酊てい感を覚える曲である。

《幸せとは温かい拳銃Happiness is a Warm Gun》という隠いん語ご的な題名通り、あまりお上品な音楽とは言えない。ビートルズの、もっと有名な《レット・イット・ビー》や、ＣＭに使われる《オール・ユー・ニード・イズ・ラヴ》のように、英語の授業などで取り上げられることも先まずないのである。

　故ゆえに、ミオはその歌詞を知ってはいなかった。幸運な事に。

「♪……こんにちは、西周ミオさん。一ヶ月ぶり、ですかね？」

　口笛を吹ふき終え、黒くろ威い兼けん互ごは朗ほがらかそうに挨あい拶さつした。口元に浮うかぶのは、相変わらず型で取ったお面みたいな安っぽさと薄うすっぺらさの笑えみだった。

「駄だ目めですよ？　大事なナイフを落としては。ちゃんと、カズヤくんに返して差し上げないと」

　黒威の台詞せりふを聞いた途と端たん、ミオは身体の痛みを忘れ、勢いよく立ち上がって手を振り上げた。

　ぱんっ……

　頬ほおを叩たたかれた黒威は、とても意外そうな顔をして、信じられなさそうに自分の頬を手で撫ぜた。信じられないという顔で、肩かたを怒おこらせ眉まゆを吊つり上げるミオを見詰めた。

「……驚おどろいた。まさに“〝考えるより先に手が出た”〟、というやつですね」

「カズヤにナイフを送ったのはあんたね！」

















「ええ、そうですよ」

　ひとしきり頬の痛みを確かく認にんすると、黒威は再び薄うす笑わらいを浮かべ直して首しゆ肯こうした。

「貴女あなたよりも、彼の方が妥だ当とうに思いましてね。ちゃんと洗せん浄じようし、きれいに研とぎ直して梱こん包ぽうしました」

「なんでそんな事を！　それに、カズヤに話したのね？　絶対に話さないという約束だったのに！」

「話してませんよ？　貴女に彼の再生の是ぜ非ひを問うた時の約束通り、『“〝私”〟は一言も相坂カズヤの現状を話さない』との契約通りです。私は彼に、B.R.A.I.N.complexの一言だって漏もらしてはいません」

　黒威は肩をすくめると懐ふところから煙草たばこを取り出し、火は点つけずに一本だけ口に銜くわえた。

「それに、『私は話さない』と誓ちかいましたが、『他者の行動まで制限する』のは契約外です。葛くず峰みねさんらが真実を語ったとしても、それを止める事も出来ませんし、ごくごく当然のことでしょうしねぇ。真実とは、ほっといても自おのずと明らかになるものです」

　銜え煙草をしながら話す黒威に、ミオは口を開いて反論しようとし、

「…………」

　そのまま口を閉じて言葉を噛み殺した。反論など、出来よう筈はずもなかった。真実を隠かくそうとしたのは自分で、今のカズヤの現状の発ほつ端たんも自分の一言が原因だったのだ。『カズヤを甦よみがえらせて』という。

　──何故……

　ミオは、自分の内に問い掛かけた。『何故こうなってしまったのだろう？』と。

　──嬉うれしかった筈なのに。

　──楽しかった筈なのに。

　──愛いとしかった筈なのに。

　──幸せだった筈なのに。

　──何故、こんな事になってしまうのだろう……？

「それは──」

　ざらりっ。

「──この世には作意と悪意が満ち溢あふれ、運命の車輪は欲望と絶望によって廻るからですよ。その事を、あなたは誰よりも存じているはずですよ？」

　ざらざらとした異物が、ゆっくりと混じってゆく感覚。何てことのない、軽けい薄はくで薄っぺらい言葉を、何でこんなに不気味に感じてしまうのか？

「貴女はまさしくすべてを与えられた女性パンドラだ。美しく聡そう明めいで、世界から祝福のろいを与あたえられ、深い愛情と強い憎ぞう悪おとをその身に刻んだ、類たぐい稀まれな観察対象アイドル。なればこそ、身に滲しみている筈です。希望は絶望を引き立てる香こう辛しん料りように過ぎず、優やさしさは憎にくしみを育はぐくむ揺よう籃らんである、と」

　まるで気負いのない力の抜ぬけた声なのに、黒威の言葉はミオの内側へと、じゅくじゅくと浸しん透とうしてゆく。彼女にはそれを遮さえぎることが出来ないでいた。

　──否いな。

　黒威の言葉は、もともとミオの内側にあるものを共きよう振しんさせているだけなのだ。自分の中にあるものだからこそ、その言葉を否定することは出来ない。脆もろくなったミオの心の隙すき間まに、黒く甘あまい毒がゆっくりと深しん淵えんから染しみ出してゆく。

「だからこそ、であるがこそ、あなた方の輝かがやきは価値を増す。もっと美しく輝いてください。もっと綺き麗れいに咲さいてください。私はそれが楽しみなんです。痛々しく儚はかなく狂くるいきったこの世界で、その無む垢くで純じゆん粋すいな想おもいを──もっともっと私たちに見せてください」

　ミオは呼い吸きも忘れて凍こおり付いた。

　この男は、何一つ嘘うそを吐いていない。嘲あざわらっているわけでもない。口調が軽薄なのも、自分の言葉を伝えようという意思に欠けているが故の結果なのだ。そもそも、自分の意思というものが、この男の声にはまったくない。自分の言葉も意思も、この問答でさえ、さほどの価値を見み出いだしていない。だからこその薄っぺらさなのだ。

　それが怖おそろしく思えた。この男が、意味深でありながらなんて事のないことしか言わないこの男が、実際には何もしていないのに気が付いてしまったからだった。せいぜい公演場所きつかけを提示しただけで、すべては舞ぶ台たいにあげられた者たちの即興演劇アドリヴだ。そしてその先に、目的などまったくない。

　この男は、この男たちは、ただただじっと見ているだけなのだ。それが何よりも怖ろしかった。手段のためには目的など関係ないと……手段と目的がこれ以上もなくひとつになったその在り方が、まるで契約と堕だ落らくを同一として嗜たしなむ、悪あく魔まの影かげにも似て──

「それでは、失礼します。どうか、頑がん張ばってくださいね」

　ミオの手にナイフを握にぎらせ、今度こそ一片ぺんの価値も意味も意思もない定型句を吐はき出し、黒衣の男は踵きびすを返した。

　これ見よがしにゆったりと遠ざかって行く黒い影を、ミオは瞬まばたきもせずに──瞬きすら出来ずに見送るしかなかった。

「……」

　黒威が去り、ミオは力が抜けてへたり込んだ。糸の切れたような力の抜け方かただった。

「…………」

　ミオは立ち上がると、地に足の着いていない、ふらふらとした動きで歩き出した。

　歩きながら、ミオは何度も、自分の手に戻もどってきたナイフに目をやった。自分の証明そのものだった刃やいば。冷たさも鋭するどさも身を以もつて熟知してきた、自分の分身ともいえる凶きよう器き。

　──いまでも、同じだろうか……？

　凪ないだミオの心に、そんな考えが細波さざなみのように走る。もう一度このナイフで切ったら、『真っ白』になれるだろうか、と。

「……」

　ミオは首を振ふった。

　橋の上だった。コンクリートブロックで覆おおわれた河か川せんに掛かった、一車線程度の橋である。ゆっくりと流れる水は灰色に濁にごり、川底を確認するのは至難の業わざだった。所々に流木や水草が引っかかって淀よどみ、三輪車の取っ手が突つき出ている始末だ。誰もが目を背そむけ、記き憶おくから消し去ろうとする類たぐいの川である。

　ミオはしばらくの間身み動じろぎ一つせず、じっと灰水の流れを眺ながめていた。しかし実際には、何も眺めていなかった。手にしたナイフを、気負いもなく川に放ほうり込む。

　黒いナイフは淀んだ川の流れに紛まぎれ、波は紋もんも押おし流され、何ど処こに落ちたかはすぐに分からなくなってしまった。








4th Cut

　　───逃避
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　家に帰ると、父は夕食の買い物にでも出たのか、玄げん関かんには鍵かぎが掛かっていた。

「……渡わたりに船、か」

　合鍵で解かい錠じようすると、忍しのび足でたたきに上がった。誰もいないのだから足音を立てないよう注意する必要もないのだが、後ろめたさからか、自然とそうしてしまった。

　二階に上がって物置から適当な鞄かばんを探し出すと、鍵の掛かった自室に戻って、散らばっていた着き替がえを適当に押し込んだ。ひっくり返した引き出しの下から通帳とカードを探し出し、学ランから着替えたウインドブレーカーのポケットに捻ねじ込んだ。学生鞄を放り投げ、もう一度鍵を掛け直して廊ろう下かに出ると、待ち構えていたらしいスサノオとアマテラスが、僕の足に纏まとわり付いた。

「…………」

　蹴けり飛ばしても良かったが、僕はしゃがみ込んで二匹ひきの喉のどをくすぐってやった。二匹とも気持ち良さそうにごろごろと喉を鳴らした。

　階段を下りると、黒くろ猫ねこのツクヨミが、玄関マットに立って僕と向かい合った。彼の金色の瞳ひとみは、まるで僕を糾きゆう弾だんするように鋭かった。

「……お前は分かってるんだな」

　語り掛けたが、ツクヨミは一鳴きもしなかった。ただじっと僕を見つめる。やがて視線をずらしたツクヨミは、僕の存在を完全に無視して、廊下の奥おくに歩き去った。

　靴くつを履はき、膨ふくれ上がった鞄を背せ負おい、玄関のノブを回す。外に出て鍵を掛けると、合鍵は玄関のポストに突っ込んだ。ドアの向こうで鍵が落ちる音を聞き届け、僕は家を後にした。



　最も寄よりの駅の窓口で、適当な特急の券を買った。どういうわけだか僕の通帳には覚えのない額が記き載さいされていて、おかげで金額を心配する必要はなかった。

　券を購こう入にゆうすると、すぐに駅のホームへと向かった。改札口を通り、エスカレーターは使わずに階段を上った。とくに意味はなかったが、少しでも自分の身体を酷こく使ししたがっているのかも知れない。これから家出しようとする人間にしては、とても不合理な考えだ。

「……何やってるんだ、僕は」

　一段一段階段を踏ふみしめながら、浅はかな自分自身を罵ば倒とうした。

　家出。よりによって家出だ。なんたる愚おろかしさ。そんな事、出来る筈もない。現代日本は、そんな事が許されるほど能天気でも平和でもない。捜そう索さく願ねがいの出された行方ゆくえ不明者なら、警察は九割近い発見・保護率を誇ほこっている。タイムマシンでもない限りは成功しないだろうし、成功したとしてもいつかはのたれ死ぬ……の、だろう。

　けれど、僕はこうするしかないのだ。たとえ失敗するにしても、此こ処こにいる訳にはいかなかった。これ以上此処に留とどまる事は出来ないのだ。それだけは、何一つ確かでない僕にもはっきりと確信できた。

　アナウンスが聞こえてくる。没ぼつ個こ性せい的な、事実だけを告げる音声を聞いていると、途と端たんに情けなくなった。家出そのものというよりも、家出にさえ公共機関を利用するような軟なん弱じやくさにだ。盗ぬすんだバイクで走り出すくらいの気き概がいがあれば、僕でも成功するかも知れないのに。けど、僕にはバイクを盗む技術なんてないし、そもそも運転もできない。なんて下らない人間なんだと思った。

　ホームへと上り終えると、手近なベンチに向かった。ぽつぽつとホームに立つ人々はほとんど大人だったが、そのベンチには僕と同年代らしき少年が座すわっていた。有名な某ぼうメジャーリーグ球団のロゴの入ったキャップを目ま深ぶかに被かぶり、深く座って線路を見み詰つめているようだ。

　僕はベンチに座るその少年から一つ分間を取って座り、鞄を両足の間に降ろした。顔を上げて空を見ると、全天にうっすらと雲がかかり、太陽の光を乱反射していた。おかげでうまく時間を測はかることができなかった。午前か午後か、それとも昼か。灰色の曖あい昧まいさが空を覆い隠かくしてしまっていた。

「……今年は寒さが早くやってくるそうだよ」

　横を向くと、隣となりに座った少年が、僕と同じように空を眺めていた。

「あと一週間もすれば、ここでも雪が降ふるかも知れない。ホワイト・クリスマスだな」

　彼は顔を少しだけ動かし、流し目気味に僕へと視線を移した。その瞳の色は秋の日差しのような、鮮あざやかな榛はしばみ色をしていた。

「君、は──」

　目深に被られていた帽ぼう子しが取られると、繊せん細さいな亜あ麻ま色いろの髪かみが露あらわになった。

「はじめまして、の方が良いかな。葛くず峰みね昂こうだ」

　僕に真実をぶちまけた少女──葛峰聖せいにそっくりの少年が名乗った。

「…………」

「そう睨にらまないで欲ほしい。君を止めに来た訳でも、拘こう束そくしに来たのでもないよ。ただ、なんとなく雑談したいと思ってね」

　葛峰昂はそう言うと、脱ぬいだ帽子を指に引ひっ掛かけてくるくると回した。

「……信用しろと？」

「信用する必要はない。僕は勝手に話す。君は聞いても聞かなくてもいい。気が乗ったら質問すればいい。どうせ次の特急が来るまで三十分はある。暇ひまつぶしにはなるだろうさ」

　彼は帽子を傍かたわらに置いて、上着のポケットから眼鏡ケースを取り出した。ケースの中の眼鏡を目を細めて確かく認にんすると、汚よごれでもあったのか息を吹ふきかけて丁てい寧ねいに拭ふいた。

「気になるとどうしても、ね。伊だ達てだからどうという事もないが、だからこそ気になってしまう」

「……だったら掛けなければ良いのに」

「そういう訳にもいかないのさ。これは、もう記号のようになってしまったからね」

　僕の嫌いや味みに、昂は律りち儀ぎに返事した。

　彼を眺めていると、なんだか不安に囚とらわれた。どうにも曖昧な表情で、間近で見ていてもぼんやりとしているように感じてしまった。息を吹きかけたら、霞かすみか煙けむりみたいに掻かき消えてしまいそうだ。珍めずらしい髪や瞳も、そんな現実離ばなれしている雰ふん囲い気きを加速させていた。拭き直した伊達眼鏡を掛けると、ようやく現実の地平につま先が触ふれた。

「……君を待つのは、案外簡単だったよ。二、三日ほど部屋に閉じこもり、そのあと無目的に街やら海やらを歩き回る。人ひと混ごみに紛れても寂さびしい場所で慨がい嘆たんしても孤こ絶ぜつや寂しさが埋うめられもしないし救われもしないと分かると、本当に孤こ独どくになりたいと思い始める。そうしたら、電車か高速バスで遠くまで家出だ。高速バスは隣の市の大型ターミナルの方が便利だから、どっちみちこのホームには上がってくる。階段に近いベンチで座って待ってればよかった。昨日から此処で待っていたが、来るのは明日か明後日くらいと思っていた。案外、早かったね」

「……それで、満足なのか？」

　拳こぶしをぎりぎりと握にぎり締しめ、これまで発したこともないようなケンカ腰ごしの姿勢で問い掛けた。

「そうやって……他ひ人とを勝手に評価して分ぶん析せきして、そうして自分の予想通りに動くのを観察して……」

「いや。まったく面おも白しろくない。むしろ落ち込むよ。『ああ、結局はこうなるのか』とね」

　昂は、本当に落ち込んだかのように溜ため息いきを吐いた。長く、深い溜息だった。

「……本当は、僕は、予想もしない行動が、結果が欲しかった……君は『ヒトを勝手に評価して分析して』と言ったが、それは他者だけか？　自分自身にだって、勝手に評価して分析して満足してしまってるんじゃないのか？」

「……何が、分かる」

　口に出してはいけない言葉というのが、この世にはある。それを言ったら御お終しまいだ、という言葉が。『生まれてきたのが間ま違ちがいだった』とか、そういった類たぐいの言葉だ。

「他人のあんたに、何が分かるって言うんだ！」

　そしてこの言葉も、その例に漏もれない、言ってみてもしょうがない言葉だった。けれどそれが分かっていても、叫さけばずにはいられなかった。

「分からないさ。分かる、と確信できるほど、僕は賢かしこくも愚かでもないからね。中ちゆう途と半はん端ぱなのさ」

　葛峰昂は、ぼんやりとした無表情なままに返事をした。

「ただ、一つだけ分かっている事がある。人間が誰かを理解するなんていうのは、絶対に無理だと言うことだ。たとえそれがどれだけ自分に近しい人間でも、たとえどれだけ愛いとおしい人間でも、たとえ身体と身体を触れ合わせても、たとえ心と心が繋つながっても、だ」

「そんな一いつ般ぱん論ろんで……」

「一般論じゃない。厳然とした、僕の経験だ。僕は、未いまだ姉さんを、葛峰聖という女ひ性とが良く分からない。たとえ彼女が僕と同じＤＮＡを持っていようと、どれほど彼女を愛おしく思っても、身体と身体を繋げて抱だき締め合っても、僕の心とセイの心が繋がっていても、だ」

　葛峰昂は、静かにそう言った。



　　　２



　快速電車が止まり、ホームの人々をほとんど飲み込んで去って行った。このホームに残っているのは、家出しようとしている現実を省かえりみない愚かな少年と、御お伽とぎ噺ばなしの王子様みたいな容よう貌ぼうの少年だけだった。

「アダムとイヴは知っているね？」

　少年の一方が──亜麻色の髪で眼鏡を掛けた葛峰昂が、何の面白みもない少年──僕に、脈みやく絡らくを無視した問い掛けをした。

「アダムとイヴだ。土から創つくられた最初の人間であるアダムと、アダムの肋ろつ骨こつから造られた最初の女性であるイヴだ」

　問いの意味を読み取れないまま反射的に頷うなずくと、昂は人差し指でくるくると宙に円を描えがきながら話を続けた。

「最初に創造されたのが男性というのは、いかにも父性社会の宗教らしいが……この御伽噺には一つの事実が隠されている。クローンの話だ」

　古代宗教と最先せん端たん科学がどう結び付くというのか。浮うかんだ疑問は、言葉に出される事なく霧む散さんした。葛峰昂の、それこそ予言者めいた物言いを邪じや魔まする事が、なぜか憚はばかられたのだ。

「クローンというのは、ほぼ同一の遺伝子を持った個体群のことだ。『ほぼ』同一と言ったのは、クローンの間にも遺伝子の活性が違ちがってきているらしいからだが……まぁ、今は置いておこう。

　アダムの肋骨から創造されたイヴとは、いわばアダムのクローンと言っても差さし支つかえない存在だ。ただ、アダムは男性、イヴは女性だ。同一の遺伝子から、性別の違うクローンが創れるかどうかだが──理論的には不可能じゃない。女から男のクローンを創るのはほとんど無理だが、男から女のクローンを創る事は出来る。

　性別を決める性染せん色しよく体たいは、男はＸＹ、女はＸＸだ。男から女のクローンを創る場合は、Ｙ染色体を取り除いて、Ｘ染色体を倍化すればいい。（ＸＹ‐Ｙ）×２＝ＸＸ、というわけだ。簡単な計算だよ」

　一いち卵らん性せい双そう生せい児じの双ふた子ごにも、時に男性女性の双子が生まれる事がある。確かその場合も、大本になる受じゆ精せい卵らんの組み合わせはＸＹだったはずだ。そんな情報が、頭の何ど処こからか転がってきた。けれどそんな場合ケースはほとんどないし、生まれてきたとしても女児の方は、先天的に重大な欠けつ陥かんを抱かかえている事が殆ほとんどな筈はずだった。

「話は変わるが、僕と聖の母は、長男を身み篭ごもった際に運悪く難病を患わずらって流産し、子供の産めない身体になってしまった。もう十九年も前の事だ。葛峰産業も、その当時は葛峰製薬工業という社名だった」

　昂は、僕が話を飲み込むのを待つように間をおいた。

　十九年前、と彼は言った。もしそれが本当なら、目の前の葛峰昂と姉（？）の葛峰聖は、どうやって生まれて来たというのだろう……いや、そんなことは、僕も目まの当たりにした異常な光景を思い出せば、十分に事足りた。

　僕の考えがまとまったのを感じたのだろう。昂は無表情に頷いて話を再開した。

「そう。葛峰昂と葛峰聖は、流産してしまった葛峰の長男のＤＮＡを元にした、双子のクローンだ。試験管の中で命を吹き込まれ、人工胎たい盤ばんと人工羊水で育はぐくまれた、現代の試験管の中の小人ホムンクルスだ」

　と言った。

「…………」

　僕は絶句して、目の前の少年の顔を凝ぎよう視しした。ほんの一週間前に白兎ホワイト・ラビツトの役を買って出た少女と、怖おそろしいほど似通いながら決定的に違う少年の顔を。

「もっとも、そんな真実を知ったのはほんの二年前のことだ。僕も姉さんも恵めぐまれて育った。母は、紛まぎれもない愛情を注いでくれた。そんな事、欠片かけらも考えはしなかった。だから二人で相談し、どっちが先に生まれたのかを決めた。何とも微笑ほほえましい事にね。それどころか、自分たちは選ばれた存在だとすら思っていた。誇ほこらしさに満ちていた。互たがいの心と心が繋がった僕らは、この世界にあって特別な二人なのだと、ね」

「心と心が、繋がる？」

「ああ、そうだ。僕と姉さんは、心と心を繋げる事ができる。思考や感情を、簡単に共有し合える。限定的な心話テレパシーとでも言うのかな。クローンだからなのか、それともそういった因子がもともとあったのか。理由はよく分からないが、物心付いた時からずっとそうだった。食事の時も心の中で美お味いしい不ま味ずいと言い合った。夜眠ねむると同じ夢を見た。繋がっている事を確かめる為ために、すぐに鬼おにが入れ替かわるかくれんぼをした。君と西にし周あまねミオを仲なか違たがいさせる為に、心を通じてタイミングを確かめ合った」

「……えっ？」

「そうでなければ、君と彼女を気付かせずに喫きつ茶さ店てんでかち合わせる事も、ずっと君に張り付いていた彼女の隙すきをつき、君を連れ出すことも出来なかったさ」

「じゃ、じゃあ……」

　ぶるぶると震ふるえながら、ずっと分からなかった最後の一欠けを確認する。

「僕とミオがケンカをしたという──僕が死んだ理由を作ったのは──」

「僕と姉さんがきっかけと言うことになるな」

　ぶちんっ、と。崩くずれかけの思考回路が切れる音を、聞いた。聞いた次の瞬しゆん間かんには、僕は葛峰昂の襟えり首くびを掴つかみ上げていた。

「辛つらいか？」

　葛峰昂は訊きいた。

「悲しいか？」

　僕が締め付けるのに構わず、淡たん々たんと言う。

「憎にくいか？」

　間近で僕を見返す眼めには、苦しみも悲しみもありはしなかった。

「君の内心は想像が付く。何も分からないんだ。色々なものがひどく混じり合って、何ひとつ区別カテゴライズできない。確かなものなどひとつもない。自分すら見失う……いや」

　薄うすく笑った。顔の筋肉と神経とが切断されたような、とてもちぐはぐした笑いだった。

「気付くだけなんだ。砂の城みたいな脆もろいモノだったと気付く。ちょっと目を離はなすと、いつの間にか崩れてる。崩れた砂の城を見下ろして、一いつ生しよう懸けん命めいに作っていた自分自身が、ひどくつまらない存在に思えてくる……」

　──ぞっ。

　僕は昂から手を放した。空から焚だきのやかんに触さわってしまった時の、振ふり払はらうような動きで手を放した。背中が冷え冷えとする。その逆に、掌てのひらにはじっとりとした汗あせが滲にじんでいた。

　恐こわかった。

　目の前に座すわる僕とそう変わらぬ歳としの少年に、僕はひどく脅おびえていた。

　葛峰昂が怖ろしかった。

　彼の眼め。僕を見み詰つめる眼。鮮あざやかな色の虹こう彩さいとはまったく別に、濃こく重く凝こごった闇やみが沈ちん積せきしていた。そしてその闇は、じっと僕を見返しているのだ。

　感情の薄い透とう明めいな瞳ひとみは見慣れていたが、葛峰昂の瞳は、それらとはまったく正反対だった。どこまでも人間的だった。何かを求めずにはいられない人間の瞳だ。何を？　何もかもだ。

　彼の瞳に映った僕は、いまにも黒い底無し沼ぬまに引きずり込まれそうに見えた。

「再生されたばかりの姉さんもそうだった。彼女はひどく混乱していた。君はほとんどすぐ死んで、なおかつ記き憶おくも残っていない。幸せだよ。楽な死に方で良かったね。だが……姉さんは違う。少しずつ死んでいったんだからね」

　──いったいどうしたら、こんな瞳が、こんな顔が出来るんだ？

















　戦おののく僕に構わずに、昂はうっすらと微笑んだままに話を続けた。

「森で迷子になるというのは、きっと寂さびしいのだろうね。寂しくて寂しくて、あまりに独りで死んでしまいそうになるのだろうね。けど、森の中で死んだ寂しさが分かるかな？　麻ま酔すいを打たれて腹を掻っ捌さばかれて、自分が鴉からすに食べられていく様子が想像できるかい？　お腹なかの中が空っぽになってゆく感覚を？　狂くるいたいのに、狂きよう気きの呼び水たる“〝痛み”〟がない。暗くさわがしい森の中で、ゆっくりと死んでゆく気持ちが、死の際の絶望的な寂しさを、君は想像できるのかな？」

　──森で迷子になったことはありますか？

　聖の投げ掛かけた質問が思い返される。

「僕の中にも流れ込んできたよ。激しかった心が、次し第だいに冷えてゆくあの感覚は……未だに忘れられない。見えない手がろっ骨の隙すき間まから差し込まれて、胸の中に底無しの穴を掘ほってゆく。深い深いその穴の上に、僕の心臓がぶら下がっているんだ。底の見えない穴から吹ふき上がる風が、心臓から始まって僕の身体を凍こごえさせてゆくんだ。僕の心まで“〝死の淵ふち”〟に引き摺ずり込まれそうになって、必死に心を鎖とざしたよ。あれ以上“〝繋がって”〟いたら、僕も一いつ緒しよに死んでいた。身体よりも先に精神ココロがね。

　それでもわずかな“〝繋つながり”〟を辿たどって姉さんを見つけたとき……僕は自分の腹を押おさえたよ。自分とほとんど似通った人間が、内臓を四方八方に飛び散らせているんだから。駆かけ寄よる事が出来なかった。あれが姉さんだなんて認めることなんて出来なかった。

　僕が姉さんの顔を確かく認にんして、そして僕の話をまるっきり信じてくれなかった警察に電話したのは、“〝繋がり”〟が完全に絶えてからだ。姉さんが死んでからだった。姉さんが物になってからだった」

「…………」

　僕は何も言えない。言えよう筈もない。彼の話そのものは俄にわかに信じがたいが、それでもその姿を見てしまえば何も言えなくなる。

　人形ひとがたの闇。虚きよ無むの怪かい物ぶつ。

　同情ではない。哀あわれみでもない。ただ目の前の闇を刺し激げきしたくなくて、僕は口を閉ざしていた。

「犯人は簡単に捕つかまった。我わが葛峰産業が乗っ取った会社の元代表だ。麻酔なり何なりの調達も容易だった。動機はたんなる嫌いやがらせ、八つ当たりだった。姉さんでなかったら、僕がああなっていたんだろうな。

　犯人を憎む気持ちにはなれなかった。そんな余よ裕ゆうもなかった。僕は、ただただ打ちひしがれていた。姉さんを失ったことに。文字通り、心の一部を失ったんだ。現実感のない日々だった。機械的に食事をし、義務的に授業を受け、自動的に眠りについた。何もかもが意味を失っていた。生きる理由なんて何もなかったよ。なのに何で死ななかったかと言ったら、とっくに死んだも同然だったから、あえて死ぬ必要もなかった。いつかどこかで急に壊こわれて動かなくなる……そんな予感を抱いだきながら日常を送った。

　そしてある日突とつ然ぜん、失っていた心の一部が補ほ填てんされた。懐なつかしすぎる感覚に、はじめはうまくその事実を飲み込むことが出来なかった。けど、嘘うそみたいな黒尽ずくめの男が現れて僕を病院に連れていき、僕は姉さんに再会することができた……けど、ね」

　ふぅ、と息を吐くと、彼は自分の掌を見詰めた。手相でも読むみたいにじっと睨にらんだ後、自分の未来に絶望したように首を振った。

「姉さんは、誰よりも僕を恐おそれた」

　何処からか鴉の鳴き声が聞こえてきた。僕はびくっとして後ろを振り向いた。けれど、背後には黒い羽根の一枚も見当たらなかった。不ふ吉きつな鳴き声は、降って湧わいたように聞こえてきた。

「……この世のどんな生物よりも鴉が嫌きらいなんだよ、セイは。鴉を見た時の心情はそう語っているし、口に出してもそう言っている。『あのワザとらしく黒い羽根や目玉や嘴くちばしや脚あしが大ッ嫌い』だと。そんな鴉よりも、姉さんは僕が憎かった。僕の中の“〝死の恐きよう怖ふ”〟が彼女を脅えさせた。フィードバックするわけさ。セイが夢や幻まぼろしだと笑い飛ばそうとしても、僕の記憶と感情がそれを許さなかった。自分が信じられなくなって苦しみはじめ、自分を痛め付けはじめた姉さんを目の当たりにして、僕はとっさにこう思ってしまったんだ。『目の前の姉さんは本当に葛峰聖ねえさんなのか？』と。思ってはいけない事だった。けれど思ってしまった。だから、セイはもっと苦しんだ。僕と姉さんの心は“〝繋がって”〟いるんだから」

　僕は奇き妙みように思い始めた。段々と昂のセリフに、「姉さん」と「聖」という、二つの呼び方が入り混じり始めた。同じ人物を指す筈の二種類の名詞は、込められた感情が微び妙みように異なっているように聞こえた。

　けれど彼自身は気付いていないのか気にしていないのか、相変わらずの口調で話を続けた。

「もちろん、目の前のセイがセイだと、今でも僕は確信している。だって、実際に心が感じられるんだ。それ以上の何が証明になる？　僕らがずっと、この世の何よりも大切にしてきた確かな“〝繋がり”〟だ。けど、それでも思ってしまった。だから破は綻たんした。矛む盾じゆんしてしまった。『自分が自分だと信じられないのに、自分が自分である証しよう拠こがある』のだと。間ま違ちがっているのは己おのれ自身か？　それとも僕か？　その狭間はざまで、姉さんは本格的に自分を傷付け始めた。僕は止めたよ。当然だ。自分の大切な人が傷付く姿なんて見たくもない。けれど、それ以上はどうしようもなかった。腕うでを掴んで止める僕を、姉さんは罵ののしったよ。生まれてきたのが間違いだったとまで言われた。だから言った。『自分に出来る事ならなんでもする』と。そしたら……セイはなんて言ったと思う？」

　漠ばく然ぜんとした笑え顔がおのまま、昂は僕に問い掛けた。

　僕は、その答えを知っていた。実際に耳にし、実際に口にしてしまった言葉だ。ほんの二時間前にしてしまった事だった。

「──『だったら、あなたがわたしを傷付けなさい』と、姉さんは言った。そうだ。僕は、姉さんを疵付けた……僕が姉さんをセイと呼ぶようになったのもそれからだ。僕は姉さんを抱いた。ああ、そうだ。僕はセイを犯おかした。何度も、何度も、何度も何度も何度も、セイを傷付けてきた。僕は、彼女の道具になった。セイを傷付けるための道具に」

　──理解してしまった。

　どうすればこんな、こんな底無しの闇を抱かかえ込んでしまえるのか。

　目を逸そらさなかったからだ。

　きっと、葛峰昂という人間は、逃にげることなく自分のしてきた事を焼き付けてきたのだ。暗くら闇やみから目を逸らさなかった。だから、暗闇そのものになってしまったのだ。

　ずっと僕に目を向けていた昂は、不意に視線を外して溜ため息いきを吐ついた。深く、長く、重い溜息だった。

「……こんな事、話すつもりなんてなかったのにな。あの西にし田だにだって話さなかった。なのになんで、君のように呑のん気きな偽ぎ善ぜん者しやに話してしまったのかな」

　僕は思わず息を呑のんで後退さった。顔を上げた彼の疲つかれきった姿が、ほんの昨日見たばかりの自分の全身像の、その行き着く先に見えてしまったからだった。

「話しついでに、もう一つ……“〝原罪”〟というものを知っているか？」

「……アダムとイヴが、禁じられた知ち恵えの木の実を食べてしまうのに端たんを発した、人類がもっともはじめに侵おかした罪……」

　からからに渇かわいた喉のどで、かさかさに乾かわいた声で答えると、昂は自じ嘲ちようするように手を広げて自分を示して見せた。

「知恵の木の実がもたらしたのは、詰つまるところ罪の知識だった。アダムとイヴは、罪と知りつつも神に嘘を吐いた。『木の実は食べていない』と……知恵の木の実がもたらした知恵持つ者の罪とは、罪を罪と知りつつ犯してしまうことを言うのさ。いけないと知りつつも、神を騙だまし、自分を偽いつわったように」

　葛峰昂は自嘲の笑えみを、さらに深くした。自嘲の亀き裂れつというのは何ど処こまでも何処までも、底無しに深くなるものなのだと見せ付けられた。

「だとすれば、僕が犯しているのは、まさに原罪そのものだ。その行いが傷と痛みしか生み出さない大罪と知りつつも、それを止める事ができない。そんな最悪の“〝繋がり”〟に縋すがりつくしかない……傷への執着カツテイング・コンプレツクス。罪と知りつつ犯す罪。それこそが“〝原罪”〟──この世でもっとも許されざる罪だ」

「…………」

　僕も昂も、最も早はや何も言えずに黙だまりこくっていた。そんな僕らを嘲あざ笑わらうように、スピーカーが電車の到とう来らいを告げた。僕ら二人きりしかいない平日のホームに、特急電車が犬の悲鳴みたいな声を立てて停車した。

「……行けよ」

　昂が言った。

「逃げられるなら、それに越こした事はない。逃げられるだけ、君は幸せだ。そうしてしまえば、少なくとも互たがいに互いを傷付ける事はない」

「……」

　僕は無言で鞄かばんを背せ負おい、電車に乗り込んだ。振り返ると、昂は座ったまま、虚うつろな顔を僕に向けていた。

「──────、────」

　圧縮空気の音とともに扉とびらが閉まった。電車はすぐに加速して、昂を、駅を、街を置き去りにして走り出した。

「……まったくその通りだ」

　葛峰昂が、別れの間ま際ぎわに言った言葉。電車の発車音にかき消されてしまったものの、僕にははっきりと聞こえていた。読どく唇しん術じゆつなんて出来なくとも、疑う余地はなかった。

　彼は、『さようなら、卑ひ怯きよう者もの』と言ったのだ。



　　　Inter Cut



　念のため学校に行ったが、相あい坂さかカズヤは来ていなかった。携けい帯たいに電話しても、先週の金曜日の夜からずっと同じように『圏けん外がいか電源が入っていないか』の無機質な音声が流れてくるだけだった。

　放課後になり、ミオは相坂家を訪おとずれた。

「カズヤはいないよ」

　応対したカズヤの父親は、実にあっさりとした物言いをした。おつかいでも頼たのんだような雰ふん囲い気きだった。

「あの、何処に……」

「さぁ、ねぇ。北か南か東か西か。僕にも見当がつかないね」

「それって、まさか……」

「一いつ般ぱんに家出と言われているヤツだね」

　ミオは立ち眩くらみを起こした。一番に心配すべき人物の態度が、彼女には理解不能だった。

「何でそんなにあっさりとしているんですか！」

「家出なんて、年とし頃ごろの少年にとっては麻疹はしかみたいなものだよ。不ふ肖しようの息子むすこは、そんな素そ振ぶりを全然見せなかったからね。逆に『ああ、ようやくか』なんて安心しているくらいだよ」

「何を呑気な！」

「必要な事なんだよ。カズヤにとっても、君にとっても。理由は、君が一番良く知っているんだろう？」

　問い詰めるつもりがするっと問い返され、ミオは言葉に窮きゆうした。

「西周さん。君はカズヤの事を心配してくれているが……それは間違いだ。一般論になってしまうが、自己犠ぎ牲せいを前提にした付き合いなんていうのは、自分だけじゃなくて相手もすり減らしてしまう。君があの子に求めているのは、その程度のものなのかい？」

「…………」

　優やさしく言い聞かせるような喋しやべり方に、ミオは唇くちびるを噛かんで黙り込むしかなかった。この人は分かっていないのだ、と彼女は思った。間違いも何も、諸悪の根源はすべて西周ミオじぶんにあるのだ。

「一週間経たったら、捜そう索さく願ねがいを出すよ。十六歳さいなんて半分子供だが、残りは大人だ。それまで、君も休んだ方が良い。美人が台無しだよ──とそうだ」

　彼は何かを思い出して家の中へ戻もどり、ビニール袋ぶくろを持って玄げん関かんに戻ってきた。

「薔ば薇らのお茶だよ。体調を整えてくれる。なに、心配は要いらないさ。親が言うのもなんだけど、あれでなかなか根こん性じようもあるしね」

　良い香かおりの包みを受け取り、ミオは形式的な礼を言って、相坂家を後にした。途と中ちゆう、何度か立ち止まり、カズヤのいなくなった家を眺ながめた。以前よりも活気が衰おとろえて見えたのは、果たして彼女の気のせいなのかどうなのか。

「…………」

　あんな風に言われたが、ミオもあの言葉を額面通りに受け取ることはしなかった。確かに彼女もまた、気き遣づかいを感じ取れるくらいには大人だった。

　元気な良りよ雨うの落ち込んでいる姿や、普ふ段だんは子供っぽい母親の沈ちん鬱うつな表情が脳のう裏りに甦よみがえる。ほんの一ヶ月半前に目まの当たりにした光景であったから、思い返すのはとても容易だった。

　──疫やく病びよう神がみ。

　良雨に言われた言葉が甦った。一ヶ月半前から、ずっと突つき刺ささっていた言葉だ。

　とぼとぼと、打ち捨てられた野の良ら犬いぬのような風情ふぜいで、ミオは帰き途とに就ついた。何度も唇を噛み、何度も左ひだり腕うでに爪つめを突きたて、何度も瞼まぶたをきつく閉じた。

　師走しわすを指折り数えるようになったこの時季、すでに周囲は真まっ暗くら闇やみだった。ほの白い街灯が照らす住宅地。すでに人々は暖かな家の中で、温かな食べ物を食べ、暖かな空気を共有していた。

　ミオは鞄とともに提さげ持つビニール袋に目をやった。なんてことない品物。けれど彼女にとってそれは、猛もう毒どくに等しい代しろ物ものだった。

　受け取るべきじゃなかった、と思った。

　すぐに返すべきだった、と思った。

　むしろ本物の猛毒だったらどれほど良かっただろうか、と思った。

　ミオは無意識の内に、左のこめかみ辺りに手を伸のばした。けれどそこに、あるべきものはない。求めるものはない。すでに、落としてしまった後だった。

　自宅近くまで戻ったミオは、思い直して道を逸れた。辿たどり着いたのは、小さな神社。家と家の隙すき間まに填はめ込まれた、とてもこぢんまりとした佇たたずまいだった。

「…………カズヤ」

　堪たまらず漏もれ出した、震ふるえた声だった。石造りの鳥居に額を擦り付け、とうとうミオは涙なみだを零こぼした。あとからあとから、涙は途と切ぎれることなく零れ落ちてゆく。

「カズヤぁ……」

　一度気が緩ゆるめば、我が慢まんしてきたものすべては弾はじけとんでしまった。涙を流せば楽になるなど、いったい誰が言ったのだろうか。刻一刻と、ミオの胸中は苦しくなる一方だった。

「──あらあら。まるで男に捨てられた女みたいですね」

　ミオは醜しゆう態たいを取り繕つくろう気力もなく、涙の張り付いた顔を背後に向けた。

「一束いくらの、どこにでもいる女みたい……違ちがうでしょう？　貴女あなたが流すべきは、そんな安っぽい涙じゃない」

　亜あ麻ま色いろの髪かみをゆらりとなびかし、榛はしばみ色の瞳ひとみを冷ややかに光らせ、葛峰聖は断言した。








5th Cut

　　───彷徨
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　特急の終着駅に着いた後、僕はその駅から一番早く出発する、一番遠くに向かう深夜バスに乗り込んだ。僕が座すわれたのはキャンセルされた席だったのだが、運の悪いことにその席は、能天気な大学生の集団にすっぽりと囲まれていた。

「その席に座るハズだったヤツ、風か邪ぜをこじらせてね。二ヶ月前から予定していた旅行だって言うのに、運の悪いヤツだよ」と、僕の席の隣となりに座った大学生が、頼んでもいないのに教えてくれた。六人か七人ほどのメンバーで、彼らは高校生が珍めずらしかったのか、十分に一度は誰かが代わる代わる僕に質問してきた。「傷心旅行かな？」という問いに、僕は「急な用事で親しん戚せきの家に行くだけです」と答えた。けれど彼らはハナっから僕の答えを信じていなかったし、僕も別にどうでもいいやと思った。彼らはバスが高速道路を走り出してからも元気で、ウノをしたり大貧民をしたりしていた。

「来年から研究室配属なんだよ」と説明された。僕も無理やり付き合わされてダウトをしている時だった。なんでダウトなのかと言えば、僕が「ダウトならやってもいい」と妥だ協きようした為ためだった。なんでダウトを選んだかといえば、適当な事を言っていればゲームをしているように見えるからだった。「僕らはサークルとかそういう繋つながりで知り合ったんじゃなく、ただ何となくつるんでいてね。来年からは皆みなばらばらの研究室に配属し、やがてばらばらの人生を歩んでゆくことになる。それが決定的になる前に、一度くらい一いつ緒しよに旅行をしようと思ってね」

「ダウト」と僕が言った。悲鳴が上がった。五回ゲームをして、何な故ぜかすべて僕の圧勝だった。

　消灯時間になり、それまでの騒さわぎようがウソみたいにすやすやと眠ねむる彼らを眺めて、僕もほんの二年後には大学生になっているはずなのだ、と考えてみた。けれどその考えは、どうにも現実感のない考えだった。

　毛布に包くるまって目を閉じると、すぐに寝ね入いってしまった。そして、すぐに起きた。いやな汗あせで、下着はぐっしょりと濡ぬれた。車内の緑色に光るデジタル時計を見ると、すでに夜明け近くの時刻だった。

　到とう着ちやくしたバスの目的地は聞いた事もない街で、当然ながら見たこともない街だった。ひどく寒く、僕はセーターをもう一枚重ね着した。駅の軒のき下したや道路の隅すみには、泥どろ混じりの雪が重なっていた。

　件くだんの大学生たちは「何なら一緒に回るか」と提案したが、僕は「親戚が待っているから」と言って断った。彼らは一つ頷うなずくと、ポケット・ウイスキーを新聞紙に来るんで僕に押おし付けた。「親戚に見つからないようにな」と悪戯いたずらっぽく言って、彼らは去って行った。手の中に収まったウイスキーの包みをどうしようか迷い、とりあえず貰もらっておく事にした。邪じや魔まな新聞紙を取とっ払ぱらうと、新聞紙の下には数枚の紙し幣へいも一緒に包まれていた。五千円札が六枚、全部で三万円もあった。僕はすぐに周りを見回したが、当然ながら喧やかましい大学生たちの姿はどこにもなかった。



　家出一日目はビジネスホテルに泊とまった。素す泊どまりで、食事も何も注文しなかった。何もせず、ただぼんやりとベッドに腰こし掛かけた。本さえ読まなかった。そもそも一冊も本を持っていなかった。修学旅行でさえ、最低二冊は携けい帯たいしていたというのに。

　暗くなると、貰ったウイスキーの蓋ふたを開けてみた。ビールで懲こりていたから、舐なめるよう口に含ふくんだ。辛からすぎて、激しく咳せき込んだ。それでも義務みたいに、咳き込みながらも無理やり喉のどに流し込んだ。三口目で眩暈めまいを起こし、気を失うようにして眠りに落ちた。

　翌朝、ホテルの精算を済ました僕は、痛む頭をよろよろと抱かかえながら、アウトドア用品の店を歩いて探した。半日歩き回ってようやく見つけたその店で寝ね袋ぶくろと、ついでに新しい靴くつを買った。そうして目的地もなく、適当に見当をつけて歩き始めた。暗くなると私鉄の駅を探して、終点までの切きつ符ぷを買って乗り込んだ。適当な無人駅で降りると、ベンチと自じ販はん機きの間に、寝袋に包まって入り込んだ。

　比ひ較かく的てきまともなのは──まともに覚えているのは──此こ処こまでだった。

　適当に歩き、適当なバスに乗り、適当な電車に乗り、適当な場所で眠った。

　眠る場所は橋の基部だった時もあったし、納な屋やの裏だった時もあった。電車の高こう架か線せん下だった時もあったかも知れない。

　一日中歩いていた日があったし、一日中電車やバスに揺ゆられていた日もあった。

　どれがどの順番で訪おとずれたのかははっきりとしない。

　五日目──たぶん五日目にもなると、僕はほんとうに日本にいるのか自信がなくなってきた。立ち寄ったコンビニで地図を確かく認にんすると、確かに日本にはいるようだった。自分の居場所が日本だと確認すると、次にこの街（町かもしれない）の銭湯を探した。そしてそのコンビニで洗面用具を購こう入にゆうし、見つけた銭湯まで三十分ほどかけて歩いていった。

　辿り着いた銭湯は、所謂いわゆるスパ銭というヤツだ。広くて大きくて、ごてごてしている。あまり好きになれなかったが、コインランドリーが備わっていた。洗せん濯たく物ものを全自動洗せん濯たく機きに放ほうり込んでコインを投入し、ドラムが回りだすのを確認してから湯場に向かった。鏡で確認すると、肌はだはかさかさで髪が絡からまりあっている。無人島に流れ着いた遭そう難なん者しやみたいだ。顔色も悪い。ろくなものを食べていないからだ。何を食べたか思い出せないくらいろくでもない物ばかりだったのだ。

　絡んだ糸をほぐすみたいに髪を洗った。顔を洗うと、いくぶんかマシな皮ひ膚ふが現れた。ひょろひょろとした髭ひげを剃そるのは、なんだかとても恥はずかしい思いだった。誰が見ているわけでもないのに、何でこんなに恥ずかしく思えてくるのか、ほんとうに不思議だった。

　湯に浸つかると、思わず溜ため息いきが漏れた。単純なものだった。一番最初に電車に乗ったときは、一回や二回のたれ死んだって構わないと思っていたのに。風ふ呂ろから出て身体を拭ふき、乾かん燥そうの終わった洗濯物をバッグに詰つめ直し、銭湯を後にした。

　夢を見たのは、その日の夜だった。



　それが夢だと、僕はすぐに分かった。何故なら僕の目の前にはミオがいた。彼女は穏おだやかに、静かに、はにかむように微笑ほほえんでいた。その笑え顔がおを見て、僕は納なつ得とくしたのだった。彼女が僕に微笑みかける事なんて、もはやありはしない。だからこれは夢なのだ、と。

　夢の中のミオは、僕の肩かたに頭を預けていた。僕が彼女の肩に触ふれると、彼女はおずおずと顔を上げ、そっと目を閉じた。

　──夢だ。

　僕はミオにキスをした。彼女の唇くちびるはしっとりと柔やわらかく、その感かん触しよくだけでうっとりしてしまった。

　卵の殻からを剥むくように、一枚一枚彼女の服を脱ぬがしていった。露あらわになったミオの裸ら身しんは、気が遠くなるくらい素す敵てきだった。

　──夢だ。

　僕はミオの身体を抱だき締しめた。僕が抱き締めると、ミオも僕を抱き返してくれた。ミオの身体を、ひとつひとつ確認してゆく。細い首筋。華きや奢しやな肩。胸に触れると、彼女は熱っぽい息を吐いた。左ひだり腕うでへと指をなぞらせると、彼女はびくっと身体を硬こう直ちよくさせる。僕が手を引っ込めると、彼女はゆるゆると首を振ふって「触れてほしい」と嘆たん願がんした。

　──夢だ。

　ミオの左腕に刻まれた傷きず痕あとを、ひとつひとつ確認していく。その細かな亀き裂れつに触れる度たび、僕の中に暖かな火が灯ともり、荒すさんだ身が癒いやされていくように感じられた。

　──夢だ。

　ミオに眼めで問い掛かけると、ミオは恥ずかしそうに、けれど少しだけ嬉うれしそうに頷いてくれた。

　──これは夢だ。

　僕はミオを抱いた。彼女の胸に頭を預けてその鼓こ動どうを直じかに感じながら、この夢が現実だったらどれほど良かったろうかと思った。目覚めたくないと思った。けど、それが無理な注文だと分かっていた。

　夢を夢と認にん識しきした瞬しゆん間かん、夢は覚めるものと確定してしまうのだから。



　　　※　※　※



「……」

　夢から覚めると、雨の音が聞こえた。寝袋からはみ出た顔の皮が霜しも焼やけになりそうなほど強こわ張ばっていて、瞼まぶたを開くのはなかなかに困難だった。

　僕は空き家の庭の軒のき先さきに寝ねていて、伸のび放ほう題だいの雑草がうまく僕を隠かくしてくれていた。しとしとと降る雨を眺ながめながら、『やってしまった』と思った。夢の中にいたときから、こうなるんじゃないかと感じていたのだ。久しぶりに夢を見たと思ったらこの有様だ。やはり風呂に入ってリラックスしたのがいけなかったのかも知れない。それとも睡すい眠みん薬やく代わりのウイスキーが切れてしまったからだろうか。こんな思いをするぐらいなら、二日酔よいを抱えていた方が百倍マシだった。

　そろそろと寝袋の中を確認すると、何とか寝袋は無事だった。寝袋を畳たたんで鞄かばんにしまうと、僕はねっとりとした下着の感触を誤ご魔ま化かすように、雨の中をゆっくり歩いてずぶ濡れになり、昨日世話になったばかりの銭湯へと向かった。
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　雨は午後には止やんだ。けれど雲は厚く、陰いん鬱うつな空気は居い座すわり続けていた。

　銭湯から出た後、僕はＪＲの駅まで歩いていって、一番早く発車する電車の切符を買った。乗り込んだ電車は鈍どん行こうで、十分おきには駅に止まった。僕は乗り込んでは降りて行く人々を観察し続けた。あの中に、僕みたいな人間はいるだろうかと考えた。どう見ても、彼らはみんな普ふ通つうの人々に見えた。はじめの五駅はその平へい凡ぼんさを羨うらやましく思い、その後は一駅過ぎる毎ごとに憎にくしみが積もっていった。

　絶望というのはこういうものなのだ、と思った。

　どんな悩なやみだって、死んでしまえば解放される。良くも悪くも、それは一種の“〝切り札ジヨーカー”〟だった。けれど、僕には最も早はや“〝切り札”〟はない。消去ボタンはない。いつ死ぬか分からないからイマを大事に生きるなんて御ご高こう説せつも通じない。

　昨日の自分は今日の自分か？

　明日の自分は今日の自分か？

　いや、そもそも僕は何を拠より所に、昨日と明日との接合点を見み出いだしてきたのだ？

　この電車に揺られる人々は、そんな疑問はあっさり棚たな上あげに出来る。何故なら『いつ死ぬのか分からない』からだ。そう思えれば、目先の物事の為に、たいていの悩みは据すえ置かれる。

　もう、僕に“〝切り札”〟はなかった。

　人ごみにいるのが辛くなり、急に吐きたくなってきた。適当な駅で降りると、僕はトイレへ行ってげぇげぇと吐いた。昼に食べた不ま味ずいコンビニ弁当をすべて吐き出した。汚きたならしくしみったれた駅の便所で、安っぽいコンビニ弁当を吐き出すというのは、手て酷ひどく打ち負かされた気分にさせた。最低だった。

　僕の降りた駅は、聞いた事もない名前の駅だった。駅前の県道に沿って歩いてゆくと河に突つき当たり、河を越こえると郊こう外がいの住宅街だった。すでに暗くなり、街灯の明かりも灯ともり始めていた。コンビニで適当にパンなりオニギリなりを買い、今夜の寝ね床どこを探した。うろうろと歩き回っていると、人気もなければ味気もない公園が見つかった。塀へいとフェンスに囲まれた、ありきたりの遊具が無難に配置された公園だった。公園というのは案外警官などに見つかってしまいそうにも思えるが、よほどのことがない限り、彼らは家出少年なんて保護しないという実態を、すでに僕は学んでいた。

　公園のベンチに腰こしを下ろし、さっき買った物から、胃が受け付けそうなものを選んだ。さして食欲もなかったが、甘あまいものなら案外食べ始めたら食欲も湧わいてくるかと思い、クリームパンを選んで袋ふくろを開けた。けど、やっぱり食欲は湧いてこなかった。半分まで食べたところで、もうこれ以上顎あごを動かしたくなくなって、水飲み場でがぶがぶと水を飲んで、口の中のクリームを洗い流した。

　ベンチに戻もどると、そこには一匹ぴきの三み毛け猫ねこが、迷めい惑わくそうな目付きで僕を見上げていた。首輪はしていないから野の良ら猫ねこなのだろう。僕はしゃがんで、玉座に腰掛けるようにベンチに蹲うずくまるその猫と、同じ視線で向き合った。彼女（三毛猫だからたぶん彼女だ）は、いかにも僕を招かれざる客として見ていた。

「……悪かったよ」

　僕は半分残ったクリームパンを、彼女の前に置いた。三毛猫はくんくんと匂においを嗅かぎ、まるで「ご苦労」とでも言いたげに低い声で鳴き、クリームパンを貪むさぼり始めた。彼女は、先にクリームを舐なめ始めた。前足で押さえながら、舌を器用に使って皮の内ない壁へきからクリームを舐め取ると、そこでようやく皮の方を食べ始めた。端はしっこの方から、少しずつ齧かじってゆく。その様子がやけに人にん間げん臭くさくて、何日かぶりに少しだけ笑えた。

　僕は鞄を回収すると、植え込みと塀の隙すき間まに寝ね袋ぶくろを広げ、コートを着たままもぐりこんだ。仰あお向むけになって空を見上げると、厚く垂れ込めた暗雲が公園の水銀灯に照らされ、僕は狭せまい匣はこに押おし込められているような感覚に襲おそわれた。どこにも逃にげ場所はない。孤こ独どくという名の匣に、僕はきっちりと閉じ込められていた。

　匣に閉じ込められた僕は、常に自分に問い掛け続けていた。外からやってくるものは遮しや断だんされている。自分に目を向けるしかなかったのだ。多くの質問があったわけではない。突き詰めていけばたった一つの質問が、匣の中で反はん響きようし、共鳴し、増ぞう幅ふくされているのだ。

　曰いわく、『僕は何なのだ？』

　様々な形を取って様々な機会で湧き上がっては僕を不安にさせてきたその怪かい物ぶつ的疑問は、いまや心臓を手に入れ肺を持ち、確かな脈動を刻みながら僕の中で息づいていた。もやもやとした身体しかなかった怪物は、やがて実体を持ち始める。細くスマートな体たい躯くを白しろ尽ずくめの衣装で飾かざった少年は、剃刀かみそりのように鋭するどい美び貌ぼうに、真冬の三日月みたいな笑えみを刻んだ。

「……生は絶望だろう？」

　白い怪物は言った。

「死は救済だ。漠ばく然ぜんとでも“〝終わり”〟の手て応ごたえがあるからこそ、人の気分は軽くなる。逆に“〝終わり”〟が見えないと、際限ない恐きよう怖ふが襲い掛かってくる。持久走と同じようなものさ。運動場二十周と五周だったら、走っている最中も後者の方が気が楽だろう？　“〝終わり”〟が手の届く所にあるからだ。それを取り上げられたら……本当に終わりだよ。救済はやってこない。終わりの無い、夏休みの宿題のようなものだ。絶え間なく続く、終わりの見えない問題集さ」

　怪物はくすくすと笑った。

「果てのない無明の森の中をいつまでも歩き続けるがいい、相あい坂さかカズヤ。我わが同どう胞ほう、いといとしき同類よ」

　森に潜む魔獣ジヤバウオツクのような、けたたましい不気味な笑い声が木こ霊だました……



　……いくつもの喧やかましい笑い声が、僕の意識を無理やり覚かく醒せいさせた。

　周囲は真っ暗だ。家々の明かりのほとんども消えていた。自動車の走る音さえ消えていた。世界がもっとも深く寝ね静しずまる時間だった。それだけにその笑い声は不ぶ躾しつけで嫌いやらしく、不快感を催もよおすくらい醜しゆう悪あくだった。

　寝袋から這はい出ると、植え込みの隙間から公園の中を覗のぞき込んだ。僕と同じくらいの高校生らしき少年たちが、派手で目立つが個性の無い格好をしてたむろっていた。彼らは頭の悪そうな笑い声を上げながら──こんな時間に大声で笑うのだから頭が足りないと思わざるを得ない──手にした石や空き缶かんを投げていた。投とう擲てき物の落ちる先には、一匹の猫がいた。僕がクリームパンをあげた、あの三毛猫だった。彼女は左の後ろ足をタコ糸のようなもので縛しばられ、公園に備え付けられた水銀灯のポールに繋つながれていた。彼女は投げ付けられるガラクタを必死に避よけていたが、動きが大おお幅はばに制限されている。僕の見ている間にも小石が当たって、彼女は小さい悲鳴をあげた。

「ストライクぅ」

「んじゃ、お前プラス一点な。ぶっちぎりじゃん」

「お前が下手すぎんだよ。ちゃんと牛ぎゆう丼どん奢おごれよ」

　ひとしきり笑った後、彼らはまた的当てを再開した。五人も雁がん首くびそろえておいて、どの顔にも罪悪感はゼロだった。

「……」

　何な故ぜかその光景は、僕を激しく苛いら立だたせた。感情的に思考的に、とても自然に「許せない」と思った。

　僕は鞄の中から十徳ナイフを取り出し、大事に取っておいたポケット・ウイスキーの空あき瓶びんを握にぎり締しめた。静かに植え込みから抜ぬけ出ると、気配を殺して彼らに近付いていった。あっさりと間合いに入ると、僕は瓶を思いっきり振ふり上げて投げ付けた。今しがた空き缶を投げようとしていた少年の一人に命中し、そいつはバランスを崩くずして無様に転んだ。驚おどろきで固まった彼らの合間を駆かけ抜けて、手にした十徳ナイフで三毛猫を拘こう束そくするタコ糸を切断した。彼女は驚いた顔で僕を見たが、自分が自由になったことが分かると一目散に駆けて行き、暗くら闇やみに紛まぎれて逃げていった。

「んだよ、テメェ」

　なんの捻ひねりもない台詞せりふだった。

　振り返ると、彼らは剣けん呑のんな顔をして、じりじりと僕に迫せまってきた。

「なに？　正義の味方のつもりか？」

「ざけやがって」

「逃げた的の代わりになってもらうぜ」

　あまりにセオリーどおりの台詞と喋しやべり方に、思わず笑いが込み上げて来た。相手もそれが分かったのだろう。彼らは青筋を立てて向かって来た。

「ワラってんじゃねーよ！」

　僕が瓶を投げ付けた男が振り上げた拳こぶしは、見事に僕の頬ほおにヒットした。避けるつもりも身構えるつもりも無かったので、僕はあっさりと尻しり餅もちをついた。

「バカが。カッコつけといてビビってんのかよ」

　背中を蹴けられた。息が詰つまって頬が砂にまみれた。

「カスが！」

「イイ子ちゃん振りやがって。ムカつくんだよ」

　次々に繰くり出される爪つま先さきや踵かかとに弄もてあそばれ、僕の身体はサッカーボールみたいに転がった。

　抵てい抗こうするつもりなんてなかった。

　僕は疲つかれきっていた。歩くのも疲れたし、悩むのも疲れたし、何より生きるのに疲れていた。これ以上、こんなワケの分からない自分を抱かかえていたくなど無かった。どうでも良かった。猫を助けた際のささやかな怒いかりは切っ掛けだった。すべてを投げ出すために必要な最後の一ひと押おし。今度こそ、僕は何もかもがどうでも良かった。このまま痛め付けられてもう一度死んだって、別に構わないし興味もなかった。

「イイ気になってんじゃねぇよ、このヤローが」

　彼らの一人が、僕の襟えり首くびを掴つかみ上げた。僕には立つ気力も無かったから、脱だつ力りよくしたこの身体は重かったのだろう。残りのメンバーに合図して、両側から僕の腕うでをつかませて無理やり立たせた。

「身の程ほど知らずがよくもやってくれたよな。見ろよコレ。ぜってーコブになるね」

　僕に語りかけるのは、どうやら僕が瓶を投げ付けた人物らしい。彼は僕のわき腹に一ひと蹴けりくれると、顎をしゃくって話を続けた。

「なんつの？　『怒り心頭に達す』ってヤツよ。ああん？　なんか言ってみろよ、このカスが」

「……『怒り心頭に発す』だよ、この馬ば鹿か」

　心頭とは心の中という意味だ。怒りは当然、心の中から発生するものだった。

「テンプレートな間ま違ちがいだ。馬鹿がカッコつけて、小難しいことわざ使うな」

「……ああそうかい。テメェ、死にたいわけな」

　ぴくぴくと目の端を痙けい攣れんさせ、テンプレート男は僕の胸を思いっきり蹴り上げた。きりもみしながら吹ふっ飛とぶ身体を、他人事のように感じていた。

「スカシ野や郎ろうが……あん？　なんだコリャ」

　視界の端で、テンプレート男が地面から何かをつまみ上げた。水銀灯に照らされた赤い色に、僕ははっとして目を見開いた。

「女物の髪かみ留どめか？　ははっ。こんなヤツが彼女持ちかよ。それで自分に酔よって、かわいそうなネコを助けたってわけか」

　げらげらと彼らが笑った。

「けどまぁ、こんなヤツの女だからな。きっとどうしようもなくつまんねぇ女なんだろうなぁ」

　テンプレート男が赤い華はなの髪留めを地面に放ほうり、踏ふみ潰つぶそうと足を上げた。けど、その足が振り下ろされる事はない。台詞を言い終える前に僕は立ち上がり、頭からぶつかっていってテンプレート男を吹っ飛ばしていた。

「んなっ？」

　髪留めを拾い、庇かばうようにして身体を丸めた。間かん髪はつ容いれず、蹴りの嵐あらしが僕を襲った。

「ざけやがって！」

「クズが色気出してんじゃねぇよ！」

　口々に罵ののしりながら、彼らは僕を袋ふくろ叩だたきにした。

　僕はじっと耐たえていた。手の平に収まる髪留めを庇って耐えていた。無様に地に伏ふして、亀かめのように丸まって背中を蹴られ続けた。

　──何をやっているんだ？

　そんな僕を、僕自身信じられなかった。

　どうでもいい筈はずなのに。全部どうだっていい筈なのに。歩くのも悩なやむのも生きるのも、みんな放り出してしまった筈なのに、なんで僕はこんなムキになって耐えているんだ？　こんな安物の髪留め一つの為ために、どうしてここまで……

「そうかいそうかい。分かったよ。明日の新聞に『少年Ａ』として載のりたいんだな？　だったら望みどおりにしてやろうじゃねーか！」

　致ち命めい的てきな何かが振り上げられる音がした。バットか木刀か、そういった類たぐいのものが風を切る音だ。

　僕はきつく目を閉じて歯を食くい縛った。

「…………」

　けれど、いつまで経たっても衝しよう撃げきはやってこなかった。薄うす目めを開けて顔を上げると、予想もしない光景が広がっていた。

「……何やってるんだよ、この莫ば迦か」

　沙さ姫きの部べみさき先せん輩ぱいは、テンプレート男の手首を捻り上げ、鋭い猫ねこ目めで僕を見下ろしていた。
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　いつの間にか、また雨が降ふり始めていた。雨というよりは、凍こおり掛かけの霙みぞれみたいな雨だった。傷だらけのこの身には、その冷たさが身に滲しみた。

「莫迦が。この莫迦が。阿あ呆ほうが」

　沙姫部先輩は、繰り返し僕を罵った。

　鋭するどく形のよい猫目。ざっくりと切り払はらった茶色い髪かみ。伝法な口調と男物の服装が、僕の知っている沙姫部みさきという少女の特とく徴ちようだった。けど、いま目の前にいるのは……

「……女装してる……」

　ワイルドな無造作ヘアーは綺き麗れいに梳とかされて、公園の粗そ末まつな水銀灯の光でも艶つややかに輝かがやいていた。着ているのはこれまで度たび々たび見てきた古着のシャツや頑がん丈じようで無骨なジーンズではなかった。仕立ての良い白いコートを羽織って、チェックのスカート（スカートだって？）を穿はいていた。足を保護するのはオーダーメイドで仕上げられたみたいにフィットしたロングブーツだった。ありていに言って、かなりまともな女の子の格好だった。

「……真っ先に言いたいのはそんな事か」

　ひくひくと唇くちびるの端はしを痙攣させ、先輩はそこだけは変わっていない鋭い目で僕を見下ろした。

　僕だって能天気な応対だと思う。けれどしょうがない。沙姫部先輩がこんな所にいるなんて予想の外で、しかも女の子らしい格好をして現れるのだから、まともな思考回路は軒のき並なみ凍とう結けつしていた。

「痛たたたたた！　は、放せバカ！」

　先輩に手首を捻り上げられたテンプレート男が叫さけんだ。捻られた手には金属バットが握られていた。

「……誰がバカだ。この脳足りんが！」

　先輩は一いつ喝かつすると、テンプレート男を──振り上げた。空中にあるテンプレート男と、刹せつ那なに眼めが合った。彼は自分が宙に浮ういているのに気付いていなかった。そしてそのまま、沙姫部先輩の背後に叩たたき付けられた。当然ながら、白目を剥むいて気絶していた。

「…………え？」

　誰も彼も間ま抜ぬけな声を漏もらして、つまらなさそうに鼻を鳴らす少女に目を向けた。先輩の無む茶ちや苦く茶ちやさを知っているはずの僕でさえそうだったのだから、他ほかの人間の驚きようはとてもよく理解できた。見た目可か憐れんな──怖おそろしい事に、そういう格好をすると育ちの良いお嬢じよう様さまみたいだった──少女が、男を一人放り投げたのを信じられないといった目付きだが、それは間違いなく現実に起こったことだった。

「……私は今、すこぶる機き嫌げんが悪い」

　冬とう眠みんから叩き起こされた熊くまのような唸うなり声だった。

「さっさとどっか行け」

　先輩は立ち竦すくむ四人の少年たちを睨にらみ付け、顎あごをしゃくって気絶したテンプレート男を示して見せた。

「ふ、フザけんな！」

「このアマ！」

「調子乗りやがって！」

「ヤるぞ、コラァ！」

「……そうかいそうかい」

　地鳴りのような効果音を、僕は確かに聞いた。

「私のストレス発散相手になってくれるってワケだ。もう一度言うが、私は、今、すこぶる機嫌が悪い。むかつくクソ親父おやじにこんなカッコさせられたんでな！」

　その後に行われたのは、けして喧けん嘩かではなかった。圧あつ倒とうでもまだ足りない。それは虐ぎやく殺さつに近かった。

　沙姫部先輩は手近な少年①の顔に拳を叩き込むと、鼻血を撒まき散らしたその少年の背後に一いつ瞬しゆんで回りこんで首を刈かった。ハイキックを食らったその少年が風車みたいに一回転する間に、次の獲え物ものの懐ふところに潜もぐり込んでいた。

　少年②の肺と喉のどとを肘ひじと拳で同時に強打すると、彼は喉を掻かき毟むしって苦しそうに跪ひざまずいた。苦しむ少年②をひとしきり観察した後、先輩は一つ頷うなずいてから踵を振ふり上げ、正中線に沿って額をかち割った。少年②は顔を真っ赤に染めて仰あお向むけに倒たおれた。

「ひっ」

「うわああああ！」

　こと此こ処こに至って、残った少年③と少年④も逃にげ出した。目の前の少女が獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうで、“〝的”〟が自分たち自身なのだと、ようやく理解したのだ。もちろん、理解するのが遅すぎた。

　沙姫部先輩は、それこそ猫科の肉食獣のようにしなやかに動き、苦も無く二人の少年を追い抜ぬいた。錯さく乱らん気味に腕を振り回して突とつ破ぱしようとした少年③の顔を鷲わしづかみ、地面に勢いよく叩き付けた。トマトが爆はぜるような音がしたが、おそらく気のせいだろう……たぶん。

「な、何なんだよ、テメェわああああ！」

　最後に残った少年④が絶ぜつ叫きようした。僕からは彼の後ろ姿しか見えなかったが、その脅おびえた顔は容易に想像できた。

「“〝通りすがりの私の味方”〟──とでも言いたいが、いまはちょいとそういう気分でもないな」

「何なんだよ……『赤い梅ばい雨う前線』じゃあるまいし、こんな化け物みたいな女いる筈が……」

「はん？　懐なつかしい響ひびきだな」

　忌いま々いましそうに言って首を鳴らした沙姫部先輩を、少年④はぽかんと口と目を見開いて凝ぎよう視しした。たぶんそうしている筈だ。そして彼は全身をぶるぶると震ふるわせ始めた。

「あ、あんたが、『赤い梅雨前線』……？」

「そう呼ばれてるな。面と向かって言われたのは初めてだが。かなり恥はずかしいから、その中学生が考えたような呼び方は止めろ」

「梅雨前線と一いつ緒しよに本州を横断しながら血の雨を降らせたって言う……？」

「ムカつく馬鹿どもをぶん殴なぐっただけだけどな」

　ざっ、と先輩が足音を立てて少年④に近付いた。少年④は遠目にも分かるぐらいの脅えようだった。

「もうこれ以上雨に濡ぬれるのもイヤだからな。さっさと──」

「ま。待て待て待て！　謝あやまる、謝るから……！」

「──消えろ」

　皆みなまで言わせず、先輩は少年④に抜き手を放った。「げぇっ」と蛙かえるの潰れるような声を上げ、少年④はばたっと倒れた。

「…………」

　あっという間に“〝的”〟を排はい除じよした沙姫部先輩は、散歩の途と中ちゆうみたいな足取りで僕の方に戻もどってきた。先輩はスカートを両手で押おさえながらしゃがみ込んで、僕と間近に目を合わせた。

「……『赤い梅雨前線』？」

「若さゆえの過あやまちだ。さっさと忘れろ」

　先輩はちょっとだけ頬ほおを赤くして、ぶっきらぼうな口調をますますぶっきらぼうにして吐はき捨すてた。気を紛まぎらわすように頭をがりがりと引っ掻き回すと、僕の頬に水すい滴てきが飛んできた。

「あのな、ひとまず聞くことは一つだ」

　先輩はめずらしく言い難がたそうに口をもごもごとさせ、意を決して放たれた言葉も小さくて曖あい昧まいなものだった。

「…………見えたか？」

「何が？」と聞き返そうとしたが、先輩の妙みように女の子チックなしゃがみ方──スカートを手で押さえ、足をぴったりと閉じている──を見て、質問の意味に思い至った。

「……黒はちょっと過激かと思います」

　言い終える前に、先輩の拳こぶしが僕の脳天に叩き込まれた。

「くそ。だからスカートは嫌いやなんだ」

　気絶する寸前、先輩の泣きそうな声が聞こえた気がしたが、確かめる前に意識は闇やみに没ぼつした。



　　　Inter Cut



　冷たい鉄灰色の空とは打って変わり、その部屋は暖かな光に満ちていた。じっとりとした雨のヴェールに覆おおわれた街の俯ふ瞰かんとは逆に、滲にじみのない真っ白なレースのテーブル掛けの上に用意された湯気を立てるカップには、澄すんだ紅くれない色いろのお茶が満たされていた。

「ローズ・ティーは、家庭で出来るハーブ・ティーの中でも人気のあるものの一つです。もともとバラ科の植物は、豊かな薬効を備えていますからね。薔ば薇らは、体内のホルモンバランスを整えてくれます。アンモニアなどの毒素の排はい出しゆつも助けてくれます。そして香かおりも良いですしね」

　葛くず峰みね聖せいは一通りの知識を披ひ露ろうすると、自ら淹いれたローズ・ティーを優ゆう雅がに口に運んだ。彼女の立ち振ふる舞まいは実に堂に入っている。ゆるく波打つ亜あ麻ま色いろの髪や華はなやかな制服などといった外観だけでなく、内面から滲み出る余よ裕ゆうのような空気が、そういった行動を当然のこととしていた。『そんな事は大したことないのだ』と言う風に。

「──うん。美お味いしいです。手作りなのですかね？　だとしたらとても丁てい寧ねいに作られたのでしょうね。家庭で作るハーブ・ティーのコツは、いかに手間を惜おしまないか、ですからね」

　かたん、と小さな音を立ててカップをソーサーに戻すと、

「どうぞ。毒は入っていません。あなたが貰もらい受けたものなのですから、どうぞご遠えん慮りよなさらずに」

　対面に座すわる少女ににこやかに微笑ほほえんだ。

「…………」

　西にし周あまねミオは、赤い水面に目を向けるものの、口をつける様子はなかった。ぎゅっと固く握にぎった拳を制服のスカートに押し付け、椅い子すに浅く腰こし掛かけて微び動どうだにしない。硬かたく凍こおった表情で、赤く染まった自分自身と睨み合い続けていた。

「困りましたねぇ……そう硬くなると、ゆっくり話も出来ませんよ」

　西周ミオと葛峰聖が居るのは、おそらくはダイニングキッチンと思われる部屋だった。もっとも、ちょっとした立食パーティーが出来るほどに広い。使われてはいないが、バー・コーナーまで常設されている。ベランダからは街が一望できる。その景色に、此処よりも高い建物は存在しなかった。

　六人がけのテーブルには、ティーセットが一ひと揃そろいしていた。本格的にではないが、それでも紅茶を淹れるのが唯ゆい一いつと言っていいくらいの趣しゆ味みのミオには、用意されたセットの品格と価値を測ることが出来た。平常だったら胸をときめかせていたかも知れないが、いまの彼女にそんな余裕はなかった。

「相坂カズヤに真実を伝えたのは、このわたしです」

　ミオの肩かたが震ふるえた。油圧ジャッキを使うみたいな動きで顔を上げると、葛峰聖は楽しそうに笑っていた。「取って置きの話があるのだけど……」と期待感たっぷりに話し始めるような顔だった。

「話す気になりました？」

「…………いまさら」

　ほんの数すう瞬しゆん、ミオの身体が内圧に耐たえるように緊きん張ちようしたが、すぐに力が抜けてしまった。柳やなぎのように萎しおれている。

「怒おこらないんですか？」

　意外な口調で聖が言った。

　ミオは首を横に振った。彼女の動きにつられて長い黒くろ髪かみも流れたが、水を吸ったように重々しかった。

「もう、そんなことはどうでもいい。いまさらどうこう言ったって、どうにもならないもの……」

「ふぅ、ん？　カズヤに関しても、どうでもいいのかしら？」

「……何を話すというの……」

　溜ため息いきとともにミオは言った。感情の希き薄はくな平へい坦たんな声だったが、かつての彼女とは──相坂カズヤに出会ったばかりの彼女とは決定的に違ちがった。今の彼女の声は、心臓だろうと魂たましいだろうと、あらゆるものを放ほうり出してしまえる者だけが発することの出来る、生ける屍しかばねの声だった。

「もう、私には何も……」

「ねぇ。わたし考えていたのだけど」

　聖は可愛かわいらしげに小首を傾かしげ、確かく認にんするようにゆっくりと、

「あなたがカズヤの壁かべになっていたのは、彼の代わりに自分が傷付こうとしていたからよね？　彼を守る為ために？」

　と言った。

　ミオは「……ええ」と空うつろな返事をした。

「だって、彼をああしてしまったのは、彼を傷つけたのは私だもの。だから、私はカズヤを守らなきゃならなかった。だから……」

「嘘うそ」

　たった一言。しかし、確かな力を持った一言だった。

「嘘、ね。あなたが彼を守ったのは……確かに、彼を傷付けたくなかったのかも知れないけど……もっともっと利己的なものだわ。あなたがカズヤに真実を知られたくなかったのは、大切な偶像に瑕きずを付けたくなかったからでしょう？」

「ッ……」

　びくり、と。死に瀕ひんした際のように痙けい攣れんした。

「あなた、ほんとうはほっとしたのじゃなくて？　彼の記き憶おくがなくなったのを。醜みにくい自分の記憶がなくなっただけではなく、自分のすべてを肯こう定ていしてくれたカズヤに戻ったのが嬉うれしかったのではなくて？　一番優やさしいカズヤに戻ってくれたのが」

「……ちがう」

「都合のよい人形が手に入った。都合のよい記憶だけを編集カツテイングした人形が」

「違う！」

　ミオは叫さけんだ。ガタンとテーブルが揺ゆれ、カップが倒たおれて紅茶が零こぼれた。白かったテーブルクロスが、何かの虐ぎやく殺さつの後みたいに赤く染まった。

「そんなこと思ってない！　カズヤはカズヤよ！　人形なんかじゃない！」

「けど記憶がなかった。本当に間ま違ちがいなく、“〝彼”〟は相坂カズヤかしら？」

「カズヤはカズヤよ！　だって……」

　──彼ひ岸がん華ばなは、やさしい花だと思うよ。

　ミオの脳のう裏りに温かな言葉が、暖かな光景が甦よみがえった。あれはそう、夏休みに縁えん日にちに行った時だった。

　──君にぴったりだと思う。

　小物を売っていた店先で、彼岸華を模かたどった髪かみ留どめに惹ひかれて見入っていると、カズヤは「それが気に入ったの？」と問い掛かけた。良い印象の花ではないので恥ずかしく思っていると、彼は真面目まじめくさってそう言ったのだ。

　──彼ひ岸がんに咲さくのは、彼岸に還かえって来る人たちを迎むかえる為なんだよ。だからこの花は慈じ愛あいの花なんだ。受け取り方なんて人それぞれだけど、僕はそう思ってる。僕も、この花が好きだよ。

　あんまりにも気き障ざな台詞せりふに唖あ然ぜんとし、だんだんと湧わき上がってきた嬉しさに何も言えないでいると、カズヤはさっさと髪留めを購こう入にゆうし、立ち尽つくしていたミオの横髪にそっと飾かざったのだ。

　──とても綺き麗れいだ、と思うよ。

「……カズヤはカズヤよ。B.R.A.I.N.complexなんて関係ない。カズヤはカズヤなの！」

「──そう。それが一番の問題なのよね」

　聖は必死な表情のミオを冷れい淡たんに見返し、無感動な手付きで自分の髪をいじり始めた。

「それが一番の問題なのよ。何の関係もないってことが。自分は自分としか思えないし、誰かもわたしをわたしとして感じている。そこだけ取り出したら生命活動が途と切ぎれたことなんて、まったく関係がないのよね。寝ねて起きた自分を自分と認にん識しきし、一日ぶりに会った友人がわたしをわたしと認識して話をする。まったく大差がない。それって何より怖おそろしいわよね？　死ぬのが大した事じゃない、大した事じゃなくなったなんて、死ぬことよりも怖ろしい事よ」

「……」

　裏返すように雰ふん囲い気きを変えた聖に面食らいつつも、ミオは聖の言わんとしている事をおおむね理解していた。

















　この世の大多数の人々が思い悩なやみ、思い悩みながら考えないようにしている事こと柄がらが、自分にとっては大した問題ではない。それは奇き妙みような実験の被ひ験けん者しやになったことなどよりも、よっぽど孤こ独どくを誘ゆう発はつする事実だった。基督きりすと教きよう徒との中に紛まぎれ込んだ、たった一人の仏教徒のようなものだ。拠より所がまったく違うのだ。

　信しん仰こう者しやだろうと無神論者だろうと、楽観主義者だろうと悲観論者だろうと、“〝死”〟だけは神聖不ふ可か侵しんの価値として君臨している。凡およそこの世の人々は、例外なく“〝死教徒”〟なのだ。

「だからこそ、やっぱり分からなくなる。じゃあ、やっぱりわたしは偽にせ者ものなのか。人の環わから外れた化け物なのか。自分が分からなくなる。だから欲ほしくなるのよ。“〝確かな何か”〟が」

　髪を纏まとめていた髪留めを取ると、聖の亜麻色の髪がふわりと広がった。ゆっくりと立ち上がって髪の隙すき間まから覗のぞく榛はしばみ色の瞳ひとみが、妖あやしく濡ぬれてミオを見み詰つめていた。

「……ねぇ。あなた、相坂カズヤに押おし倒されたんですってね？」

「！」

「何な故ぜその事を」と問い掛けようとしたが、その前にミオの唇くちびるは塞ふさがれた。テーブル越ごしに身を乗り出した聖が、自らの唇で塞いだのだ。

「……本当は望んでいたんじゃないの？　彼に無理やり抱だかれるのを、ずっと待っていたんじゃないの？」

　熱い息を吐きながら、唾だ液えきの味を確かめながら、聖はミオに囁ささやいた。突とつ然ぜんのことに硬こう直ちよくしていたミオは、はっとして身を退こうとしたが、聖はミオの顔を掴つかんでそれを許さなかった。

「抵てい抗こうする気なんて本当はなかったんじゃないの？　彼が自分を穿うがつのを、ずっと待っていたんじゃない？」

「……ちがう」

　ミオは首を横に振ふろうとした。しかし、それは封ふうじられている。

「傷付ける代わりに、傷付けられる事を期待してたんでしょう？　無理やり押し倒されて乱暴に犯おかされて──そんな光景を想像して自じ慰いしていたんでしょう？」

「そんな事ない！」

「乱暴にされて濡れたんでしょう？　無理やりされて興奮したでしょう？　辛つらくされて……感じたでしょう？　それは確かな感覚だったでしょう？」

　いとおしむ様に、聖はミオの頬ほおを撫ぜた。ミオは細かく唇を震わせ、自分の肩を抱きながら「違う」と呟つぶやいた。

「結局、あなたは相坂カズヤを道具にしたの。杖つえのように縋すがって、人形のように扱あつかって、ナイフのように傷付けさせた。“〝確かな痛み”〟を得る為に」

「やめて！」

　ミオはテーブルの上の陶とう器きや花か瓶びんを振り払はらった。高価なティーセットは粉々に砕くだけ、水やお茶がぶちまけられた。その真ん中にしゃがみ込み、ミオは必死に聖の言葉を否定した。

「違う、違う……私はカズヤを……」

「いいのよ。何も間違っていないわ。そうしてしまうのは当然のことじゃない」

　聖はテーブルを回りこんでミオの傍かたわらに立ち、ミオの頭を抱いてやった。ミオはなされるがままだった。

「悲しむ事はないわ。確かでない自分を確かにするには、そうするしかなかったんだから。何も悲観する必要はないわ。痛みを求めるのはとても自然なことなんだから。心や魂が信じられないのなら、肉体からだの感覚が、唯一確かなものなんだから」

　幼児をあやすように、聖はミオに語り掛けた。ミオがもはや何も言わなくなると、ダイニングに続くドアから、聖の弟である葛峰昂こうが入って来た。何の合図もなかったが、聖も昂も示し合わせたように頷うなずいた。

　昂は手にした布の包みを聖に差し出した。細長い布包みを受け取った聖は、ミオの目の前で包みを開いてゆく。

「さぁ、これを。我が慢まんする事ないわ。当然のことなんだから」

　包みから現れたシースナイフ。それはミオが数日前に河に投げ込んだ筈はずの、あのナイフだった。鞘さやや柄つかを新調したのか、形こそ変わらないものの、しっとりとした滑なめらかな光こう沢たくを放っていた。

「…………」

　ミオはナイフに手を伸のばした。慣れた手つきで鞘を握にぎり、鞘を外した。ナイフを見詰める瞳は、温かみも冷ややかさも抜ぬけた、金属光沢のような光を湛たたえていた。

「そう。それでいい。それが当然なのよ」

　心の底から満足そうな聖の声を、すでにミオは聞いていなかった。鉱物は、何も考えない。水晶クオーツの振しん動どうは、常に一定で起き伏ふくなどない。

　ミオは左ひだり腕うでの袖そでをまくり、手首を返し、ナイフを沿わせ──

「あっ…………」

　微かすかな痛覚の予兆とともに、西周ミオの意識は『真っ白』に染まった。
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　先まず感じたのは、柔やわらかく暖かなベッドの感かん触しよくだった。それほど上等なものではなく、何ど処こにでもあるありふれた物のようだが、これまでずっと寝ね袋ぶくろに包くるまって寝ていたので、身み動じろぎしたくないほどリラックスしていた。

　──起きなくては。

　反射的な思考は、すぐに棄き却きやくされた。『起きなきゃならない理由があるのか』と考え、すぐに『ない。まったくない』と答えが出る。身体がばらばらになるくらいに力を抜いて、柔らかな枕まくらに顔を埋うめた。このまま目覚めなくたって、一向に構わない……

「それは困るな」

　はっきりとした、強い意思に満ちた声。その声が、微睡まどろんでいた僕の意識を、一気に覚かく醒せいさせた。

「そのベッドを独どく占せんされたら、私の寝る場所がない。それともお前は、女の子を床ゆかに寝かせてるのか？」

　ベッドの足元に、起き上がった僕に向かい合うようにして対たい峙じする人ひと影かげがある。カーテン越ごしの白い光に照らされて、鮮せん明めいにその姿が眼めに焼き付けられる。

　象牙色アイボリー・ホワイトのブラウスに紺こんのセーターと、それらに合わせた色合いのタータンチェックのスカート。茶色の溶とけ込んだ髪かみは、綺き麗れいに梳とかされて纏まとまっている。いかにも品の良さそうな外見とは裏腹に、形の良い猫ねこ目めと良く通る声が、剣けん呑のんな鋭するどさを帯びて僕に向けられていた。

「沙さ姫きの部べ先せん輩ぱい……」

　僕の中学時代の恩人で、おそらくは命の恩人にもなった沙姫部先輩は、

「『沙姫部先輩……てんてんてん』じゃないだろが！」

　一いつ喝かつし、ずかずかと足音を響ひびかせて僕に近づいてきた。僕を見下ろす先輩は、これまで見たことがないくらい怒いかり狂くるっていた。今にも口から火を吐きそうだ。

「何やってんだお前は！　ミオちゃんをほったらかして逃とう避ひ行こうか？　適当にうろつきまわって自分を痛め付けて、それで自分を慰なぐさめてるってか？　甘あまったれるな！　挙句の果てに、悲劇のヒロインかお前は！　何やってんだよ、テメェ！」

　先輩は腕うでを伸ばし、僕の襟えり首くびを掴み上げた。ぎりぎりと締しめ上げられた。

「……何が分かるんですか」

　呼吸は苦しいし、体中がずきずきする。何より、疲つかれきっていた。先輩の叱しつ咤たも、今の僕には煩わずらわしく感じられた。ほっといてくれと思った。

「先輩に、何が──」

　先輩は、最後まで言わせてくれなかった。振り上げられた右拳こぶしが、僕の左頬を強打した。叩たたきつけられた先は枕とベッドだが、何の慰めにもクッションにもならなかった。

　痛みに呻うめく僕に頓とん着ちやくせず、今度は首そのものが掴まれた。吊つり上げられるようにして、先輩は僕の顔を引き寄せた。細い女性の腕とは思えない力だった。

「……何が分かるかって？」

　一言一言強調して、先輩が言った。鼻先が擦こすれるほど近くに、ともすればキスしそうなほど近くに先輩の顔があった。

　肝きもが冷える。首を掴まれてる事とは無関係に息が詰つまり、身体が硬直する。それほどに強きよう烈れつな、先輩の怒ど気きだった。

「じゃあ、お前に何が分かるっていうんだ？　分かるワケないさ。何も言わなけりゃ分かるはずもない。そして、よりによって私にその言葉を吐くとはね。ふざけるな！　その言葉を私に向かって言いたけりゃ、あと二・三回は死んで来い！」

　畏い怖ふと苦痛で硬直していた脳に、先輩の言葉がゆっくりと滲しみ込んで来る。『あと二・三回は死んで来い』だって？

「ああ、そうだよ。私にも埋まってるんだよ。臨りん床しよう段階に至ったB.R.A.I.N.complexの一号被ひ験けん者しや。モルモット一号というところかね」

　先輩はそう言って、僕を放ほうり出した。

　ベッドの上でがっくりと力の抜けていた僕の身体から、奥おく底そこからくつくつと笑いの衝しよう動どうが湧わいてきて、顔を醜みにくく歪ゆがませた。

「は、は、何だそりゃ……」

　先輩もそうなのか。

　これまで僕の話を真面目まじめに聞いていたのも、喩えとか何とかと思っていたんじゃなく、それそのものを知っていたのだ。いまさら疑う理由もなかった。あんな所にいてこんな事を言う時点で、何ら疑う理由はなかった。

「……じゃあ先輩は、僕の相談に乗るフリして笑ってたんですね？　全部分かってて、僕を誘ゆう導どうしてきたんですね？　何も知らずにあたふたして回った僕は、さぞ滑こつ稽けいでしたでしょうね。どうですか？　僕はうまく踊おどってましたか？」

　頭のどこかで『止めろ』と、胸の奥おくで『言うな』と声がする。でも、一度言いはじめたら止まらなかった。こんなことただの八つ当たりだと、いちゃもん付けだと分かっていても、口を閉じる事ができなかった。

「これで僕も貴女あなたの同類ですよ！　どうです？　さぞ満足でしょうね？　馬ば鹿かな人形が惨みじめったらしく踊り狂って、さぞ楽しかったんでしょうね！」

「……」

　先輩が無言のまま、手を上げたのが見えた。

　反射的に目を閉じ、歯を噛かみ締め、身体を硬かたくした。

　今度は右頬ほおか？

　それとも腹か？

　来るべき衝しよう撃げきに身構えていると、僕の顔は優やさしい感触に包まれた。いつの間にか、僕は先輩に抱だきとめられていた。

「……ごめん。助けてあげられなくてごめん。大事な時に居てやれなくてごめん。言いたくもなかったこと言わせてごめん」

　僕の頭を撫なでながら、先輩が言った。先輩の心臓の音が聞こえた。

「ごめん。ごめんね」

「────ッ」

　我慢なんて出来なかった。

















　縋すがるように抱き着いて、腹の底から泣き声を搾しぼり出した。僕の方こそ謝あやまりたかったのに、喉のどは僕の自由にはならなかった。ただ、嗚お咽えつを吐はき出すことしか出来なかった。

　先輩はそんな僕を、黙だまって抱いてくれていた。黙って見守ってくれていた。



「あんたと私が会ったのは偶ぐう然ぜん。あんたとミオちゃんが会ったのも偶然だよ」

　泣なき止やむまで辛しん抱ぼう強づよくまってくれた先輩は、今は椅い子すに座すわって僕に向かい合っていた。

　僕はベッドの端はしに座り、じっと先輩の話を聞いていた。

「もっとも、彼女があそこにやってきたのは、ある程度の方向付けの結果だろうね。あの街には、いろんな“〝被験者”〟がいる。B.R.A.I.N.complexに限らずね。私が知ってるだけでも、十人くらい同じような顔見知りがいるし。地方都市の学園都市化構想なんてのは、不安定な少年少女を集める為ための方便なんだろな」

「方便？」

「観察対象を一箇か所しよに集めるのは当然の選せん択たくだろ？　朝顔の鉢はち植うえだって、一箇所にまとめて観察するじゃないか」

「……何者なんですか、“〝彼等”〟は」

　今いま更さらながら、不気味に思えてきた。公おおやけに出来ない科学技術の実じつ践せんというだけでは収まらない、その巨きよ大だいな影えい響きよう力りよくに。自分の身に起きた事だけでいっぱいいっぱいだったが、国の計画にまで絡からむことの出来る組織とは、いったい何なんだ？

「んー、なんなんだろーな」

　けど、僕よりもよっぽど深く関かかわっているはずの先輩は、実にどうでも良さそうだった。興味のない野球試合の結果でも報告するような調子だった。

「idola、なんて名乗ってるらしいけどね。あの黒尽ずくめは『とっても怪あやしい秘密結社』なんて言ってたが。まぁ、世の秘密結社やらなんやらの名前を挙げたら、たいていはヤツらと繋つながってんだろーな」

「……イルミナティとかシオン修道会とか？」

「宗教的な色は皆かい無むだな。中世の錬れん金きん術じゆつ師しとかが、考え方としては近いかな？　有力者から資金を募つのり、実験によって真理を追究する。時たま、有益な研究結果を還かん元げんする。それを大規模に、組織的にやってるのがヤツらだな。資金を集める謳うたい文もん句くも同じだし」

「……不老不死……」

「臍へそで湯が沸わくってもんだ。ホントのホントに『不老不死を追い求める組織』だぞ？　私も、自分の身体のことが発覚するまでは信じなかったろうな。けど、確かに在る。時代遅おくれの黒尽くめミスター・ブラツクがエージェントを気取ってるようなのが、な。変なヤツらだよ。その気になれば未知のウイルスで人類を死し滅めつさせるくらいなんて何でもなさそうだが、積極的に何かをする事はない。世界征せい服ふくだって出来そうだが、そんな素そ振ぶりは毛ほどもないしな。もちろん、平和貢こう献けんにも興味がなさそうだが。ただ何かを与あたえ、与えられた者の行動と結果を見み詰つめ続ける。それだけなんだよ。“〝不老不死を追い求める”〟。ただ、それだけなんだ」

　先輩は肩かたを竦すくめると、やれやれと首を振ふった。やっぱり、何か気にしているようには見えなかった。

「ひたすら不気味なヤツらだよ。ただ在るだけってのが……けどまぁ、それならそれでいいかとも思って、私は無視してるけどな」

「無視って、そんな……」

「あいつ等は、言ってみりゃサナダ虫みたいなもんだ。不気味だし気持ち悪いが、無視しようと思えば無視できる。積極的にわざわざ係わり合いにならない方がいい。その時が来るまでは、な。私たちはサナダ虫なんかよりよっぽど重大で大切なものを山ほど抱かかえてるんだ。そうだろ？」

　先輩はそう言って、僕の目をじっと見詰めた。先輩の眼は驚おどろくほど澄すんでいたが、その奥底には幽かすかな揺ゆらめきがあった。その光が、混乱しがちな僕を、すんでのところで押おし留とどめてくれた。

「今のお前が、正にそうだ。サナダ虫を気にしてる暇ひまなんてない。そうだろう？」

「……僕は、先輩ほど強くなれません」

　僕は、先輩みたいに強くない。精神的にはもちろん、肉体的にだってあんな様だ。中学時代の一年半、僕は間近で先輩を見てきた。だから分かる。僕は先輩みたいに、自分で自分を確信できるほど強くない。強くなんてなれない。

「僕は、先輩みたいには思えません。今だって、自分が信じられなくて仕方がないんです。僕は弱い人間です。つまらない事で思い悩なやんで自分を疑い、同じ所をぐるぐる回り続ける……そんな下らない人間なんです」

「なんだ。分かってんじゃないか」

　先輩は、あっけらかんと、感心したように言った。俯うつむいていた僕は、先輩の言葉で思わず顔を上げてしまった。

「そう。それでいい。お前は私みたいに強くなる必要もないし、強く在る必要もない。私が強いと見えるなら、それはただそうなっただけだ。そんなのは単に視点アングルの違ちがいってだけだ。お前は、自分が『弱い人間』だと言ったな？　『下らない人間』だと？　なら、お前は人間だ。人間だよ」

「人間……」

「だいたい、死ぬだの何だので人間なのかどうなのかなんて、論点ずれてるぞ。まっとうでご立派らしい人間が獣けものにも劣おとるなんて、よくある話じゃないか。見み渡わたせば人間以下のヤツらなんて、何ど処こにでもいただろう？」

「……」

「そんで、お前は自分が信じられないと言ったな？　それは正しい。この世には信じられるだけの価値あるものなんて何処にもない。誰も彼も意味なく生まれ、世界は酷こく薄はくで生きる意義も与えてくれない。この世の森羅万象ありとあらゆるもの、すべては無価値と言う意味で等しい」

　先せん輩ぱいは手を広げて自分を、世界を示して語って見せた。あまりと言えばあまりな内容だが、先輩は徹てつ頭とう徹てつ尾びに言葉通りに納なつ得とくしていた。何ら気負いもなく、先輩は自分自身も含ふくめた全すべてが無意味だと言っていた。

　否定的で、徹てつ底ていして絶望を語る先輩は、それなのに何な故ぜか力強く映った。

「だから重要なのは、何を信じるかじゃなくて、何を信じたいかだ。それは自分を疑ったヤツにしか分からない。そしてお前は、とっくに答えを掴つかんでいる。最初から最後まで一いつ貫かんして、な」

　先輩はポケットから、ひとつのアクセサリを取り出した。赤い華はなをあしらった、掌てのひらに収まってしまうような髪かみ留どめだった。

「彼ひ岸がん華ばなの花言葉って、知ってるか？」

「……『悲しい思い出』……」

「それもあるな。けど、こういうのもある。『ただあなたを想おもう』ってな。どっちを選ぶかはお前次し第だいさ。それもまた、視点の違いってだけだ。何なら、お前がもっと素す敵てきで、みんながハッピーエンドになるような物語を作ればいい。そうして物そ語れを信じればいいさ」

　椅子から立ち上がると、先輩は僕の隣となりに腰こしを降ろした。ふわりと、いい匂においがした。先輩は僕の手を取って髪かみ飾かざりを握にぎらせた。それっきり、口を閉ざして僕を眺ながめた。

　手の中の髪飾りは、細かい瑕きずがいたるところに付いていた。瑕だらけだった。

「……無理ですよ」

　なんて情けない声だろうか。湿しめっぽくて震ふるえて途と切ぎれ途切れで、まるで弱々しい赤ん坊ぼうの声だった。

「僕は、酷ひどい事をしたんです。ミオに酷い事をしてしまったんです。そんな僕が、どうして彼女に会えるんですか？」

「ふ～ん。なら、もう諦あきらめるんだね？　なら、その髪飾り返しな。それもくだらねーもんだと、屑くずみたいなもんだと認めるんだろ？　なら、私が処分してやるよ」

　先輩が手の平を突つき出した。

　僕は髪飾りを握ったまま、先輩のその手を凝ぎよう視しした。

「ほれ。もう諦めたんなら、邪じや魔まなだけだろ？」

「…………ぃ……」

「あ？」

「…………ない……」

「ああん？　聞こえねーよ」

「いいワケない！」

　僕は叫さけんだ。腹の底からの叫びだった。間ま違ちがいなく、これまでの人生で、記き憶おくの中で、一番大きい声で発した言葉だった。

「いいワケない！　嫌いやだ、嫌ですよ……けど、だったらどうすればいいんです？　どうすれば、ミオに償つぐなえるんです？」

「相あい坂さか。あんた、ミオちゃんを恨うらんでるか？」

　僕の問いに、先輩は静かに問い返した。

「あんたをそんな様ざまにしたミオちゃんを、恨んでいるか？」

「……そんなはずないです」

　そんなはずない。だって、ミオは僕以上に傷付いたはずだ。そんな彼女を、どうして僕が恨む事が出来るんだ？

「なら、そういう事だろ？」

「…………」

　僕は押し黙った。言葉に詰つまったのではなく、先輩の言わんとしている事に思い至ったからだった。

「……そういう事で、いいんですか？　それって、とても傲ごう慢まんなんじゃないですか？」

「いいんじゃないの？　兎と角かく、恋れん愛あいは人を傲慢にするし。ま、良くは知らないから後は勝手にして。こう見えても、恋愛にはズブのど素人しろうとだから」

　先輩は冗じよう談だんめかして言った。

　僕は髪飾りを握り直した。まるで血の色のような、瑕だらけのアクセサリ。

「……そういう事に、素人も玄人くろうともないでしょう」

　僕は言った。先輩に合わせて、少しだけ冗談っぽく。わずかにでも笑える力が、僕の中に戻もどってきていた。

「ほら、すごく傲慢だ」

「先輩が教えてくれたんですよ」

「私が？　いつ？」

「いつもです」

「……傲慢。そんでもって、すんげー気き障ざ」

　先輩は苦く笑しようすると、ポケットから取り出した封ふう筒とうを差し出した。受け取って中身を確かく認にんすると、中には列車のチケットが入っていた。

「メリークリスマス」

　その言葉で、僕はようやく今日が十二月二十四日クリスマス・イヴだということを思い出した。

「少し早いプレゼントだ」

「……なんか、既き視し感かんがあります」

「だったら今度のプレゼントも期待してるよ？」

「何でも言ってください。無む茶ちやな願いも、精せい一いつ杯ぱいなんとかしてみますから」

　姿勢を正して先輩に伺うかがいを立てると、先輩はちょっと天てん井じようを見上げた後で、

「じゃあ男っ気のない寂さびしい先輩に、暖かい一夜をおくれ」

　と真面目まじめ腐くさって言った。

「…………」

「おいおい。黙だまり込むなよ。ちょっとしたジョークだって。ジョーク」

　先輩は照れくさそうに苦笑いして、手をパタパタと振った。

「……先輩」

「ん？」

「失礼します」

　先輩に近寄って、驚くほど無防備な顔の、その頬ほおにキスをした。

「……き、きゃあああああああ！」

　ほんの一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくの後、先輩は女の子らしい悲鳴を上げてベッドの上を後退さった。僕のキスした左頬に手を添そえて、混乱しきった顔で僕を凝視した。

「これが、僕に出来る精一杯です」

「……そう、そうなんだよな。この天然が。ほんとにもう……」

　先輩は顔を手で覆おおって俯いて一通り僕への罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はき出すと、拗すねたような眼めで僕を見上げてちょいちょいと手招きした。

「ちょ、そこの莫ば迦か。こっち来てここにしゃがめ」

　先輩に言われるまま、ベッドの脇わきにしゃがみ込んだ。

「ちょっと目を閉じてろ」

　言われるままに目を閉じた。先輩がベッドの上で姿勢を正す音を聞いた。僕の頬に先輩の手が添えられ、僕の顔を上向かせた。けどそのまま先輩は何もせず、迷うように指を小刻みに震わせるだけだった。

「……先輩」

「何だ？」

「生まれ変わって先輩と出で逢あったら、僕は絶対先輩に恋こいしますよ」

「……どれくらいの恋を？」

「夕立みたいに唐とう突とつで、嵐あらしのように荒あら々あらしい恋です」

「それは素敵だ」

「先輩は強くて頼たよりになって、タフでクールで、不ま味ずいコーヒーを飲む姿が様になる……」

「ふふっ。女に掛かける言葉じゃないな」

「とても格好良くて、とても可愛かわいらしい女性ですから」

「あははっ。清すが々すがしいくらい気障だな……ありがとうな、カズヤ」

　前まえ髪がみが持ち上げられ、額に温かな感かん触しよくがそっと押おし付けられた。とても長い時間だった気もするが、たぶん数秒足らずのことだったんだろう。

「──目を開けていいぞ」

　目を開けると、そこには沙姫部みさき先輩の顔があった。自信に満ちて、何にも負けそうにない、僕がこの世の誰よりも尊敬する先輩の顔だった。

「ほれ、さっさと行け！　あとはもう、一秒だって無む駄だにできないんだからな！」

　先輩は、文字通り僕の尻しりを叩たたいて立ち上がらせ、びしっとドアを指差した。

　僕は無言で先輩に頭を下げると、振ふり返らず、真まっ直すぐに部屋を後にした。手にした金属の欠片かけらは、温かな熱を発していた。



　　　２／Inter Cut



「……意外、ですね」

　明かりの落とされた部屋で、葛くず峰みね昂こうはベッドから身を起こした。挙動を静かに、心の動きは穏おだやかに。隣に眠ねむる姉を起こさぬ様、細心の注意を払はらってベッドから抜ぬけ出た。

「黒くろ威いではなく、貴女あなたから連れん絡らくをいただけるなんて」

『それよりあんたの携けい帯たいの番号を知っているのは驚おどろかないのか？』

「そんな事、貴女がちょっと本気になれば簡単でしょう」

『ふん。いろいろと高い代だい償しようを支し払はらったがな』

　伝法な男言葉だが、電話から漏もれてくるのは確かに女性の、少女の声だった。

「意外なのは、これが貴女の行動基準と矛む盾じゆんするからです。貴女は、相坂カズヤの味方ではないのですか？」

『私が？　相坂の？　まさか。私は“〝私の味方”〟だよ。誰の味方でもない』

「なら尚なお更さら。僕らは、少なくとも貴女の敵ではないのですか？」

『別に？　私はあんたらを敵とすら認にん識しきしてない。私にとっての“〝敵”〟は、あんたらほどちっちゃくはないんだよ』

「……言いますね」

『“〝本当の敵”〟ってのは、たいてい自分の近くにいる。近くの敵ほど危険度は増してゆくんだから当然だが、な。まぁ、それはそれとしてだ。相坂のヤツは、夕方にはそっちに着くだろうさ。切きつ符ぷも持たせたし、元気の源も渡わたしたからな。そっちは雪降ふってるか？』

「……時間の問題でしょうね」

　カーテンの隙すき間まから、そっと外を覗のぞいた。ほんの近くにまで厚く垂れ込めた雲は、今にも落ちそうなくらい重たげに見えた。

「少なくとも深夜には降ってくるでしょう」

『なら安心だ。その頃ころには諸もろ々もろ片が付いてるだろうからな』

「……なんでそんなに信用できるんです？」

　昂は少しだけ口調を硬かたくして問い返した。

「なんで貴女ほどの人が、あんな何て事のないヤツに入れ込むんです？　彼には何も出来ませんよ。何も出来ずに終わります」

『……意外、だな。そこまで何かを言い切るタイプとは視みえなかったんだが』

「誰だって分かります。甘あまく、馬ば鹿かなガキですよ。同じ所をぐるぐると回っているだけの、どうしようもない愚おろか者だ」

『分からないかなぁ？　だから面おも白しろいんじゃないか。愚ぐ鈍どんで莫迦で甘々なのが』

「……はぁ？」

　昂は、近きん来らいなかった、心の底から戸と惑まどった言葉を発した。不意打ちで胸のつっかえを一時忘れさせてしまう、そういう声の抜け方だった。

『はっきり言ってあいつは愚鈍だ。どうでもいい事をうじうじ悩なやみすぎるからな。どうしようもなく莫迦でもある。一度解決したはずの問題を疑い始めるんだからな。そんでもって、どうしようもない甘ちゃんだ。普ふ通つうだったら言えないような恥はずかしいセリフを、堂々と言ってしまえるんだからな。けど、だから楽しいんじゃないか』

「…………」

　昂には、相手の言う事が理解不能だった。小さな事で悩み、疑い、その癖くせ現実に対して認識が甘い。そういった人物ほど、B.R.A.I.N.complexという脳の迷めい宮きゆうに嵌はまり込む。もがけばもがくほど、運命の糸は絡からみ合う。そしていつかは壊こわれて終しゆう焉えんを迎むかえる。それだけではないのか？

　事実、相坂カズヤは逃にげ出したではないか。あれこそこれ以上ない脱だつ落らく者しやの証明だ。一度現実に目を背そむけた男が帰ってきたから、それが何になるというのだろう。

『さて。それはどうかな？』

　さらっと流れた一言に、昂はぎくりと肩かたを震ふるわせた。電話越ごしだというのに、心を鷲わし掴づかまれた気分になったのだ。

『案外、あんたが本当に望んでいたものも、手に入るかもしれないぞ？』

「……僕にはそんなものありません」

『おんや？　図星だったかな？』

「……やっぱり、貴女こそが意外ですよ。なんだか、これまでになく絶好調といった感じじゃないですか」

『ま、ちょっと覚かく悟ごを決めたしな。それによくよく考えてみたら、これで正式にフられたワケだしな。今はすっきりしてるよ』

「……」

『じゃ、後はよろしく』

　かるく明るい、なんの心配もない声を最後に、少女の声は途と絶だえた。残ったのは無機質な不通音と、無感動な眼で重い空を眺ながめる少年だけだった。



「……ぅ、うん」

　身体の芯しんに残った疲ひ労ろう感を意識しつつ、それを喜ばしく思いながら、葛峰聖はゆっくりと瞼まぶたを開く。榛はしばみ色の瞳ひとみに最初に映るのは、窓辺に佇たたずむ最愛の弟だった。

　葛峰昂は、しわくちゃの衣服を適当に身に着け、携帯電話を握にぎり締しめていた。窓まど枠わくに右みぎ肩かたを預け、わずかに開いたカーテンの隙間から空を眺めていた。

　聖は、ぼんやりとしながら昂を見ていた。そうして眺めていると、昂の周囲だけが現実感を失って、御お伽とぎ噺ばなしの一場面のように見えた。

「……」

“〝呼よび掛け”〟ようかと思ったが、聖はあえてそれをせず、シーツを巻き付けながら起き上がった。シーツを引き摺ずりながら、窓辺の昂に近寄る。背後から抱だき付いても、昂はそのまま空を見続けていた。

「……何を見てるの？」

　声を出して問い掛ける。

　繋つながろうと思えば繋がれただろう。幼い頃から、自然にやってきたことだった。距きよ離りも時間も関係なく、瞬しゆん時じに感情と思考を遣やり取りできる──それが聖と昂の、血よりも強い“〝繋がり”〟だった。けれど距離も時間も制約されない代わりに、他ほかの要因が“〝繋がり”〟を左右する。とりもなおさず、繋がる者同士聖と昴の心の深度ポテンシヤルが。イメージでしかないし、彼女らも曖あい昧まいな表現しか出来ないが、自分の胸の奥おくに在る底無しの井い戸どに、自分の心臓を投げ入れる──そういう想像イメージをした時の、全身が氷漬づけになったような感覚が、互たがいの声を遠ざけ、心を鎖とざすのだった。声はささやかな風のように遠くなり、分厚い氷が鼓こ動どうを停止させる。そうなってしまえば、心が“〝繋がって”〟いようがいまいが関係ない。

　聖は、今の昂に、そんな冷たさを感じたのだった。繋がろうと思って繋がれなかったら……そう思うと、彼女の心もまた冷ややかになってしまうのだった。

「……雪」

「え？」

「雪が降ってきた」

　昂の横から手を伸のばし、カーテンを引き開けると、重たげな雲の隙間から、ちらちらと白い結けつ晶しようが、ゆっくりと地へ向かって落ちていった。目を凝こらさないと分からなかった雪は、だんだんと勢いを増してゆく。

「素す敵てきね。ホワイト・クリスマス」

　聖は声を弾はずませ、そして小さなくしゃみをした。

「……風か邪ぜをひくよ、セイ」

　鼻をこする聖を、昂が後ろから抱きとめた。ぴったりと身体を寄せて、腕うでを回して聖を引き寄せる。

「んっ──コウ」

　聖は首を捻ひねって昂へと顔を向け、目を閉じてキスをせがんだ。すぐに、昂の唇くちびるが聖に重ねられた。いつもなら聖の方からその先をせがむのだが、今回に限って立場は入れ替かわった。昂が、開きかけの聖の口の中へと侵しん入にゆうする。それは、彼女の知る弟にしては積極的で乱暴がちなキスだった。

「んんっ──はぁ──」

　唇が離はなれると、聖は思わず息いきを吐はいた。その行こう為いから、“〝繋がり”〟つつある昂の心から、聖を強く求める感情が彼女の内側に流入し、それが彼女に幸福感を与あたえていた。

　聖は昂に向き直って、今度は自分からぴったりと彼を抱き締めて懇こん願がんした。

　──もっと、と。もっと自分を求めてくれ、と。何もかもが問題にならないくらい滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれ、と。

　踵かかとを上げて爪つま先さき立ちになり、昂の顔に自分の顔を近づける。息いき遣づかいも鼓動も、体温も心も感じ取れるくらい近くにいる昂は、これまで見せてきたどんな時よりもぼんやりとした顔をしていた。聖は近づけようとしていた唇から、思わず「コウ？」と問い掛かけた。

「どうしたの？　コウ？」

「……戻もどってくるそうだよ」

　誰が？

　心の中の問い掛けに、

「相坂カズヤ」

　昂は口に出して返事した。

「……へぇ」

　昂の言葉を聞いた聖は、とても面白そうにくすくすと笑った。

「そうかそうか。帰って来てくれたのね。良かったわ。このまま終劇なんて、つまらないもの。ようやくクライマックスね」

　聖は体に巻いたシーツを翼つばさのようにはためかせ、楽しくてしょうがないというようにくるくると踊おどり回った。

「ああ、だったら準備しなきゃ。ドラマチックな再会、エレガントな衣装。最高の舞ぶ台たいを用意しましょう」

　聖は踊り終えると、無骨で殺風景な昂の部屋から出て、また別の部屋へと向かった。その部屋のドアを押おし開けると、その空間は白く染まっていた。白い蛍けい光こう灯とうが皓こう々こうと灯ともっているのではない。一面のほとんどを使ったガラスドアから、蛍けい雪せつの白さが滲しみ込んできているのだ。そして床ゆかの一面には包帯が広げられ、その所々が赤く染まっていた。部屋の白さゆえに、一ひと際きわ鮮あざやかに、赤い花が咲さき乱れている様に錯さつ覚かくする。

　そして部屋の中央には、一人の少女が、力なく横たわっていた。

　白い絹の肌はだ着ぎを身に着け、伸びた手足は雪も恥らう白さ。床に広がる黒の長ちよう髪はつ。鋭するどい美び貌ぼうには倦けん怠たいと疲労の翳かげが染しみ付いていたが、彼女の美しさはそれで損そこなわれはしていなかった。むしろ、人形めいた無表情の冷ややかな美貌を彩いろどる陰いん影えいは、背中をぞくぞくさせられるような凄すごみすら薫くゆらせていた。彼女は右手に諸刃のナイフを持ち、左ひだり腕うでには包帯を巻きつけ、その包帯の至るところから血が滲み出していた。少女は刃やいばのような切れ長の眼めに、己おのれの内から滲み出す赤い血を無表情に映し、時折思い出したように白い息を吐いた。

「……起きて下さい、ミオさん」

　使い終えた包帯を避さけながら少女──西にし周あまねミオに近付いた聖は、穏おだやかな声で呼び掛けた。

「…………」

　ミオはほんの少しだけ顔を傾かしげ、流し目気味の横目で聖を見返した。もっともその瞳に、“〝見る”〟という意思は欠片かけらも存在しない。水すい晶しようか、それとも雪の結晶そのものの、ひどく透とう明めいで無機質な、景色を映すだけの瞳だった。

「ねぇ、ミオさん。相坂カズヤが、帰って来るそうよ」

「……」

　剥むき出しのミオの肩が震ふるえた。首がもう二十度ほど回転し、聖と向かい合ったミオの唇が震えがちに、

「カズ、ヤ……？」

　と名を呼んだ。

「ええ。そうです。貴女あなたが一番愛いとしいと思ってる男ひ性と。貴女を一番苦しめる男ひ性と。貴女が一番、傷付けたいと思っている男ひ性とです」

　聖は優やさしく、幼児に言い聞かせる母親のような言葉でミオを諭さとした。

「カ、ズヤ……カズヤ……私が、一番……」

「迎える準備をしましょう。晴れの舞台に相応ふさわしい服を用意してあります。其そ処こではっきりさせましょう。真実ってやつを、ね」

　聖は笑った。これでようやく証明されるのだ、と。

　笑う彼女は、気付いていなかった。彼女の背後、扉とびらの陰で聖を見み詰つめる昂の視線を、彼女は気付けずに笑っていた。
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　それは、夢の中でしかありえない光景だった。

　四方を高い木々に囲まれた森の奥、雪に覆おおわれたその場所には、真しん紅くの彼ひ岸がん華ばなが鮮あざやかに咲き誇ほこっていた。雪原から真まっ直すぐ伸びる彼岸華。季節感の入り混じった、夢でしかありえない光景だった。

　その中心に立った僕は、背後に気配を感じて振ふり返った。思っていた通りの人物が立っていた。

「なんとも愚おろかしく、バカバカしく、大おお甘あまな選せん択たくだね」

　白い着物を着て、黒蝶ちようを纏まとわせた西にし田だ貴き流りゆうは、心底僕を馬ば鹿かにして嘲あざわらった。

「つまりあれか？“〝愛こそはすべてAll You Needs Is Love”〟というわけか？　はははっ、今時流は行やらないぞ」

　彼は口笛を吹ふいた。空気まで凍こおったような夢の中で、その口笛は氷の軋きしみのように夢を震わせる。

「──よりによって、この世でもっとも不確かなものに救いを求めるとは。それは一過性のものだ。永遠になんぞ続かない」

「違ちがう」

「ああん？」

「僕は、別に愛なんて信じちゃいない。ただミオを信じたいだけだ」

「……訂てい正せいする。貴様は大馬鹿だ。そして、もっともつまらない人間だ」

　忌いま々いましそうに吐き捨すてる西田だが、僕が眉まゆ一つ動かさずじっとしていると、唾つばを吐いて声を張り上げた。

「この世には一片ぺんの価値もない。あらゆるものは塵ちりで、すべては屑くずだ。貴様もようやく、世界の嘘うそを目まの当たりにしたと言うのに……なぜ、そんな当たり前の、もっともつまらんものに固こ執しつする？　絶望しただろうが？　死を奪うばわれた己の在り様に！」

「もう、そんなまやかしには乗らない。死を奪われて絶望するなら、それは死に由来するのじゃなく、生に付き纏まとう絶望だ」

「……ほう？」

　西田は──いや、西田の姿をしたそいつは、激げき昂こうしていたのが嘘のように表情を引っ込めた。興味深げに、しげしげと僕を眺めはじめた。

「ああ、そうだ。死ぬとか何とか、そんな小難しい話なんてどうでも良かった。死ぬからどうとか、死なないからどうかなんて、最初の最初から間ま違ちがっていた。生きてる事の意味は、生きてる事そのものに問い掛けるべきだった。そして、自分が信じられないなんて当然の事だった。僕はそれを、ずっと身近に感じてきたんじゃないか」

　幼い頃ころから感じてきた違い和わ感かん──自分が一いつ致ちしていない感覚。あの気持ちを抱いだいていたのが“〝僕”〟なのかどうなのか……それはどうでもいい。

　重要なのは、それがいろいろな意味で当たり前なのだということだった。

「ふふん？　だが実際の問題として、貴様は普ふ通つうの人間とは別の存在だ。その事はどう説明つける気だ」

「そうしたらまた、悩なやむだけ悩んで、疑うだけ疑うよ。これまでのように。当たり前のように」

「……く、くくくっ。大きく出たな」

「……君には感謝してる」

　僕が言うと、西田の“〝影かげ”〟は目を丸くした。

「たぶん、僕がこうしていられるのは──」

「ふん。よせよせ。傲ごう慢まんなのも気き障ざなのも大たい概がいにしておく事だ。だが、忘れるな？　死を生に組み入れたお前は、これでずっと死の翳から逃にげられない。その内、生き続ける事に絶望するさ」

　西田貴流の“〝影”〟は、森の闇やみへと飛び退のき、ゆっくりとその身を闇に溶とけ込ませていった。

「そして、お前が不死というワケでもない。所しよ詮せんは僕もお前も、西周ミオも、過か渡と期きの実験に過ぎない。“〝死の恐きよう怖ふ”〟を克こく服ふくしても、“〝いなくなる恐怖”〟がお前を襲おそう。それもまた、当たり前の事だ。それまでは引き下がってやろう。忘れるな？　死の翳オレは、何時だってお前の中にいる。貴様の中に息づいているのは、吹けば飛ぶような愛ものだけじゃない。そのことを、よぉく覚えておくんだな」

“〝影”〟は獣けもののような高笑いを響ひびかせて、森の闇の中へと去って行った。
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　電車は、もうすぐ僕の街に着く。窓から外を眺ながめると、出来たばかりの白い高層建築物──ヴァインズタワーが、まさしく白い巨きよ塔とうとして天に立ち向かっていた。人間の造形物に突つき刺さされそうな垂れ下がった雲は、涙なみだのように白い雪を降ふらせていた。

　およそ一週間──一週間も僕は彷徨さまよい続けていたのだ──駅に辿たどり着くと、一週間前に僕を送り出したのと同じ人物が待ち構えていた。

「……ただいま」

　駅に降り立った僕は、そう言って葛峰昂に声を掛けた。彼はいつも掛けていた筈はずの伊だ達て眼鏡を外し、羽織ったロングコートの裾すそが風に揺ゆられてなびいていた。よりいっそう現実味を欠いた今の彼は、そのまま雪の中に溶けて消えてしまいそうにすら見えた。

「……なんで、戻ってきた」

　何な故ぜか恨うらまれているような眼で、昂が僕にぼやくように声を掛けた。

「何故……傷付けあう事しかできないのに、なんで戻ってきた。傷付けあう事になっても……傍そばに居たいのか？　そんな事をしてまで傍に居なきゃならないのか？」

　恨まれている、というのは語ご弊へいがあったかも知れない。彼は、はっきりと、僕を憎にくんでいた。

「……それでも、行かないといけないんだ」

「何故だ」

「もう、僕にはそれしか残っていないんだ」

　悩んで、疑って、逃げ回って、何もかもどうでも良くなった。ぼろぼろになって投げ出して、そして最後に捨てきれなかった。勝手に身体が動いて、どうしようもなく掴つかんで放さなかったもの、放せなかったもの。

「たぶん、傷付くんだろうと思う。傷つけるのだと思う。後こう悔かいする。辛つらくなる。損なわれ続けるのかも知れない。けど、どうしようもないんだ。どうしようもなく、僕はミオと一いつ緒しよにいたいんだ。もし、ここでまたミオから逃げ出したら、自分が自分でなくなってしまう……そう思ったら、もう、どうしようもなかったんだ」

　僕は、もしかしたら狂くるってしまったのかも知れない。自分の在り様を、彼女に投射して縋すがりたいだけなのかも知れない。情けなくみっともなく、幻まぼろしみたいなものに縋ろうとしているのかも知れない。

　けど、それが真実だった。

　何の裏付けもない、安っぽい自己陶酔センチメンタリズム。吹けば飛ぶような、紙かみ屑くずみたいなものかも知れない。それでも、最後の最後で僕に残されたのは、そんな安っぽい紙屑だけだった。

　そして、僕はその紙屑を、ただの紙屑だなんて思いたくはなかった。

「……傲慢だ」

　昂はゆっくりと、力なく首を振った。

「それは傲慢だよ」

「そうかも知れない」

　僕は認めた。そんな事は先刻承知だった。

「さぁ、案内してくれ。ミオのところへ」

「……いいだろうさ」

　昂が僕に背を向け、幽ゆう霊れいのように歩き始めた。

「傷付きあって……絶望するがいいさ」
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　皮肉った舞ぶ台たい設定に、僕は深く深呼吸をして身構えた。

　葛峰昂はすでにいない。僕を舞台に案内し終わると、無言で立ち去って行った。

「……」

　僕は降ってくる雪に目を細めつつ、目の前に立つ建物を見上げた。ほとんど二週間ぶりにやって来た、その白く染まった建物。僕とミオが出会った高校トコロに、僕は一歩一歩足あし跡あとを刻んで向かって行った。

　玄げん関かんに、女子の制服であるスカートが挟はさみ込まれていた。ドアを開くと、雪を吸ったプリーツスカートは、湿しめった音をたてて落ちた。その先には、セーラー服のスカーフが落ちている。

　既き視し感かん。敵意ある冷ややかな空気に満ちた校内を歩きながら、僕は暑くて湿った夏の風を嗅かいだ気がした。

　階段まで辿り着くと、あとは何かの痕こん跡せきを探す必要もなくなった。一直線に階段を駆かけ上がり、屋上へ続くドアのノブに手を掛かけた。開く前に、金属製のそのドアを確かく認にんすると、予想通りというべきか、一枚の紙切れが張られていた。紙切れには、

『To be or not to be, that is the question.』

　と書かれていた。嫌きらいな言葉だった。シェークスピアは嫌いだ。

　扉を、開く。

　すべては白く染まっていた。街も、空も、屋上も。雪が積もり、何もかもを覆い隠かくしてしまっていた。

　そしてその真ん中に、白く染まった世界の影の如ごとく、西周ミオは黒く染められた衣装を纏い、僕を待ち続けていた。

「…………」

　きゅっきゅっ、と雪を踏ふみ締しめ、ミオが背中を預ける屋上のフェンスに近付いて行く。

　ミオが身に着けているのは、かつてこの屋上で見たものに似たゴシックドレスだった。緻ち密みつな刺し繍しゆうの成されたレースが袖そでや裾を飾かざり、そしてふんだんに使われた真しん紅くのリボンが、飾るというよりは拘こう束そくするように腕うでやロングスカートに絡からみ付いている。腰こしには艶あでやかなベルトが巻かれ、銀の金具が時折鈍にぶく輝かがやいた。

　けど、僕が服装よりも気になったのは、左の袖から垂らされた、斑まだらに赤く染まった包帯だった。

「…………」

　五歩ほどの距きよ離りを取って、ミオに向き合った。手を伸のばしても触ふれられない、けれど、この雪の中でも声が届く距離だった。表情も見定められる距離ではあったが、長い黒くろ髪かみは艶やかながら纏まとめられていなくて、横髪が顔の半分ほどを隠してしまって表情がよく分からなかった。

「……ミオ」

「カズヤ。ごめんなさい」

　僕の呼びかけを遮さえぎるように、ミオがはっきりとした声で語り掛けてきた。

「全部、私が悪かったの。私がいなかったら、きっとカズヤが傷付く事も無かった。きっと、カズヤが苦しむ事もなかった。きっと、カズヤが死ぬ事だってなかった。きっと、カズヤは普通に生きて、普通に勉強して、普通な彼女をつくって、その彼女と結けつ婚こんして、子供をかわいがって、孫が出来て、普通に歳としをとって、お互たがいに歳をとった奥おくさんと思い出を語っていた筈だった。きっと、カズヤは普通だけど、優やさしくて幸せな人生を送れるはずだった」

　ミオの言葉は、とても淡たん々たんとしていた。感情の揺れはなく平へい坦たんだった。

　ただ当然の事を当然のこととして話す。たったそれだけのしゃべり方だった。

「私がずっと諦あきらめていた生き方が出来てた。私は二年前から、ずっと思っていた。『私みたいな人間と関かかわったら、その人の人生も歪ゆがんでしまう』と。私は、呪のろわれてるの。B.R.A.I.N.complexの事だけじゃなくて、存在自体が呪われてる。誰より死ぬべきなのに死ななかったから、神様が呪いをかけた。だから人と関わったら、きっと私と関わった人も呪われる。そう思ってきた……けど」

　ミオは、それまで伏ふせていた顔を上げた。

　ミオは笑っていた。

「けど、あなたと会って、少しだけ希望を持った。『この人だったら、私の呪いを解いてくれるかもしれない。だって、こんなに楽しいんだから。この人と一緒にいると、胸が温かくなるんだから』って。知ってた？　私、あなたが私の隣となりに来てくれるまで、自分が塔とうに囚とらわれたお姫ひめ様さまだって想像してたのよ？　カズヤは想像もしなかったでしょうけど」

　彼女はくすくすと笑った。これまで見た事がないくらい屈くつ託たくのない笑い方だった。なのに、喋しやべっている言葉はやはり淡々としていた。

　話し方と表情が一いつ致ちしていない。

「そして、呪いが解けたかと思った。幸せだった。あなたに抱だき締められて、私がどれくらい幸せだったか。あなたに触れられるだけで、私は泣きたくなるくらい幸せだったの。幸せだった……のに。やっぱり、呪いは解けていなかった。あなたまで犠ぎ牲せいになった。そのとき、やっぱり私は呪われた魔ま女じよなんだって思い知った。けど、あなたの記き憶おくがなくなっていると知った時、私は最後の最後で救われた気がした。このまま私がいなくなれば、きっとカズヤは“〝普ふ通つう”〟に戻もどれる。そしてまともな彼女をつくって、穏おだやかで幸せな人生を歩んでいくって……でも、無理だった」

　ミオは首を振ふった。積りがちになっていた雪が、髪が舞まうのにあわせて舞い踊おどった。

「カズヤに彼女が出来て、デートしたりして……例えば沙姫部先せん輩ぱいや杉すぎ野のさんと、カズヤが手を繋つないでいる姿を思い浮うかべたの。カズヤは振り回されながらも苦笑いして、彼女たちは取っても楽しそうに笑ってる。そういう光景を、とてもリアルに思い浮かべる事ができるの。けど、その光景がリアルになればなるほど、私はたまらない気持ちになった。そんなの許せない。カズヤが私以外の誰かと笑い合うのが許せない。カズヤのいない私なんて、想像出来ない。けど私といたら、カズヤは際限なく私の呪いに巻き込まれてゆく。どんどんどんどん傷付いてゆく……それは、すでに証明されてしまっていた。それでも、私はあなたと離はなれたくない。私は、ずっと、カズヤと一緒にいたいの」

　ミオが、一歩僕に近寄った。ほどけがちな包帯が、動きに合わせて重々しく揺れた。ミオの顔は、やっぱり笑っていた。

　もう一歩近付いた。彼女の瞳ひとみが目に入った。電でん撃げきに打たれたように思い至った。水すい晶しようのように透すき通っているわけでも、暗く濁にごっているわけでもない。ただ、とてつもなく澄すんでいる。それはあまりに高い濃のう度どゆえに生命が枯こ渇かつした、死海そのものの透とう明めい度ど──

「だから──終わりにしましょう？」

　──西田貴流と同じ表か情お！

　三歩目を踏み出すと同時に、ミオの右手が振り上げられる。その手に握にぎられ──振り下ろされる。

　銀の軌き跡せき。

　赤い雫しずくが雪に飛び散った。

「くぅっ！」

















　傷は大した事なかった。左手の甲こうを浅く切っただけだ。とっさに一歩、後ろに退いた瞬しゆん間かん、ミオの振り下ろしたナイフが通り過ぎたのだ。避よけた後、滑すべるように距離を取り、ナイフを振り下ろした姿勢のまま固まるミオの様子を窺うかがった。

　痛みはたいしたことはない。というか、まるで痛みはなかった。驚おどろきが、ちんけな傷の痛みを凌りよう駕がしていた。今の今まで、ミオにナイフを向けられるなんて、想像すらしなかった。

「…………あぁ」

　ミオは自分のナイフの切っ先とその延長線上──地面の雪に飛び散った僕の血を見み詰つめ、そして足跡と血のあとを辿たどって僕の左手の傷をみて、そして僕の顔を凝ぎよう視しした。

「あ、ああ、血、血が……カズヤが、血が、私、は……」

　急にがたがたと震ふるえ出すと、ミオは酸欠に陥おちいったように浅く不規則な呼い吸きを繰くり返し、ぶるぶると震えながら左ひだり腕うでの袖をまくった。掻かき毟むしるように包帯を取り除くと、隠されていたものが露あらわになって愕がく然ぜんとする。

　乾かわく間もなく次々と血を吐はき出す、まるで別の生き物のように口を開いた無数の切り傷だった。両の指でも数え切れないほどだ。すべてこの一週間でつくられた傷だとしたら、どれくらいの間かん隔かくで切っていた事になるのか。

「……っ」

　ミオはナイフを左腕に沿えた。僕が「止やめろ」という間もなく、ミオはナイフを翻ひるがえした。彼女の足元に、ぽたぽたと赤い血が滴したたってゆく。

「なっ！」

　何の躊ちゆう躇ちよもないミオの行動は、彼女に斬きられた以上の驚きよう愕がくとなって僕を襲おそった。

　ミオは新しい傷口と、そこから流れ出る血を見つめた。やがて震えが止まり、呼吸も規則正しいものに戻ってゆく。

「……ほら。こうなるしかないの。私は、カズヤを傷付けることしか出来ないの」

　蝋ろう人にん形ぎようのような貌かおでミオが言った。瞳の色も、さっきまでの恐おそるべき透明度を取り戻していた。

「それだけじゃない。私は、カズヤを傷付けたいの。どうしようもなく、あなたに私を刻み付けたいの。どうしようもない。どうしようも、どうしようも、どうしようもなく醜みにくいの。それが本当の私なの。これが本当の私なの」

　ぱっ、と左手が振られた。飛び散った血が雪に混じって、無む垢くな白を赤く汚よごした。

「あなたが好き」とミオが言った。やっぱり、当然の事を当然の事として言う、気負いも張りもない声だった。

「カズヤが好き。けど、どうしようもなくあなたを傷付けたくなる。好きだけど傷付けたいの。両方の想おもいが湧わき上がってきて、もうどうしようもないの。ぐちゃぐちゃになるの。こんな醜い気持ちをもってしまうなんて、どうしようもなく間ま違ちがいなの。私は、どうしようもない欠けつ陥かん品ひんなのよ」

　しゃっ。雪を引き裂さいて構えられたナイフ。諸刃の刀とう身しんを冷たく光らせ、ミオは僕ににじり寄る。

「だから、終わりにするの。跡あと形かたもなく消して、本当の本当に綺き麗れいになるの。けど、一人はいや。一人は嫌いや。独りは嫌なの！　憎にくんでも呪っても、蔑さげすんでも罵ののしってもいい！　本当の本当に生まれ変わったら、きっと償つぐなうわ。あなたの奴ど隷れいになる。何だってするわ。何だって。だから……だから」

　だんだんと語気が荒あらくなり、最後には縋すがり付く様に嘆たん願がんし、

「だからお願い。一いつ緒しよに来て。一緒に、消えて」

　と言った。

「……嫌だ」

　ミオのおそらくは一世一代の、これ以上ないほど切実な願いを、僕ははっきりと一言で断った。

　ミオは貼はり付けられたように動きを止め、僕をじっと見み据すえていた。

「絶対嫌だ。来世なんて、冗じよう談だんじゃない。だいたい、来世がまともだって、なんでそんな事がいえるんだ。僕は輪りん廻ね転生なんて信じちゃいないが、それでも断言できるよ。今い生まが間違っている人間がたとえ生まれ変わったって、同じように間違ったままだ」

「……なら、どうすればいいというの？」

　生命の死に絶えた眼めで、ミオが僕に問い質ただした。

「どうすればいいの？　間違ったままどうにもならない、欠陥品のままだって言うなら、私はどうすれば言いというの？」

「簡単だ。間違いを正せばいい。他ほかの誰でもない。他の何者でもない。西周ミオが、西周ミオの間違いを正すんだ」

「……無理よ」

　ミオは笑った。自じ嘲ちようの笑いだった。

「だって、こんなに醜いのよ？　好きなのに傷付けたいなんて間違ってる。こんな醜い感情、間違い以外の何物でもない！」

「君は綺麗だ」

　と僕は言った。ミオはぽかんとした顔になった。僕が何かを言うと、ミオはいつだって魂たましいの抜ぬけたような顔をする。

「君は綺麗だ。他の誰がなんて言ったって、僕は君が綺麗だと思う。この世の何より綺麗だ。誰かが醜いと言ったら、言わせておけばいい。百人に『醜い』って言われたら、僕は君に二百回『綺麗だ』っていう。千人に言われたら五千回、一万人に言われたら十万回、百万人に言われたなら声が潰つぶれるまで君を『綺麗』と言ってやる」

「……うそ」とミオは呟つぶやいた。ゆっくりと、自嘲の張り付いた顔で首を振った。

「嘘うそじゃない」

「嘘よ！　だってあなたは私を憎んでる！　間違った欠陥品の私を憎んでる！　そんなあなたが私を『綺麗だ』なんていう筈はずがない！」

「……僕は君を憎んでなんていない」

「うそ！」

「嘘じゃない。どうしたら信じてくれるんだ？」

「……だったら、一緒に来て」

　ミオはナイフを構えた。切っ先カツテイング・エツジを、真まっ直すぐ僕の心臓に向けている。

「そうしたら、信じてもいい。何度だって謝あやまってあげる。だから……お願い。一緒に、消えて」

「……分かったよ」

　僕は足で周りの雪を蹴けって屋上の床ゆかを露出させ、そこにしっかりと足を踏ふみ締しめた。

「もう逃にげない。君を受け止めてやる。僕は君を信じる。だから君の好きにしてくれ」

「…………」

　ミオは瞳を揺ゆらがせ、何かを呟くように口を開いた。しかしそれも一いつ瞬しゆんで、彼女は口を引き締め、生命を追い出した瞳で僕を見据え、一直線に僕に向かって来た。

　──やっぱり綺麗じゃないか。

　雪の中を黒いドレスと髪かみとをなびかせて走るミオを見て、やっぱり美しいと思った。

　衝しよう撃げきは、思っていたより小さかった。

　僕の目の前に、ミオの頭があった。

　僕とミオは、折り重なって雪の中に崩くずれ落ちた。
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「…………どうして……」

　僕の身体に覆おおい被かぶさりながら、ミオは信じられないという顔で呟いた。命なき光は、彼女の瞳から去っていた。彼女の瞳は、いまにも涙なみだを流しそうに、ゆらゆら揺れてまったく不安定に熱く濡ぬれていた。

「言っただろう？　僕は君を信じるって」と僕は答えた。

「……ばか。ばかじゃないの」

　くしゃくしゃに顔を歪ゆがめて、ミオは「ばか」と繰り返した。

「そうだね。僕は莫ば迦かだ」

　僕は静かに同意した。

「どうしようもない甘ちゃんだわ」

「うん」

「おろかしい行動ばっかり」

「うん」

「浅はかで軽けい薄はくよ」

「うん」

「莫迦よ」

「うん」

「ばか」

「うん」

「ばか。ばか、ばか、ばか、ばか、ばか、ばかぁ……」

　とうとうミオは泣き出してしまった。僕の頬ほおに落ちてくる涙は温かくて、雪の降ふりしきる冷たい空気の中で、とても心ここ地ちが良かった。

　僕は胸むな元もとを見下ろした。胸に載のっかっているナイフは、やっぱりもともとはミオの持ち物で、ミオが僕のもとから奪うばっていったものだった。当然といえば当然ながら、僕の心臓には突つき刺ささっちゃいない。ミオが僕の胸にナイフを突き立てるなんて、欠片かけらも思っちゃいなかった。

　ぶつかってきた時、ミオはナイフの柄つかを僕の胸に当てただけだ。一緒に倒たおれこんだのは、僕がそのままミオを抱だき締めて自分から倒れこんだのだ。もちろん、危険なナイフは僕の手でしっかりと掴つかんで。

「何で、そんな……ばかみたいに私が信じられるの？　私は、実際にあなたを傷付けたのよ？」

「本当の本当に人を傷付けてやろうとする人は、わざわざ他ひ人とを傷付けたからって、自分も傷付けることもないさ」

「でも！」

「それに芝しば居いが掛かかりすぎだよ。最初はちょっと驚おどろいたけど──やっぱり、ミオはミオだった。自分が異常なフリをして、僕を遠ざけようとしたんだろう？」

　ミオの言う『終わりにしましょう』というのは、そういう意味だったのだ。きっと最初のナイフも、僕が下手に動かなかったら、せいぜい服を切り裂く程度だった筈だ。そうでなかったら、何で他人を傷付けて自分も傷つけるというのだろう。

　そして、本当に僕を求めていたのなら、あんな瞳ひとみも出来ない。あれはすべてを諦あきらめきった、自分すら諦めようとする人間だけが持てる瞳だった。

　そんなミオが、誰かを──僕を消そうとするなんて、出来はしないのだ。僕の知ってる西周ミオは、そんな事の出来る少女じゃない。

「……ばかよ」

「もういいだろ」

　僕は胸の上に載っかったナイフを指で摘つまんで放ほうり投げた。こんな所にあっちゃ邪じや魔まだ。ナイフはくぐもった金属音を響ひびかせてどこか離はなれたところに落ちた。僕は腕うでを持ち上げ、何の遠えん慮りよもせずにミオを抱き寄よせた。

「莫迦なのも、愚おろかなのも、大おお甘あまなのも分かってる」

「ばか……」

　ミオも、僕の首に腕を回して抱きついた。彼女の服からは、かすかな血の匂においがした。

「……消えてしまいたいなんて、もう言わないでくれ」

　僕はミオの耳に口を寄せて囁ささやいた。

「消えてしまったら、こうして君を抱き締められない」

「……けど、私は間違いだわ」

　涙まじりにミオが言う。

「私は欠陥品なのよ」

「唐とう突とつだけど、一つ謝っていいかな？」

「謝る？」

　ミオは身を持ち上げて、もう一度僕を見下ろした。

「謝るのは、私の──」

「さっき、僕は嘘を吐ついた」

　ミオの言葉を遮さえぎって、僕は一気に言葉を繋つなげる。

「憎んでないと言ったが、あれは嘘だ。僕は、君を憎んでる。滅め茶ちや苦く茶ちやにしたいほど憎んでる」

「……そう。そうよね」とミオは呟いた。「私は、あなたを傷付ける事しか出来ないもの……」

「けど好きなんだ。好きだから憎にくんでる。何で憎んでいるかといえば……とんでもない事だけど、君を隅すみから隅まで滅茶苦茶にして、僕のものにしたいと思ってる。誰にも渡わたしたくないし、誰にも貶おとしめられたくない。そう考えると、僕は君に対して憎しみを想おもう。僕は君の何一つだって、誰かに渡したくない。だからこその憎しみなんだ。とても醜しゆう悪あくな執しゆう着ちやくとして、僕は君を憎んでる」

「…………」

　ミオは絶句した。

「これが僕だ。これが相坂カズヤなんだ。こんな僕でもいいのなら……」

　これはいったい何度目なんだろう？　僕はふと疑問に思った。けど、すぐにどうでもいいと感じた。何度目だってどうでもいい。何度だって、僕は言ってしまうんだろうから。

「ミオ。君を好きになっても、いいかい？」

「あっ、う……でも、でも、私は……」

「欠けつ陥かん品ひん？　そんなの、僕には関係ない。君が僕を傷付てしまうというのなら、僕はとってもうれしいよ。他の誰でもなく、君は僕を選んでくれたんだから」

「でも、でも……」

「僕は、君が僕を好きなんだと思ってる。好きでいてくれているんだと思ってる。傲ごう慢まんだけど、君が僕を好きなんだと思い上がってる。君のその想いは、欠陥品なのか？　そこまでは僕にも分からない。もしそうだと言うのなら、僕は……」

「………………ぃ」

「え？」

「…………ない」

「聞こえないよ、ミオ」

「良いわけない！」

　ミオは叫さけんだ。白い静せい寂じやくの世界に挑いどむように、大きく強く叫んだ。

「そうよ！　その通りよ！　私の全すべてが欠陥品で間ま違ちがいだとしても、この“〝想い”〟だけは捨てたくないわよ！　ばか！　本当にばかよ！　あなたのせいで、私までばかなこと言おうとしてるじゃない！　私まで、ばかになちゃったじゃない！　ええそうよ！　私はあなたが好きよ！　目め茶ちや目め茶ちやに傷付けて、私の事を忘れなくさせたいくらい好きよ！　あなたに滅茶苦茶にされて、忘れられなくなるくらい抱かれたいわよ！　それでいいでしょ！　ばかにして……何もかもばかにして……」

「ミオ」

「何よ！」

「怒おこった顔も可愛かわいい」

「ばか！」

　僕はミオの唇くちびるを奪った。ミオは一瞬だけ目を見開いたが、すぐに目を閉じて僕を押おし返かえした。喰くらい付かんばかりの勢いで、僕とミオはキスをした。かすかに残った悩なやみも疑いも吹ふっ飛とぶくらい、長く濃のう密みつなキスだった。



　　　Inter Cut



　──まったく。なんと言う茶番劇だろう。

　相坂カズヤと西周ミオの遣やり取りを陰かげから見聞きして、葛峰昂は深々と溜ため息いきを吐ついた。

　散々悩みまくって疑い抜ぬいて、挙句出した答えがこんなもの。ハードＳＦだと思って見始めた番組が火曜サスペンスだったと知った時のような、気が抜けて疲ひ労ろうだけが残った気分だった。まったくバカバカしい。腹を抱かかえて大笑いしてやりたい気分だった。

「……何よ、それは」

　隣となりで同様に屋上を窺うかがっていた葛峰聖が、感情の抜け落ちた声で呟つぶやいた。

　事実感情が抜けた事を、昂は感じる事ができた。ふつふつと湧わき上がる苛いら立だちを抑おさえるため、結果として感情のすべてを押しやる事になったのだ。

　聖は屋上に続くドアを押し開けると、ようやくキスを終えて立ち上がったカズヤとミオに向かい合った。

「なによ、その三文芝居は！　そんなモノで誤ご魔ま化かせると思っているの？」

　支え合って立つミオとカズヤを目まの当たりにして、聖の声は一いつ切さいの余よ裕ゆうを失っていた。苛立ちが抑えきれず、声を大にして感情的に叫び散らした。

「傷付け合いなさいよ！　夢みたいな事を言って乳ちち繰くり合って……そんな都合のいい幻げん想そうがまかり通るわけないでしょうが！」

　確かに。

　昂は心の中で首しゆ肯こうした。もっとも、聖にその思いは届かない。聖の内側は、激しい感情が入り乱れて明確ではない。混こん沌とんだった。

「そんな不確かな感も情ので、この現実リアルに立ち向かえるとでも思ってるの？　そんな筈はずないでしょうが！　命も魂たましいも不確かなわたしたちが信じられるのは、殻からよ。肉体の感覚だけ。痛みだけよ！」

　葛峰聖は髪かみを振ふり乱し、榛はしばみ色の目をきつくして、支え合って立つ少年と少女を罵ば倒とうした。

　言葉をぶつけられた相坂カズヤと西周ミオは、降りしきる雪の冷たさも気にならないのか、真まっ直すぐに聖を見返していた。

「……そうね。私もそう思う」とミオが言った。その通りだと肯うなずきまでした。「一番確かなものは、今でも“〝痛み”〟だと思うわ」

「なら傷付け合いなさいよ！　滅茶苦茶にしてやりたいなら滅茶苦茶にして、刻みたいなら好きなだけ刻みなさいよ！　そんな表面だけの優やさしさや愛情を騙かたってないで、さっさと傷付け合いなさいよ！」

「もうしてる」とカズヤが言った。「十分に“〝痛い”〟」

「舐なめてるのっ？」

「舐めてなんかいない。ミオの事を想うと、胸が切られたように痛む。切なくて、いても立ってもいられなくなる。僕は十分、“〝痛み”〟を感じてる」

「わたしの言っているのはそんな甘あまっちょろい“〝痛み”〟じゃないのよ！　現実に即そくした肉体の“〝痛み”〟の事を言ってるのよ！」

「違ちがうよ」

「違わないわよ！」

「僕らが求めているのは、いつだって“〝心の痛み”〟だ。自ら傷付けるのも、大切な誰かを傷付けるのも、“〝傷付く心”〟を確かめる為ためだ。そうだろう？」

　静かに、切なそうな顔で聖に語りかける相坂カズヤ。彼の言う『僕ら』とは、いったいどれほどの人々を指しているのだろうか。

「……違う」

　聖が首を振った。しかし、明らかに勢いの削そがれた動きだった。

「違う、違う、そんなもの違う。心なんて関係ない。そんなものじゃ何も救えない。救われないのよ！　たとえ心と心が繋がったって、何の助けにもなりはしなかった！　もっと自分が信じられなくなるだけなのよ！　大事なのは躯からだよ。躯の痛みだけよ！　それだけしか信じられないのよ！」

「違うだろ？」

「違わないわよ！　あんたは、あんたらは何も分かってない！　何も分かってないのよ！」

「だったら教えてくれ」

　カズヤが一歩聖に近付くと、聖は戦おののくように一歩後ろに下がった。

「教えてくれ。分からないかも知れない。けど、分かりたいんだ」

「こ、来ないで！」

　聖は首を振って拒きよ絶ぜつした。

　カズヤはさらにもう一歩、聖に近付いた。

「分からないかも知れない。そもそも心なんてないかも知れない。君の言うとおり幻想なのかもしれない。けど、教えて欲ほしい。それでも確かに息づいているものを……」

「わたしにそんなものはない！」

　聖の足元で、チャリンと金属の擦こすれる音がした。聖が目を向けると、そこにはナイフが転がっていた。事の起こりから此こ処こに至るまで、舞ぶ台たいの登場人物たちを映してきたナイフだ。

　聖は反射的にナイフを拾い、傍そばによって来たカズヤの腕うでを振り払はらうようにナイフを切り上げた。

「ツ！」

「カズヤ！」

　右みぎ腕うでを切られたカズヤが腕を押さえ、ミオが想い人の名を叫んで走り寄る。

「だったら、思い知らせてやるわよ。刻むといいわ。本当の痛みってヤツを、もう一度死んで確かめろ！」

　振り上げられたナイフは、真っ直ぐカズヤの首筋を狙ねらっていた。反応が遅おくれて腕で守ろうとしたカズヤも、必死にカズヤに駆かけ寄よるミオも、そしてナイフを振り上げた聖も、一いつ瞬しゆん後に訪おとずれる光景を確信した。

「──やめよう姉さん」

　しかしナイフは振り下ろされなかった。聖の右手は、状じよう況きようを冷静に見ていた昂が絶ぜつ妙みようのタイミングで掴つかみ取っていた。

「放してコウ！　こいつらは許せない。許してはいけない！　思い知らせてやらなきゃいけないのよ！」

「……もういいだろう」

　昂は、傷付きながら静かに自分らを見守るカズヤと、そんなカズヤに駆け寄るミオの姿を眺ながめ、「やれやれ」と肩かたを竦すくめた。

「僕らの負けだよ、姉さん」

「負けてなんかいない！　わたしたちは間違ってなんかいない！　間違っているのはこいつらよ！」

「もうとっくに悟さとっているんだろう？　心が折れてる。全然制せい御ぎよできていないじゃないか」

「……間違ってなんかいない」

　聖のナイフを握にぎる手から力が抜け、ナイフは再び冷たい雪に落ちた。血に汚よごれた刃やいばも、雪が積もって隠かくしてゆく。

　聖は膝ひざを着いた。腕を昂に掴んでもらっていなかったら、そのまま身体ごと崩くずれ落ちそうな脱だつ力りよくのしかただった。

「間違ってない。間違っていたというんなら……わたしとあなたのこれまでは何だったって言うの？　わたしがコウにさせた事は……全部無む駄だだったって言うの？」

　聖は昂を見上げた。聖は泣いていたが、その事に気づいた様子はない。その事を昂は感じ取れる。これまでもそうだった様に。

「無駄じゃなかったよ、姉さん」と昂は言った。雪が肩に積もって寒くてたまらないのに、声はすっきりと晴れ渡わたっていた。「ただ、どうしても“〝痛み”〟が必要だったってだけなんだ。僕も姉さんも、この病やみ切った世界で、それでも歪ゆがまずに自分を保つ為、どうしても“〝痛み”〟が必要だったんだよ。無駄じゃない。他人に非難されるような事だったけど……それでも、僕は嬉うれしかったんだ。僕を傷付けて傷付くぐらい、姉さんは僕を大切に思っていてくれたんだから」

「ばかね。当たり前じゃない」と泣きじゃくった聖が言った。「たった一人の弟を、大切に思わない姉が何ど処こにいるの？」

「うん。そうだね。僕は莫迦だ」

　一度も言われた事のないその言葉が、素す晴ばらしい響ひびきに昂には聞こえた。

　──馬鹿。莫ば迦か、ばか。はは、バカバカしいくらい心を軽くする言葉だ。

「……けど、やっぱり正常じゃない。倫りん理りや常識なんて関係なく、やっぱり僕らは間ま違ちがってた。間違ってしまったんだよ」

「コウ？」

「聖姉さん。僕はずっと、あなたが好きでした」

　突とつ然ぜんの昂の告白に、聖は力なく微笑ほほえんで「知ってるわよ」と返事した。

「ずっと知ってた」

「女性として好きだった」

「ええ」

「自分を慰なぐさめるときは、ずっと姉さんの事を考えてた」

「隠そうとしたって駄だ目めだったわよ。そういうのは判わかってしまうんだから」

「自己嫌けん悪おになりながら、姉さんを抱だき締しめたいとずっと思ってた」

「ええ」と返事した聖の目から、再び大おお粒つぶの涙なみだが流れ出した。「ずっと知ってたわよ……」

　突然はじまった姉し弟ていの遣り取りに、カズヤもミオも目を丸くし、頬ほおを赤くして見入っていた。彼らの肩や頭に雪がうっすらと積もり始めていたが、二人ともまったく気になっていないようだった。

「……もっと早く言うべきだった」

　昂が空を見上げていった。眼鏡を掛かけていないので、次々に落ちてくる結けつ晶しようが、彼の目を直接に冷やしてゆく。

「ちゃんと、言うべきだった。心と心が“〝繋つながる”〟ことに意味がないなんて、とっくに分かっていたのに。だからこそ、語り合うべきだった。そうすれば、僕らはもっと……」

　雪は降り続く。

　小さな雪の欠片かけらは、集まり、凝こごって、大きなかたまりとなって世界を覆おおってゆく。

　欠片の集合体カツテイングコンプレツクス。

　小さな欠片の集合体は赤い血を白く染め、いつの間にかナイフもその内へと埋うめてしまった。空からのささやかな贈おくり物は、人も物も等しく覆っていく。柔やわらかな包帯のように、優しく包つつんでゆく。

　祝福の夜ホーリー・ナイトははじまったばかりだった。








Last Cut

　　───行方










　　　１／Inter Cut



「──というわけで、今夜は急きゆう遽きよ飲み会を行う！」

　本や書類でごちゃごちゃとした狭せまい部屋。パイプ椅い子すの上に立って宣言した男へ、部屋にいた数人の男女が生なま温ぬるい目を向けた。

「……意味わかんねぇよ」

　団扇うちわで何とか涼りようを取っていた男が、「暑っ苦しいヤツ」と言わんばかりに溜ため息いきを吐ついた。

「ウチダのやつ勝負に出るらしいよ」と野や暮ぼったい眼鏡を掛けた女性が言った。

「勝負？」と団扇男。

「我わが《児童文芸サークル》のマドンナに」と茶ちや髪ぱつに染めた男が鉛えん筆ぴつを回しながら説明する。

「あー、なるほど」と団扇男。「“〝先せん輩ぱい”〟に告白ね？」

「その通り！」とウチダと呼ばれた男。「ついては勢い付けと状況作りの為に、有志による飲み会をしたいと思うんだよ。協力してくれ！」

　無駄に熱血するウチダに、夏バテ気味の大学生たちは、

『玉ぎよく砕さい戦法か』

　と声をハモらせた。

「玉砕言うな！」とウチダ。

「高たか嶺ねの花」と団扇男。

「身の程ほど知らず」と眼鏡女。

「ていうか、“〝先輩”〟って彼氏いるんじゃなかった？」と茶髪男。

「ああ。そういえば先月末の日曜、男の人と一いつ緒しよに歩いてた」と眼鏡女。「明らかにデートっぽかったけど」

「玉砕どころが無む駄だ死じにか」とぱたぱたしながら団扇男。

「その男なら俺も見た」とウチダ。「そして後をつけたら、重大な事実に気が付いたんだ」

「つけたのかよ」「ストーカー？」「そんな根こん性じようないよ」「そもそも根性あったら、飲み会やって勢い付けようなんて思わないって」「ヘタレてるなぁ」「んで、重大な事実って？」

　口々に扱こき下ろす仲間をジト目で見ていたウチダは「ゴホン」と息を整えた後で、それこそ試験の過去問を披ひ露ろうするみたいな重大な調子で発表する。

「その男はな──」

『その男は？』

「“〝先輩”〟の兄弟だよ。間違いない。昼飯でレストランに入って順番待ちしていた時、ちゃんと二人とも名前書いてたけど苗みよう字じが同じだった」

「ほうほう」

「ふぅん。ならまぁ、ちょっとは応おう援えんしてやってもいいかもね？」

「マジか！」とウチダ。

「その代わり半分はお前が持てよ」

「もちろんだ。そうとなりゃ、早さつ速そく予約を……」

　すでに計画ずくだったのか、ウチダは鞄かばんから無料情報誌を取り出すと、居酒屋の候補の絞しぼり込みをはじめた。

「……マメなやつ」

「おや？」と、団扇男が団扇を額にかざして窓の外を見た。「噂うわさをすればなんとやら」

「おはようございます」

　新たにやって来た人物が部屋に入ると、狭くて空気の循じゆん環かんの悪い大学サークルの部室に、草原の涼りよう風ふうが吹ふいた感覚を覚えさせた。

　すらりと背が高く、一目見てもスタイルが良い。白いワンピースを着て、上着は紺こんのボレロに袖そでを通している。すっきりとした細ほそ面おもてで、鼻び梁りようはすっと線が通っている。セミロングの黒くろ髪かみはさらさらで、横髪が赤い花の髪かみ飾かざりで留とめられている。彼ひ岸がん華ばなを模したものだが、この女性が着けていると、良い意味で特別な花であるように見えた。

「ミオ先輩、おはようございます」と眼鏡女が明るく挨あい拶さつすると、件くだんの先輩であるらしいミオ“〝先輩”〟も明るく笑って「おはよう」と返事をした。

　団扇男がウチダに対して「高嶺の花」と言ったが、それはおそらく外見だけを評したのではないだろう。

　ミオの切れ長の目には、それこそ夏の青葉のような生き生きとした生命の息吹いぶきが宿り、それがこの女性の魅み力りよくを何倍にも引き立てていた。中身が良くなければ、彼女の美び貌ぼうは人形にでも再現できる味気ないものになっていただろう。

「あ、あの、先輩──」

　ウチダがおずおずとミオに声を掛けると、ミオは小首を傾かしげて「何？」と返事をした。大学生にもなった女性がするには幼い仕草だが、嫌いや味みがなくて様になっている。ウチダは飲み会に誘さそう言葉を忘れて彼女の顔に見入り、はっとしたときには用意していた言葉は彼の脳内から零こぼれ落ちていた。

「ミオ先輩。ちょっと質問いいですか？」と茶髪男がミオに質問した。ウチダは横から会話の権利を奪うばった茶髪男を睨にらんだが、彼は頓とん着ちやくせずに質問を続けた。

「先輩って、ご兄弟いらっしゃるんですか？」

「兄弟？」とミオ。

「ええ。かなり歳としの近い」

「いいえ。“〝いもうと”〟ならいるけど……なんで？」

「いえいえ、何となく。けど妹さんがいらっしゃるんですか？」

「ええ。今年受験生なの。賢かしこい子なのだけど、ちょっと気がはやるところがあって、あまり成績は芳かんばしくないのよね」

「へぇ～。名前はなんていうんです？」

　話題がミオの“〝いもうと”〟談義に移り、ウチダはすっかり置いていかれた。疎そ外がい感かんを払ふつ拭しよくして再び勢いを付けるのに五分ほど要し、いざ口を開いたところで部室のドアがバタンと開かれた。

「ミオ～」

　新たにやって来たのは、やたらに背の高くて笑え顔がおの眩まぶしい、活発な雰ふん囲い気きの女性だった。

「夏なつ姫き？　どうしたの？　こんな所に」

「忘れもんだよ。昨日あたしの寮りように泊とまりに来たとき忘れてったでしょ」

　ウチダが恨うらめしい目で見み詰つめるその先で、夏姫と呼ばれた女性が、ミオの手の平に何かを押おし付けた。手の平に収まった“〝忘れ物”〟を見て、ミオは声を忘れて驚おどろいていた。

「今夜は、アイツが帰って来るんだろ？　これがなくっちゃ締しまらないからな」

「あ、ありがとう、夏姫」

　驚きから一転して、ミオは満面の笑みで夏姫に礼を言った。そして手にした“〝忘れ物”〟を、早速所定の位置に身に着け始めた。

「あれ？」と団扇男。

「あれれ？」と茶髪男。

「あれって、アレ？」と眼鏡女。

「……あの、“〝相あい坂さか”〟先輩？」

「なに？　ウチダ君」

「それって、まさか……」

「ええ。結けつ婚こん指輪」

　相坂ミオは、左手の薬指で光る指輪をなぞり、満面の笑えみを浮うかべた。

「式は挙げてないのだけど、もう入にゆう籍せきしているの」

「カズヤのヤツも、奮発したよなぁ」と物知り顔で夏姫がうんうんと肯うなずいた。「高校二年になってから受験まで、バイトに精を出してたと思ったら結婚指輪の為ためだったとは……どれだけー、って感じ」

「あのー、そのカズヤさんというのが……」

「ええ。夫よ」

　ミオは、はにかみながら言った。一目で幸せなのがわかる仕草だった。

「お互たがい学生で、彼は東京の大学にいるのだけど……えっと、言ってなかった？」

　サークルの後こう輩はいたちは、約一名を除いて『聞いてません』と異口同音に答えた。

「ええと、ね。あの、その、高校の卒業の時に『結婚しよう』って、書類とこの指輪を……し、『式が挙げられないのが申し訳ない』って謝あやまられたんだけど、ドレスは恩人の先輩がいつの間にか用意してくれてて、その、真ま似ね事ごとだけど一応宣せん誓せいも済ませて……それで今日、二週間ぶりに逢あえることになってて、今日は彼が料理を作ってくれることになってるの……」

　部屋に居る誰も彼もが『はぁ……』と反応に困った人間に特有の声を出した。どの顔も『御ご馳ち走そう様さま』と、いささかげんなりした表情をしていた。もちろん、約一名を除いて。

「……エグイ」

「……てか先輩ってこんなキャラだっけ」

「……飲み会は残念会に変へん更こうか」

















　……ちなみに。

　この後、相坂ミオののろけは、たっぷり一時間ほど続いた。



　　　２



　あまり、車通りのない道路だった。最も寄よりのバス停で降りて十五分以上歩いているが、すれ違ちがった車は片手で数えられるほどだった。二年前にトンネルが開通して、車の流れはそちらへ引き込まれたらしい。山にしがみ付く様に続くこの旧道は、すでに人々の記き憶おくから滑すべり落ち始めていた。

　汗あせを拭ぬぐい、バックパックの中から飲み物を取り出した。すでに半分が消費されている。このままだと帰り道では、喉のどの渇かわきで気が狂くるう事になるかもしれない。でも、その時はその時だ。事実いまの瞬しゆん間かんだって、気が狂うくらい喉が渇いている。僕はミネラルウォーターを喉に流し込み、一度立ち止まって道の先を見み据すえた。

　くねくねとした一本道。けれど陽炎かげろうがゆらゆらと揺ゆれて、終わりのない無限回かい廊ろうに迷い込んだ気分にさせる。右手には山の斜しや面めんを固めるフェンスが張はり巡めぐらされ、左手にはうっそうとした森が広がっていた。だいたいが杉すぎの木だが、どの木の枝も死に掛かけの犬の舌みたいに垂れ下がっていた。

　ミネラルウォーターのペットボトルをしまい、肩かた掛かけの位置を直し、再び僕は炎えん天てん下かの中歩き出した。



『京都府中の山の中』と言うと、言葉だけは何とも神秘的に聞こえるが、すくなくとも此こ処こには大して見るべき特とく徴ちようはない。神秘性は綺き麗れいに干ひ上あがって枯こ渇かつしていた。それどころか『かんかん照りの夏の山』と言って誰もが思い浮かべるような、悪い意味で一いつ般ぱん的てきな光景の山だった。霧きりもないし、天てん狗ぐもいない。途切れのない蝉せみの鳴き声がどこまでも続いていた。

　目的地についても、それは予想していた以上に普ふ通つうの場所だった。二車線の、白いラインがいい具合に削けずられたアスファルトの道路だ。慰い霊れい碑ひもなければ警告の標識もない。急に背筋が寒くなるわけでも、変な幻まぼろしを見ることもない。けれども確かに、この場所で三十人以上の人々が死んだのだ。

「…………」

　ほんのわずか黙もく祷とうし、周りを見み渡わたした。

　ガードレールの向こうは緩ゆるやかな斜面になっていて、何とか無理すれば下りられそうだった。十分に注意しつつ、車道からむき出しの地面へ移動した。杉の木々を避さけつつ斜面を降りてゆくのは、少しばかり面めん倒どうだった。それほど傾けい斜しやはないのだが、倒たおれたまま朽くちた木や大きな石がごろごろして、人が歩く事を想定されていなかった。

　すぐ下だと思ったはずの渓けい流りゆうに付く頃ころには、首筋から背中にかけ、シャツが汗でびっしょりと濡ぬれて張り付いていた。すぐ近くを流れる川へと向かい、水を掬すくって顔を洗った。ひやりとして、熱気が少しだけ和やわらいだ。

　下りてきた場所を見上げると、かなり位置が横にずれていた。少しばかり場所を移動する。先ほどの道路が良く見える場所が見つかると、バックパックを肩かたから降ろし、その中からビニール袋ぶくろに包くるまった園芸用のスコップを取り出した。スコップで穴を掘ほる。それほど深くなくて良いのだ。ノートが埋まるくらいで良いのだ。

　穴を掘り終えると、念のために適当な石で穴を囲った。出来に満足すると、バックパックから一冊のノートを取り出した。何の変へん哲てつもない大学ノート。けど、僕や彼ミ女オにとっては、少なくない意味を持ったノートだった。ノートの表紙には『Case of Mio Nishiamane』と手書きされていた。

「……長い付き合いだったな、お前とも」

　僕はそっと、労ねぎらう様にノートの表面を撫ぜた。

　このノートを見つけたのは、高校二年になったばかりだったから、もう三年以上も前になるのか。家族には秘密の隠かくし場所を久方ぶりに開いたら見つかったのだ。ノートを読んだ後、僕はすぐミオに会いに行き、このノートを見せた。ミオは驚いたものの、その中身についてゆっくりと語ってくれた。

　結婚を申し込もう、指輪を買おうと思ったのは、その後彼女と抱だき合った時だ。けどその時は何も言わず、目を閉じて彼女をぎゅっと抱き締めたのだった。

『このノートは、カズヤが持っていて』とミオは言った。『カズヤの好きにして』と。

　その後、結局僕はこのノートを持ち続けて現在に至る。何度も読み返したせいでくたびれて、大学受験で使ったノートよりもぼろぼろになっている。どのページに何が書いてあってどんな写真が載のっているのか、目を瞑つぶればすぐに思い出せてしまう。

　それが何で今いま頃ごろになってこのノートを処分しようと思い至ったのか、実のところ僕にもよく分からない。ミオと出会って五回目の夏が来て、僕もミオも二十歳はたちになったからかも知れない。けれど、時節やきっかけはたいした問題ではないのだろう。ただ僕がこのノートとけりをつけようと思ったのが、現い在まだというだけなのだ。

　一応、僕の同窓生で、このノートの製作者であった女性に伺うかがいを立ててみると、彼女は「まだ持ってたの？　さっさと処分したと思ってたわよ」と呆あきれていた。友人に紹しよう介かいしてもらったという彼氏を一回目のデートで手て酷ひどく振ふった後だったので、とても機き嫌げんが悪そうだった。

「あんなつまんない男は関係ないわよ。けどああいうつまんない男ほど、何で自分が振られたのかも分かってないのよね。本当に始末が悪い」

「本当に始末が悪いのは、最初から振る事前提と考えていた聖せいの方だ」とごく冷静に指し摘てきすると、

「うるさいわね。いまの問題はそんな事じゃないでしょう？　さっさと捨てちゃいなさいよ」と誤ご魔ま化かした。弟が海外留学しているからと言って、僕にばかり苛いら立だちをぶつけるのはどうかと思った。

　僕は、穴の中にそっとノートを横たえ、用意していたマッチを取り出した。ライターは使わない。火なら何でも良いはずだが、マッチでなければいけない気がしたのだ。単に気分の問題だが、とても重要な問題だった。

　僕一人でこのノートをどうにかするのは筋すじ違ちがいじゃないかとも思った。ミオと一いつ緒しよに処分すべきかとも思った。けど、彼女はとっくに、自分の過去にけりをつけている。後は僕の問題なのだ。

　マッチを擦する。一発で火が灯ともった。ノートに火を移すと、立ち上がって燃える様子を見下ろした。ノートの端はしに移った火は、あっという間に広がった。燃え上がった炎ほのおは、赤い花のように花弁を広げて咲さき誇ほこる。

　白と青に彩いろどられた空に一筋の煙けむりが、何かの狼煙のろしのように高く昇のぼっていった。





THE CUTTING COMPLEX～Case of Mio Nishiamane～

FILE No.3〈Reincarnation〉closed.










　　　あとがき～独白烏のモノローグ～





　お久しぶりです。翅はね田た大だい介すけで御ご座ざいます。

　先ずはお詫わびを。「お久しぶり」なんて言う位に間が開いてしまい、申し訳ありませんでした。書いてる本人がいろいろと病んでいた為ため、予想以上に修正の連続でした。もっともその分、ダークな部分はマジでダークかもしれませんのでお楽しみに（おいおい）。

　そして、ありがとうございます。拙せつ作さくを手に取っていただき、感かん無む量りようです。どれほど言こと葉ばを重ねても伝えきれないでしょうが、それでも何度でも言わせてください。ありがとうございます。

　言葉は、基本的に不完全な存在です。どれほど言葉を重ねても、気持ちが正せい確かくに伝わるわけではありません。それでも、人は言葉を使うしかないのでしょう。言葉を重ねて話し合い、話を束たばねて物語る……僕はこの《欠片たちカツテイング・コンプレツクス》で、どれだけの想おもいを伝えられたでしょうか？

　まぁ、それでも、この物語ケース自体を言い表すのは、とっても簡かん単たんです。なんと言っても、たった一言、『莫ば迦かは死んでも直らない』。

　えー、そんな主人公のカズヤですが……いやはや、とんでもない事になってます。もう一巻ぐらいかけて追い込もうなんて考えてたのが今では信じられません。そんなに他人の不幸が好きか、作オ者レ……

　ミオも、なんかマジで世界の不幸を背負ったような感じですが……彼女は、何故か不幸の中でも安心できるんですよねぇ。とても繊せん細さいで儚はかない印いん象しようなんですが、それでも最後の最後では踏ん張れるような。不ふ思し議ぎな娘です。キャラクターを描かき起こしてくれたも氏のおかげでしょう。ちなみに前作も今作も、本当の目的は氏にミオを描いてもらうことでした。いやぁ、作者としては大満足です。おつかれさまでした。ありがとうございました！

　しかし、この二人もホント難なん儀ぎなカップルです。同じところをぐるぐるのた打ち回って苦しんでばっかで。まぁ、それでもいいかな、と思います。同じところをぐるぐる回ってばっかでも、ちょっと視点を変えたら、螺ら旋せん階かい段だんを昇のぼっているのかもしれませんし、ね。それもまた、当たり前のことなのでしょう。

　ミオたちの物語Case of Mioは、ここでいったん一区切り。またどこかで、皆さんと逢あう事があるかも知れません。その時は、どうか生温かい目で、存ぞん分ぶんに冷やかしてやってください。

二〇〇八年夏　翅田大介
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